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　この作品はフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などに一切関係ありません。


　ハーレ就業編・四

　翌日。

　私はあの仮面舞踏会の余韻なんか微塵も感じさせないくらい、いつも通りの朝を迎えていた。あのあとは寮に帰ってからお風呂に入り、倒れこむようにして寝台の上で眠りについた。

　とにかく疲れた。その一言に尽きる。なぜ私がロックマン、あいつのためにあそこまでしてやらねばならなかったのか。王女と結婚するなら勝手にすれば良かったのに、本当に王女に好意を寄せているのかなどという極めて他人には言いづらそうなことを、この私に素直に明かすはずもない本心を本人から聞き出そうなんて、いくら公爵様からお願いされたことだとしても断るべき話であったはずだ。

　むしゃくしゃしながらも、公爵の所の召し使い三人衆から着させられた白いドレスはどうしたらいいか分からず、とりあえず突起のついた服掛けに引っかけてある。

　面倒くさいけど、あとでちゃんと返しに行かなければ。

「ふぁ……」

　窓から見えるお天てん道とう様が目に眩まぶしい。

　寝ぼけ眼まなこに寝間着からハーレの制服に着替えて、朝ご飯を自分で作って食べる。寝ぼけ過ぎて口ではなくほっぺにご飯を運んでしまったが、その後ちゃんと口に運んで食べた。

　顔はあとで洗おう。




　　　＊　＊　＊　＊




「ゾゾさん。おはようございます」

「おはようナナリー。何だか疲れてる？」

「全然。元気いっぱいですよ」

　ハーレに出勤し、受付の席に落ち着く。

　夜勤の人に声をかけて座った私の隣には、ゾゾさんが欠伸あくびをしながら座った。

　普通に挨拶を交わしたつもりなのに、眉尻を下げて心配そうな顔をされたけれど、私は疲れていないし元気モリモリである。

　ゾゾさんこそ欠伸をしているので、そちらこそ眠たいのではないかと言ったら、私はいつも夜更かしして雑誌を見ているから変わりないわ、と伸びをしてまた欠伸をしていた。

　王国の女性達が見ている女性誌。

　最新の流行をお届けしてくれているそれは、どんな知識や魔法も敵かなわない、ゾゾさん愛読の最強の本なのだという。

　けれど、そんな大げさな、と思う私に彼女は『意中の相手の落とし方』『淑しゅく女じょと呼ばれる女性達』『今日の恋占い』が今回大変面白かった記事だ、と熱心に話してくれた。

　しかしその三つからするに、ゾゾさんは誰かに恋でもしているのかもしれない、と私は勘づく。

　違うかもだけど。

　深夜から朝早くにかけては、ハーレに来る依頼者や破魔士は少ない。

　というか、ほぼいない。

　今日もこんな風に、ぺちゃくちゃと勤務中なのにもかかわらずおしゃべりが出来ているのは、朝早い時間だからだ。

　依頼人や破魔士達がいる前で、こんな堂々と職員同士で世間話に花を咲かせているところを所長に見られたら、拳げん骨こつが飛んでくる。

　この前はアルケスさんと話しながら爆笑していた男性職員に拳が飛んでいた。

　しかも二発。

　悶もだえ苦しんでいる職員の頭にたんこぶの山が二つ出来ているのを見て、私は絶対にああはならないぞ、と固く誓ったものである。

「そういえば話は変わるけど昨日……いいえ、今日に入った深夜ごろかしら。あのマライヤさんの依頼を早速受けてくれた破魔士がいたらしいわよ」

「え？」

　複製した依頼書を引き出しからゴソゴソと取り出し、彼女はそれを私に見せてくる。

　昨日の今日で、しかも深夜の内に引き受けてくれる人がいたとは、なんともありがたいこと。

　どれどれと紙の上に目を走らせて、依頼を受けてくれた人物の名前が書かれている欄を見てみた。

「お、おお？」

「どうしたの？」

　一方は男性、一方は恐らく女性の名前。

　どちらも私がよく知っている名前だった。

「この名前……」

「どうもー、依頼終了したので来ました」

　一人呟つぶやいた時、ハーレの入り口の扉が外から開かれて、破魔士が二人入ってきた。

　紙から目を離して、おはようございますと言いかけた私だったけれど、見覚えのある人物だったので一瞬言葉に詰まる。

「おう、ナナリーじゃん」

「あっナナリー久しぶり！　元気？」

　依頼書の紙に書いてあった男女の名前。

　ナル・ペルセウス・サタナース

　ベンジャミン・メダ・リリス・フェルティーナ

　中間名もばっちり合い、私の知っている人物。

　この二人は私の学友であり、卒業後も手紙のやり取りをする、貴重な友人達だった。

「依頼を受けてくれたのって、二人だったんだね」

　私に声かけた二人、サタナースとベンジャミンは、依頼を達成したので、と私がいる依頼人専用の受付ではないほうの受付に行って、処理をしてもらっていた。

　あの二人が受けていた依頼。

　その依頼が済んだということはつまり、マライヤさんの旦那さんが見つかった、ということである。

　しかもあの魔物が森に潜んでいる中、夜から朝のうちに。

　なんて仕事が早いのだろう、と小さく手を叩いて感嘆した。

「あの破魔士達、仕事が早いわねぇ。知り合い？」

「はい、友人です」

「でも見つかったみたいで良かったわ。私、ちょっと思ってたことがあるのよね」

「何です？」

「ご主人が、あの魔物になっちゃったんじゃないのかなって」

　不謹慎だけど、と頬を指で掻いてゾゾさんはバツの悪そうな顔をした。でも本当に良かった、と胸を撫で下ろす彼女を見て、私も同じことを思う。

　だって、本当に良かった。アルケスさんがあんなことを言っていたから（人間の舌みたいとか）、もしかしてと私も思っていたので、そうではないと知れれば一安心である。

　アリスト博士とも知り合いになれたので、何かあったら彼の屋敷に行ってみるのも良いかもしれない、とも思っていたくらいだった。

　結局それは必要なくなったけれど、頭の隅に入れておくくらいには今後も気を引き締めていきたい。

　私は貴族じゃないし、アリスト博士も私の正体は知らないので行っても意味があるのかは分からないけれども。

「じゃあナナリー、ここはよろしくね」

　するとゾゾさんが、ちょっと所長のところへ行ってくるわね、と私の肩に手を置いて席から立つ。

　了承の意で首を縦に振ると、彼女は足早に奥の部屋へと入っていった。

　一人受付に残された私は、またマライヤさんの依頼書を見る。

　得体の知れない魔物を相手にする破魔士は、やはり凄い。

　普通の人間ならともかく、魔法を勉強して攻撃をする術も守る術も持つ魔法使いでさえ、あまり対たい峙じしたくはない相手なのに。

　あいつらは魔力のある人間も食べるので、捕食対象に入れられている時点で結構色々ビビる。

　今回など魔物からしたら、自分達の所にわざわざ食材が二本の足で食べられに来たようなものだ。そんな好機はそうそうない。

「ナナリーの仕事姿、私初めて見るわ！」

　あちらの受付で用を済ませ、お金を受け取った二人が、私の居る席の前へ来た。

　ベンジャミンは波打つ赤い髪を揺らし、目をキラキラさせながら顔を寄せてくる。

　サタナースは髪の毛を切ったのか、銀髪は前よりも短くなっていた。

　二人とも服装は肌を露出させないようなもので、サタナースは青い長袖に長ズボン、ベンジャミンは長めの一枚布に足を通して、半袖に腕当てを付けた格好をしていた。

　破魔士達は依頼ごとに……当然だけれど、依頼に合った服装をしていることが多い。畑仕事類なら軽装、魔物関連なら動き易さも取り入れた重装備で仕事に臨んでいる。

　なので例に漏もれずこの二人も、そんな格好をしていた。

「その白い制服、なかなか可愛いじゃないのよ〜」

「そっちもなかなか、ううん、美人でカッコ可愛いじゃん」

「褒めてもお菓子しかあげないわよ」

「あ、くれるんだ」
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　腰にぶら下げている袋から、宣言通り小さなお菓子を取り出して私にくれる。今はとりあえず仕事中なので、ありがとうと言ったあと、自分が座っている椅子の下に布を敷いて置いておいた。

　あとでちゃんと食べさせていただこう。

　彼女は昔から宣言したことは必ずやり遂げる人間で、特に恋愛面に対しての実行力は凄まじいものがある。肝心な時に退ひいてしまう癖はあるけれども、そんな所も好ましい部分だった。

　今も変わりなくてホッとする。

「でも凄いね二人とも。一晩で直すぐにゴーダさんを見つけたんでしょう？」

「んー、まぁな。依頼書にあった魔物はいなかったから楽だったぜ」

「あの男の人だけど、結構直ぐに見つかったのよ。あの森のもっと奥に行くと湖があるんだけど、そこの近くで倒れていたの。なんだか顔も青白くて一瞬死んでいるのかと思っちゃった。でも怪我はなかったし、ちゃんと私たちの声に反応してくれたから良かったわ」

「それと依頼書の補足に書いてあった通り、一応発見した場所も地図に記しておいたから、あとで見てくれよな」

　聞くところによれば、ゴーダさんはほぼ無傷の状態で見つかったらしいのだが、顔色がすこぶる悪いようだったので、急いで治癒魔法をかけたのだという。傷もないのに治癒魔法が効くのかは判断できないところだったけれど、顔色も幾いくらかそれで落ち着いたので、大丈夫そうだと言っていた。

　見つけてからは直ぐにマライヤさんの家へ向かい、ゴーダさんを引き渡したそうだ。

　マライヤさんは安心して腰を抜かしたらしく、しばらくの間破魔士の二人は、彼女ら夫婦についていたらしい。

　何度も頭を下げられてお礼を言われた、とベンジャミンが苦笑しながら言っていた。

　そして陽が昇る頃には落ち着いたので、彼女から調印を貰もらい、ハーレまで来たのだという。

　行方不明になっていた張本人はまだ目を覚まさなかったので、どこでどうして何があってそんな状態になったのかは聞けず仕舞いだったらしいが、当のマライヤさんも明日ここに来ると言っていたそうなので、その際に聞ければ聞いておこう。

　ちなみにサタナースが言っていた依頼書の補足とは、万が一発見出来た時のことを考えて、その場へ記憶探知をしに調査へ出向くために付け加えていたものだった。

　場所が分かれば魔法を使い、本人に聞かずして経緯も明らかになるので必要な情報になる。

「どうせなら魔物退治もしたかったな」

「ナル君は血気盛んでちょっと困るのよねぇ。……そうだ、私達まだ朝ご飯食べてないわよ？」

「ここで食ってくか」

「じゃあ適当に好きそうなの持ってくるわね。席見つけて待ってて」

「ああ」

　食事を取りにベンジャミンが駆けていく。

　その姿を見て、私の前で一人きりとなったサタナースに目を向けた。

「一緒に仕事してどれくらい？　ここに来たの初めて見るけど」

　ここで働き始めて半年くらい経たつけれど、今まで一度も二人を見かけたことはなかった。

　自分の父は破魔士なのでたまに見かけることもあったけど、二人の姿を見るのはこれが初めてである。父は私を見かけるたびに、他の受付の席が空いているにもかかわらず、どんなに時間がかかろうとも私の受付の列に並ぶ。最初の頃は他の先輩やゾゾさんが他にも空いていますよと声をかけていたものの「俺は娘の仕事姿を近距離で見つめていたいんだ」などと親馬鹿を全開にするものだから、今では誰も声をかけることなく静かに見守られている。私は私でとてもこっぱずかしいので何度か他の所へ行ったらどうかと、提案というか追い払うというか、とにかくしてみたが今も全く変わらず私の受付へと足を運んでいる。

「そうか？　確かに俺らもナナリー見ないなって思ってたけど。昨日はお互い昼に用事があったから、夜に仕事行こうぜってなったんだ」

「なるほど、たまたま会わなかったのかもね。私はまだあっちの受付には座れてないし……。未熟者は私くらいかぁ」

　皆それぞれ頑張って仕事をしている。ニケは女騎士としてゼノン王子や騎士団長がいる隊で働いているし、王子は第三王子として、副団長になるために忙しい毎日を送っている。

　マリスはマリスで、侯爵家を継ぐために勉強や社交を頑張っているようだし、ロックマンは第一小隊の隊長にも任命され人の上に立っている。

　ベンジャミンとサタナースは、破魔士として着々と経験を積み、今回のように仕事もパパッと終わらせて人の役に立っている。

　それにひきかえ私は魔法を失敗させたり、ハーレとは別の場所で神経をすり減らしてお城に潜入したりと現状は散々で、落胆しかない。

「でもお前のことはよく聞くぜ？」

「聞くって何を？」

「悩みや相談事も親身に聞いてくれて、貼りだした依頼は一日と経たずに破魔士が請けてくれる。だから依頼書を作るときは、水色髪の美女が良いってな。水色髪ってナナリーしかいないだろ」

「え……？　いや、それはナイナイないって。だって私まだ半年しか働いてないし先輩に付いてもらいながら仕事させてもらってるし。……というかまず美女でもないし。誰かと間違えているんじゃないの」

　そんなことを今まで言われたことも噂を耳にしたこともない。半年しか仕事をしていないのに、そんな馬鹿げた話が回っていて堪たまるか。恥ずかしい。

　もしそんな噂を聞いた人が、私を実際に見てガッカリしたらどうしてくれるんだ。思ったより親身じゃないとか、思ったより破魔士が依頼書に食いつかないとか、全然美人じゃないとか色々。

　ある意味風評被害である。

「細かいことは気にするなって。自覚は無いかもしれんが、それだけ頑張ってるってことじゃねーの」

　細かいことも何も、受付嬢生命がかかっているのだから気にしないというのは無理な話だ。サタナースくらい楽観的に考えられたら良いのだが。

　サタナースはいつも飄ひょう々ひょうとしているから、焦った姿とかあまり見たことがない。

　宿題が分からずに、私に何度も答えを見せてくれ見せてくれ、とせがんできていた話はまた別物だけれども。

「そうだサタナース。どう？　最近は」

「何がだよ」

「二人で仕事してるんでしょう？」

　暗に言えば、ベンジャミンとの仲はどうなのかということである。

　彼もそれを察したのか、ウ……、と目を泳がせて手を後ろに回した。動揺しているのが目に見えて分かる。

　おおっと？　これは今までに見られなかった反応だ。

　もしかしてあのサタナースが、ついにベンジャミンを……。

　以前は散々ボンキュッボンが良いとか年上が良いとか色々言っていたけれど、これは……。

　期待たっぷりの目をした私を見て、彼の口元がヒクついたのが分かった。

「あのな、いいかナナリー」

「なに」

「男が女を愛するってのは、この世でいーーーーーーっちばん危険な賭けなんだぞ」

　真剣な顔をして何を言い出すのかと思えば。

　私はサタナースの目頭に、えい、と二本指を突き出す。

「イテェ！」

「賭けってねぇ。遊びじゃないんだから」

「っ何言ってんだ。俺の父ちゃんが母ちゃんに殴られながら言ってたんだから間違いねぇよ」

　お前が何言ってんだ。

「じゃあ何よ。ベンジャミンに好きとか付き合おうとか言われても、まだそんな気にはなれないってこと？」

「それはまぁどうだろうな」

「言っておくけど、ベンジャミンがサタナースのことで泣いて泣いて私に泣きついてきた時には、ロックマンにやってた以上に身も心も氷で凍らせに行くからね」

「……女の友情が一番の敵だな」

「なんか言った？」

「なんでもないです」

　あらぬ方向を見るサタナースに目を据すわらせたが、ベンジャミンがおーい取ってきたよー、と朝食を持ってきたので話は中断した。

　助かったとばかりにホッとする彼を見て、この二人が良い仲になりサタナースが折れるのも、そう遠くはないと感じる。

「何話してたの？」

「ベンジャミンとの仕事は捗はかどってる？　みたいな」

「失礼ねぇ。私がナル君の足を引っ張るわけないでしょ」

　なんにせよ彼が彼女を仕事に誘ったという時点で、この恋にはたぶん決着がついている。それを長引かせるのも直ぐに素直になるのも本人次第であり、私はそんなもどかしい彼らを見ながら、微笑ほほえましく見守っていこうと決めた。

　サタナースにはあんなことを言ったけれど、ベンジャミンは泣いたら泣いたで、元凶には自分で鉄てっ槌ついを下すという性格をしているので、私の出る幕なんかは多分無いだろう。

　ロックマンの色恋沙汰には興味はないが、この二人については別である。

　二人は朝食を食べたあと、今日はもう家に帰って寝たいということで直ぐに帰って行った。このままいたらナナリーとずっと話しちゃいそうだから、なんて言葉を添えて。

　それはそれで困りものだけれど、嬉しいのには変わりない。




　　　＊　＊　＊　＊




「何を調べているの？」

「まぁあの、ちょっと」

「労働法に貴族法？」

　仕事も一段落し、お昼を含めた休憩中。

　ハーレの資料室で調べものをしている私の所に、たまたまそこへ本を戻しに来たらしきハリス姉さんとアルケスさんがやって来た。

　二人の手には三冊ほどの薄い本が握られており、それぞれ外の仕事で使っている鞄を肩から下げている。

　二人とも朝から見かけなかったので、外へ事前調査にでも行っていたのだろうか。

「分厚いわね〜」

　机の上に置いてある本を見て、ハリス姉さんがそれを手に取る。

　薄茶色の柔らかな横髪を耳にかけながら、難しそうな本……と目を細めて眺めていた。

『じゃあ耳をかして』

『ドーラン王国魔術労働法第三条と第十七条、貴族法第三十条に続く第三十一条』

　舞踏会でやっと本心を聞けると思ったのにもかかわらず、更なる疑問を呼んだあの意味不明な言葉。

　心底その意味が知りたいワケではないけれど、馬鹿にされたままなのも嫌だったので、私はハーレの資料室で法律の棚をひっくり返し、調べにあたっていた。

　労働法や貴族法の何条が何かなんてものは知っているけれど、ロックマンが言っていたその法律に何の意味があるのかが分からない。

　何かをもじっているのか、その法律に関する出来事がロックマンの答えにつながっているのか……。

『まだまだ勉強不足だ』

　バキィッ、と手にしている筆が真っ二つに折れる。

「な、ナナリー？　あなた手が真っ黒に」

「気にしないでください」

「ヘル、お前顔が」

「気にしないでください」

　アンにゃろう。

　勉強不足の点に関しては、万が一にも億が一にも奴より劣っていたとしても、それを真正面から堂々と言うとはなんと心配りのない男か。

　昨日の令嬢達を思い出すと彼女等が心配になる。

　君達、本当にあんな男で良いのか。

「知り合いの男性が結婚するはずだったんですけど、その結婚相手の女性には他に好きな男性がいたみたいで。知り合いはあっさりと身を引いたんですけど、彼女のことが好きだったのかどうかを聞いたら、この四つの条文だけ言われて……。何なのかなって」

　真っ黒になってしまった手を茶色い手拭きで拭きながら、顔を覗いてくる二人に向けて愚ぐ痴ちった。

「好きだから結婚しようとしたんじゃないの？」

「うーん。そこが謎といいましょうか」

　言っていて、私もワケが分からなくなってくる。

「これは全部キュローリ宰さい相しょうが作ったやつじゃないか？」

　するとアルケスさんは持っていた本を置いて、私が条文を書き留めていた紙を手に取った。

　顎あごを片手で撫でながら紙面を眺めている。

　下を向くと前髪が鬱うっ陶とうしいのか、時折かき上げていた。

「キュローリ宰相ですか？」

「何そのキュローリ宰相って」

　キュローリ？　野菜？

　首を傾かしげる私とハリス姉さんに、彼は一番上の棚にある一冊の本を取り出して、それを私達に見せた。

　背表紙と表紙には【王国臣下一覧】と書いてある。

　王国臣下一覧……？

　聞けばそのキュローリ宰相とやらは、約二百年前の人物なのだという。

「法律の勉強をしていた頃があってさ。その時に法律が出来た背景や人物のことまで調べていたことがあるんだ」

「なんでそんなの勉強してたの？」

「え〜？　そりゃあ、王国裁判院に入りたかったんだよ」

　結局は勉強に飽きて騎士団に入ったんだけどさ、と苦笑した。

「キュローリ宰相は結構な遊び人だったみたいで、その法律を作った理由もおもしろいんだ。それ、全部女性がらみだろ？」


　・労働の賃金に関して、男女の差別はあってはならない。二つは同等の価値である。

　・魔女の奴隷商は禁ずる。

　・女性を主体とする風俗商は、王国に必ず申告をすること。無断は第十六条において罰する。

　・貴族男性が妾めかけ、愛人等を、労働階級の女性に強しいてはならない。合意の上であろうとも、固く禁ずる。



　……確かに女性に関することではある。それは読んでいても分かるけれど、それが何の意味を持つのかが分からないのだ。

　もしかしてアルケスさんの言うその理由が答えだったりするのだろうか。

「理由って何だったんですか？」

「その時の宰相の意中の女性が貴族じゃなく、庶民だったらしい。だからその彼女のために少しでも生活が良くなるようにと作ったんだってさ」

「へぇ」

「亡くなる時にこんな言葉をね。『なかなかこの手に入らないものだ。今こん生じょう……女には困らなかったが、生涯でただ一人と決めた女性だけは』って、呟いていたみたいだけど」

　それは既婚であったにもかかわらず、の言葉だったようだ。

「嫌ぁな男ねその宰相。絶対結婚したくないわ」

「でもかなりの美男子だったってよ」

「なら悩むわね」

　ハリス姉さんは面食いらしい。

　しかし聞かされた妻は堪ったもんじゃないだろうに、宰相は生涯に渡り、その庶民の女性が忘れられなかったようである。

　手に入れられない物ほど記憶に色濃く残るとは言うけれど、彼もそのくちだったのかもしれない。なんていうのは、まだ人生をその宰相の半分以下しか生きていない私が、言うべき言葉ではないのかもしれない。

「あ！　もしかして、そのナナリーの友人が言いたかったのはそれなんじゃない？」

「？」

「他に好きな人がいます……ってことよ！」

　ハリス姉さんは、そうよ、絶対それじゃない？　とアルケスさんの黒い髪をぐいぐいと引っ張って、飛び跳ねる。ブチブチ音がした。

　髪の毛が抜ける事態に、彼は彼女が顔にかけている眼鏡を鷲わし掴づかみにして割ろうとしていた。

　四十歳と三十歳の闘いは地味だった。

「でも他に好きな男がいると言った彼女のことを、生涯でただ一人と決めた女性、だと指しているのかもしれないですよ。もしかしてアイツ、本当に失恋したんじゃ」

　それから私は、それ以外の理由かもしれないとも思いその宰相のことを色々調べたが、結局本当に彼は相当な遊び人だった、ということぐらいしか分からなかった。

　あと女性に何回か刺されそうになったとかそれぐらい。まぁ当然っちゃ当然だけれども。

『他に好きな人がいます……ってことよ！』

　とりあえず、失恋の線をアイツは否定してほしそうだったので、今回はそういうことにしておこう。

　答えなんてどうせ教えてはくれないのだから、これが答えということで。

　しかしもしそうだとしたら、随分とまぁ遠回しなことである。
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　お昼休憩が終わったので、受付の席に着く。調べ物のせいで食べる時間はあまり作れなかったけれど、一応ご飯にはありつけ、納得がいくまで調べられたので（解決はしていないが）良しとした。あんなものは休憩中に調べるくらいでいい。

　何よりそんなもので、私の胃が貧しくなるのはいただけない。働いているのに飢え死にしてたまるか。

「戻りました」

「お帰り。じゃあ私はこれ貼ったあと休憩に行ってくるわね」

　休憩の間、受付に座ってくれていた女の先輩に声をかけて椅子を空けてもらう。休憩は交代制なので、先に行かせてもらっていた私は先輩に頭を下げた。そういえばゾゾさんが所長のところに行ってから帰ってきていないが、話が長引いているのだろうか。

　朝に席を立ってから、今の時間帯まで見ていない。

「その紙何ですか？」

　それよりも、と私は先輩が貼ると言った物が気になって、それを指差す。

「コレ？　さっき隣の隣の隣の国から届いたの」

　先輩の手には『氷の魔女限定・急募！』と書かれた紙がある。魔女を募集って、何か大掛かりな仕事、しかも氷型の魔女でなくてはならない内容なのか。どんな仕事なのだろう。

　不思議そうにそれを見ている私に、オルキニス王国の女王様が侍女を集めてるんですって、と先輩が話してくれる。

　ふぅん。

　侍女ね。

　オルキニス王国はさきほども先輩が言った通り、ドーラン王国の隣の隣の隣の国で、シーラ王国よりも少し遠くにある。

　他の国にも特別に募集をかけているらしく、報酬はとてもいいらしい。

　私もそれを見せてもらったが、確かにお値段……お給金はここの倍以上である。世の中にはこんなにお金が有り余る場所があるというのに、なぜ己のところには集まらないのだと人知れず落胆した。

　けれど、普通侍女というものは貴族のお嬢様が奉公や花嫁修業でつくような仕事ではなかったか。

　紙には貴族でなくとも構わないという旨むねも書いてあり、なんだかざっくりとした内容だった。こういうのは庶民の私が言えたことではないけれど、もう少し警戒したらどうかと思う。

「でも氷の魔女限定って、何か意味があるんですかね」

「ナナリー氷でしょ？　いいんじゃない？」

「あらじゃあヘルさん、行って来たらどう？」

　いつの間にか、ハーレに仕事を探しに来ていた破魔士のお姉様も仲間に加わって話していた。名前はここ最近、破魔士の人達に覚えてもらえているらしく、お姉様のように姓で呼んでくれる人もいる。だからと言って何が変わるわけでもないが、なんだか認めてもらえているようで嬉しかった。気分は上々。

　しかしこんな世間話をペラペラとしている姿を見られたら説教ものだ。鉄拳と電撃がくる。

　なんてビクビクして所長室へと続く扉を見たけれど、開くような気配もないのでひとまず安心した。

「ちょっとハリスここ見てみて」

「なに？　……あら、この子純情そうだからぴったりじゃないの〜」

「いやぁ、そうとは限らないわよ？」

　そうしているうちに、昼から戻って後ろで事務仕事をしていたハリス姉さんがそこに加わっていた。

「何がですか？」

「ん？　ちょっとね」

　改めて私もチラシを見ようとしたら、サッと文字の部分が見えないように隠された。私に紙を見せないようにコソコソと皆でそれを見ている。

　そんな隠すようにしなくたって掲示板に貼るのだから同じじゃないかと思っていると、それを一緒に見ていた破魔士の女性がカウンター越しに私を見てニンマリと笑った。

　なんだその笑顔は。

「ヘルさん、〝ただし乙女に限る〟ですってよ」

　そう言った女性にあらやだ言っちゃ駄目じゃないとハリス姉さんが頬を膨ふくらませた。

　けれど言われた私は頭の上にハテナを浮かべる。

　それのどこが駄目なのかと。

「嫌ですよ。……乙女でもありませんし」

「そうなの？」

　意外だわ〜、とハーレのお姉様方や、受付に来ていた他の破魔士の女の人達に謎のからかいを受ける。さきほど私に紙に書いてある内容を暴露した女の人は「可愛い反応ねぇ」と言いながら、仕事が決まったのかこちらに手を振りながらハーレの扉から出て行った。

　何が乙女に限る、だ。

　私はもう学校も卒業した良い大人だ。

　そんな宣伝に釣られて集まる魔女なんか、相当生活に困っているか、神経が図太い人くらいである。

　私は行かない。行くものか。

「オルキニスの──」

「先輩、早くお昼食べに行かなきゃ時間なくなりますよ」

「もうナナリーったら」

　まだ話を続けようとする先輩の背中を押して、とっととお昼休憩に行ってもらう。

　お喋りは好きだが、こういう話は仕事外でキャッキャと楽しみたい。また後で話しましょうと笑って手を振ると、先輩は嬉しそうに笑った。

「遅くなっちゃったわ。任せちゃってご免なさいね」

「ゾゾさん！」

　すると先輩とすれ違いで所長室から出てきたらしきゾゾさんが、そう言って私の隣に座った。

　話が長引いてね、とどうやらずいぶん所長と話し込んでいたようで、こめかみ部分を指でグリグリと押している。

「用事は済んだんですか？」

「それが……」

「すみません、依頼をしたいのですけど」

　同い年位の女性？　女の子？　が受付に声をかけてきた。

　いかんいかん、仕事に集中しなければ。

　ゾゾさんへ向けていた体を前に戻して、用紙を出す。

「失礼しました。どのようなご依頼でしょうか」

　髪を二つ縛りにした小柄な女性。

「はい。今日は……」

　それにしても、私ぐらいの年齢は女の子と言ったほうが良いのか女性と言ったほうが良いのか地味に気になる。さっきの〝乙女〟もそうだが……。

　十八歳は一応成人の歳だからそれを考えると女性なんだろうが、感覚的にはまだ大人に入る手前ぐらいなので微妙なところだ。

　しかも成人は十八なのに成人の儀式は十九でやる決まりなので、そこが原因とも思える。それも女だけ。男は十八で成人の儀式をやるのに、女のほうだけは一年遅れてやるのだ。

　理由は色々とあるらしいが、今のところその決まりが変わりそうな気配もない。

　なんてことは横に置いておいて。

「あの、最近プレリアが近所で繁殖してるみたいで、家の庭にある作物が荒らされてしまって。どうにかしていただけたらと」

　女性は茶色い袋から丸く焦げた跡がついた野菜を取り出す。焦げ具合を見る限り、野菜はもう食べられる代物ではない。これはプクチという緑色の野菜で、庶民の間ではよく食べられている物だった。

　私ももちろん毎日お世話になっている。

「プレリアは火型の魔法動物ですので、繁殖場所を突き止めることも含めて、火型の破魔士に依頼が回るようにしましょうか。プレリアは火型の人間にはよく懐くんですよ」

「そうなんですか？　そういえば聞いたことがあるような……」

「通常プレリアは火山近くに生息しているのですが、もしかしたら飼われていたものが捨てられて増えてしまったのかもしれませんね」

　プレリアは火山の近くや、比較的暑い場所に生息している魔法動物だ。愛玩動物として愛めでる人もいるようだけれど、困ったことにこうして捨てられて人間の住すみ処かで食べ物をあさることでしか生き延びられない運命を背負わされる可哀想な動物達がいる。

　プレリアは赤ちゃんの頃はとても愛らしいちょっぴり小太りの子ネズミのような姿をしているが、大きくなってくると鋭い牙が口からはみ出て、大きさも大人の背丈の半分くらいになる。

　涙は溶岩になるし、怒ると火の玉を吐くので家の中で飼うにはあまりお勧め出来ない。

　だから途中でその外見に萎なえてしまう人や、飼育が面倒になった人はポイッとプレリアを捨ててしまうのだ。

　人間よ、お前らは何様なのだと文句を言ってやりたいが、それでも飽きずに火山近くへ小さなプレリアを捕獲しに行ったりする人が後を絶たないのでどうしようもない。

　依頼人もそういう経緯は分かっているようなので、なるべく傷つけずに火山へ帰してあげたいんです、と言ってくれた。

　報酬金額はこれくらい、と提示をしてもらい、紙に記入していく。

「ではこの依頼は早めに回しますね。まだ日も高いので、今日中か明日くらいには誰か捕まればと思います」

「良かった！　ありがとうございます」

「気をつけてお帰りください」

　お辞儀をして受付から離れた依頼人を、頭を下げて見送る。

　私は用紙を複製し宙へ浮かせると、さっそく破魔士専用の受付にそれを飛ばした。飛んできた用紙をあちらの人が手に取ると、私のほうを見て親指をグッと立てる。私もそれに親指を立て返して笑顔を送る。

　依頼人が去ったあとは誰もこちらへ来る気配がないので、話の途中だったゾゾさんに視線を戻した。

「ゾゾさん、それで……どうしたんです？」

「来るわ……」

「所長!?」

　ヌッと後ろから現れた所長が、私とゾゾさんの肩に手を置いた。ビックリして後ろを向いたが、所長は物凄く暗い影を背負い、気分の悪そうな顔をしている。

　おかしい。いつもの所長の元気が見当たらない。

　そんないつも馬鹿みたいに元気！　とかではないけれど、ニコニコして粗相をした職員に拳をブチかますような、いつもの余裕がない。

　いや別に荒くれ者などという意味ではない。

　今にも深いため息を吐つきそうな顔つきなので、心配になった。

　というか、来るって……何が？

「な、なにがです？」

「あの髭ひげ面づらが来るのよ！」

　髭面。

　所長が私達の肩をめいっぱい力強く握ってくる。

「イタタタタタッ！　イタッ、痛いいい！　もっもしかして騎士団長ですか？」

「そうなの！」

　そして先ほど以上に肩を抉えぐられそうになった。

　いやほんと勘弁してくださいマジでほんとお願いしますとゾゾさんと苦しみながら所長に頼めば、我に返ったのかハッと手を離してくれる。あらごめんなさい、なんて言って下唇を突き出した。

　良かった。あともう少しで私達の肩が千切れるところだった。

　所長が思い切り嫌な顔をして言った髭面というのが、誰を指しているのかは一発で分かる。

　この前も嫌なことがあったのか、私に『あの髭面に会ったら塩でもお化け虫でもなく、氷で髭を凍らせてしまいなさい』と、もう色々と迷走した指令を出してきたものだ。

「ゴーダさんが見つかった所へ記憶探知をしにね、私とナナリーとアルケスで行けないかって相談をしに行ったの」

　掴まれていた肩を手で揉もみほぐしながら、ゾゾさんは所長を見る。

「前にゾゾから聞いたでしょうけど、騎士団と王国とで魔物の情報は共有しなければいけないでしょ？　もう面倒だから騎士団長に鏡で伝えたの。魔物はとりあえずいなかったようだから、うちの子達が記憶探知だけしに森へ行ってきますって」

　ブルブルと所長の身体からだが震えている。

　寒さや恐怖からの震えではないことは一目瞭然だった。

「……そうしたら『騎士団の立場が無い！』とか言っちゃって。ハッ！　何が騎士団の立場よ。手柄を横取りしたいだけなのよあのデカブツは！」

　拳を握って捻ひねり上げる仕草をする。

　騎士団長のことをこうも激しく嫌う姿を見ていると、段々その理由が知りたくなってくる。周りには破魔士達がいるというのに、意識はしていないのだろう。普段の所長なら仕事場で騒ぐようなことはしないし、そんなことは自分にも他人にも許さないはずだ。

　所長をこんなにも変えてしまうなんて、一体どんな人物なんだ。姿を見たことはあるけれど、気になる。凄く気になる。

　興味のあることは一度気になりだすと収まらない性分なので、ウズウズして仕方がない。

　所長曰いわく、結局今回は騎士団が行くということで話がまとまったのだが、その場所を記した地図をこちらへ直接取りに行くと言われたらしく、それで今所長は怒っているらしい。

「いちいち来なくても鏡越しに地図を映せば済む話なのに、何でわざわざ来るのかしら!?」

　遠くにいる相手との交信手段として、モルグの鏡というものがある。古いにしえの時代に作られた特別な鏡で、その鏡同士であれば世界中どこにいようとも持ち手と話せるという。数は少なくたいへん高価なもので、私には一生かかっても手を出せない代物だ。王国に現存しているのは五つで、王様の城であるシュゼルク城に一つ、騎士団に一つ、ハーレ魔導所に一つ、三大貴族と呼ばれる家柄のブナチール家とモズファルト家が一つずつ所有している。

　ちなみに三大貴族のうちの残りの一つ、アーノルド家は所有していない。

　他の国にもいくつかあるらしいが、その一つがここにあることに些いささか疑問を感じる。いつからこの魔導所にあるのか知らないが、王国創立時から存在している王国の要所と言えば要所なので、それを考えれば分からなくもないのだが。

「それに第一小隊と第八小隊を引き連れて来るそうよ」

「第一？」

「ナナリー？」

　第一……だと？

　第一と聞いて固まった私に、どうしたの？　とゾゾさんが顔の前で手を振る。

　所長も不思議に思ったのか、彼女と同じように手を振った。

『第一小隊の隊長に』

　ニケは確かそう言っていたはずで、私も覚えている。

　そんな、冗談ではない。私生活でさえ散々な目にあったというのに、仕事でまであの野郎と顔を合わせるなど、そんな面倒なことがあってたまるか。
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　外が急に騒がしくなった。

　扉が閉まっているからよく聞こえるわけではないけれど、騒音がしたらある程度は耳に届く。

　ハーレの窓からチラリと見えたのは天馬の羽。

　それも一体のものではなく複数。

　天馬が人がいるところに、しかも一頭どころではない数でいるとすれば、その理由は明白。

　騎士団の天馬だ。

「テオドラはいるか」

　重そうな、けれどそれほど力のいらない扉が開かれる。

　入ってきたのは騎士服に身を包んだ、背が……というより体格の大きい男の人。

　その人の頬には、幾たびも戦場を駆け抜けてきたような、魔法でも治りきらなかったのであろう一筋の傷跡がある。勇ましい顔つき。

　きっと騎士服を着ていなかったら、山賊と間違われるような容姿だけれど、間違われたとしても、そんじょそこらの山賊なんかではなく、首領級の人間だと思われそうな程謎の威厳があった。

　つまりは何が言いたいのかというと。

「所長、騎士団長が来ましたよ」

　受付に座ってじっと騎士団長を見ていた私は、後ろで不ふ貞て腐くされてアルケスさんに愚痴をグチグチと聞かせている所長へ声をかけた。まぁ声をかけなくても彼の声を聞けば彼女の場合嫌でも分かるとは思うのだが、騎士団長が来たのに出ようとしないので、ゾゾさんと目配せして仕方なく所長をあちらへ行かせようとする。

「テオドラ、俺が来たのだから顔でも見せたらどうだ」

「……おーれーがーき〜た〜か〜ら〜？　ですって？」

　騎士団長の言葉が癪しゃくに障さわったのか、後ろにいた所長が唸りに近い声を放って席を立つ。

　よし。立った。

「団長、私達をおいて先に行かないでください！」

　バンッとハーレの扉が勢いよく開かれる。

　鈴を転がすような、かわいい声。

　そうして、団長の次に入ってきたのはニケだった。

　長いブロンドの髪を二つ縛りではなく後ろに一つ縛りにして、黒い騎士服に身を包んでいる。

「速すぎて後方にいた第一小隊がまだ着いていませんよ」

　ゼノン王子も後ろからやって来た。

「ニケも勢いよく扉を開け過ぎだ。ここは宿舎じゃないんだからな」

「う、すみません」

　王子は黒髪に黒い服なので、真っ黒。半年前の姿に比べると、それほど見た目は変わっていない。身長もロックマンと比べると王子のほうが低いが、私よりは断然高い。成人男性の平均は余裕で超えている。騎士団は長身の男性が多いとは思うが、アイツはその中でも抜きんでて身長が高いという印象だ。対する私は平均よりやや高いものの、そこまで高いと言われる部類でもないので、まぁ普通である。そこもある意味あいつと比べて悔しく感じる部分でもあった。より小さい、より低い。何にせよ、私の負けず嫌いはどこまでも続く。

「それにしても第一の天馬がまだ見えないな」

「第一小隊も第一小隊で、基本焦らず慌あわてず正確にっていう隊風がありますしね」

　第一小隊と第八小隊と言っていたので、ニケや王子は第八小隊なのだろうか。ロックマンが第一で、二人と違う隊に入っているというのなら、そういうことになる。

　ニケと王子それぞれと目が合ったので、笑みを浮かべて軽く会釈した。ニケの嬉しそうな可愛い笑顔に、ついつい私も嬉しくなる。

　二人のあとからは次々と騎士団の人達が入ってきたので、ハーレの中は騒がしいというか人口密度が増して、破魔士達が騎士を見てざわざわとしていた。一方で騎士達は無駄話をするわけでもなく、騎士団長の後ろについて大人しくしている。

「ほら、地図を取りに来てやったぞ」

「来てやった!?」

　カウンターから出て団長の前に出た所長は、人差し指を突きだして怒りを露あらわにした。

「来てやったですって？　この髭！」

　と少々乱暴な言葉遣いだが、手にはしっかりと地図の描かれた紙を持っている。

「まったく、こんな多人数で来なくたって用事なんてこれだけなんだから、さっさと行ってらっしゃいよ！」

　文句を言いながら憎々しげにそれを騎士団長に渡すと、所長はすぐに後ろを向いてカウンターのほうへ戻ってきた。

「そうカリカリするなテオドラ。そうだ、お前にも改めて紹介しておこうと思っていたんだが」

　騎士団長がそう言うとハーレの扉が開き、真っ黒なローブに身を包んだ背の高い男が、所長の前にやって来る。ローブには王国の花の刺し繍しゅうが施されていた。

　頭にはフードを被っていて、顔がよく見えない。

　いかにも魔法使い、という風貌をしていて、昔の御お伽とぎ話に出てきた偉大な魔法使い達の絵にそっくりな格好だった。金の長い杖のような物も持ち歩いていて、私の女神の棍棒デア・ラブドスと似たり寄ったりにも見える。私の物は金ではなく銀だけれど。

　男の人が入ってきたあとからは、また次々と同じような格好をした人達が入ってきた。背の低い人は女性なのか、フードから長い髪が垂れているのが見える。

　男の人はまた一歩踏み出すと、フードに手をかけて所長に向き合う。

「噂に違たがわず、お綺麗な方ですね。初めまして、私は第一小隊隊長のアルウェス・ハーデス・ロックマンです」

　え、誰だって？

　と思うのも一瞬で。

　外されたフードの下から出てきた、少し癖のついた金色の髪。けれど頭を振ればすぐに癖は直り、ふわりと肩へ流れる。笑みを浮かべる唇の上には筋の通った形良い鼻と、赤い炎をたたえた切れ長の瞳があった。

　またこの展開か。と思わずにはいられない。

　男は、アルウェス・ロックマン、その人だった。

「あらまぁ！　グロウブとは真逆の良い男じゃない！」

　照れるわ〜、と、所長が良い笑顔でロックマンの手を握り返している。

　コイツ、ついに人の上司をたらし込みやがったな。

　頬をポッと赤くさせているロクティス所長に、それは思い違いだ、と言ってあげたいが本人が心底嬉しそうなのでひとまず見守ってあげる。

　私は訝いぶかし気な視線であの男を見る。

　しかしなんだあの格好は。

　騎士のくせに全く騎士らしくない。けれど彼の後ろにいる人達も、ロックマンと同じような格好をしている。と思えば、騎士団長のあとに続いて入ってきた人達は皆普通の騎士服だ。

「第一小隊はより多くの魔法を扱える人間の集まりだ。戦いの場では後方にいてもらい、いざとなれば相手に止とどめを刺す役割も担ってる。あとモルグの鏡は、今度からゼノン以外ではアルウェスが使えるようにしたからな。何かあったら、俺以外ではその二人が対応する。よろしくな」

　後ろにいるのに止めを刺すとは、変な感じである。

　要は最終兵器みたいなものなのだろうか。

　ふーん、なんて心の中で呟きながらあいつを見ていると、当の奴と目が合う。

「……」

「……」

　にらみ合いを数秒（あっちは私を普通に見ていただけだが）したのち、私は視線を外して手元にある真っ白な依頼書を見る。

　私情を仕事に持ち込む真似など出来ないし、というか嫌だし、あっちだって仕事なのだから喧けん嘩かをしている場合ではないだろう。

　ああでも、よく考えたらこれはあの白いドレスを返すまたとない機会かもしれない。これを逃したら私から直接あの屋敷に行かなくてはならないし、そもそも庶民から貴族に物を送るには色々と手続きが必要なので面倒なことになる。マリスに手紙を送るのでも手間がかかるというのに、ドレスなんていう荷物を送るのだとしたらもっと手間がかかる。

　なんだ、そう考えると、嫌ぁな気分が晴れて清々しくなってきたではないか。

「それに俺達は今日ここに地図を取りに来ただけじゃない」

「何よ」

「昼飯、食ってないんだよ」

「はぁ？」

　所長が団長に向かって素すっ頓とん狂きょうな声を上げる。

「だから？」

「ここで食べさせてもらう。なに、金は持ってきているからタダ飯じゃないぞ」

「タダ飯なんて言ったらひっぱたいて追い出す所よ」

　ふん、と所長は鼻を鳴らした。
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「アルウェス隊長」

　ローブを着ている人達の中に、とても綺麗な女性がいた。

　ニケとはまた系統の違う美人で、ニケが柔らかな雰囲気の美人なら、彼女は色で言うなら赤や橙だいだいというよりもキリッした雰囲気で、青や緑が似合う人である。今はロックマンの隣で一緒に食事をしている。

　一方で私やハーレの人達は騎士団が来たからどうすると言うわけでもなく、己の仕事を淡々とこなしていた。

　受付に座り、食事をしている破魔士や騎士達を時折眺めながら依頼人を待つ。

「隊長、これをどうぞ。まだ手を付けていませんから」

「ああ、ありがとう。君はいいの？」

「私は大丈夫です」

「無理しないで良いのに。ほら、半分食べなさい」

「あ、ありがとうございます」

　うん、いい子だね、と先ほどの綺麗な女性の頭を撫でるロックマン。さわり心地の良さそうな茶色い髪に、根元から流れに沿って触れていた。

　あんな所でまで女をタラシているとは、なんて奴だ。

　きっとこの世が自分以外全て女になったとしたら、戸惑いもせず一夫多妻とかやっていそうである。

　もっとも、この世にいる男があいつだけだったとしても、私は絶対にそこへ加わったりしない。

「この貼り紙、ここにもあるのか」

　掲示板に貼ってある紙を見て、近くで所長と仕事について何か話をしていた騎士団長が呟いた。

　視線を辿たどると、彼はあのオルキニス王国から回ってきた『氷の魔女募集！』のチラシを見ている。

「コレ？　ああ、オルキニスのね。一応外官を通っているらしいから中に貼ってはいるけど」

　外官は、外国からの輸入物などを安全かどうか法律に引っ掛かっていないかどうかを調べる王国の機関で、正式名称は外がい調ちょう鑑かん識しき官かんと言う。

「氷の乙女なんてそうそういないだろうにな」

「ウチにはナナリーがいるけど、お給金に釣られてやめるなんて言われたらどうしましょ」

　ね？　と私のほうを見ながら言われる。

「行きませんよ。乙女でもありませんし」

「え!?」

「えっ？　え？」

　するとそう言った私のほうを、食事をしていたニケが凝視してきた。手から食器をカランと落として変な声を上げる。

　所長も目をパチクリとさせて私を見ていた。

　なに、なんなの。

「あなた、乙女じゃないの？」

「いえあの、この歳で乙女とか、ないですよね」

「まあ、そう言われたらそうなのかもしれないけど……」

　私もその歳には……と所長は何かブツブツ言いながら顎を撫でている。

「っ、あっっつ！　なんか紙が燃えちゃったんですけど！」

　所長を訝しげな目で見ていると、手にしていた真っ白な依頼書に火がついて、あっという間に灰となった。

　膝と床に落ちた燃えカスを眺めたあと、ゾゾさんを見る。

「ペストクライブじゃない？　大丈夫よ。直ぐに消えるし、紙もまだ何枚もあるから」

「それはそうですけど……」

　感情が荒々しくなった時、癇かん癪しゃくを起こした時などに、魔法を使わなくても身近で何かが起こる現象をペストクライブ（おかしな遊び）と言う。

　体内の魔力が外に出て悪さをしてしまうのだ。

　一瞬のことだけれど、癇癪を起こしやすい子どもがいる家は堪ったものではないと思う。私はそんなに、というか、爆発しそうなほどの感情の機微なんて今までになかったのでよく分からない。

　ロックマンにイライラすることや、本当に殴ってやりたいとか（殴ってたけど）そういう気持ちになったりはするけれど、そんな現象が起こらないということは、ペストクライブに至る程の感情ではないということになる。

　だからそれ以上の激しい感情を持つとなると、今さっきあれを起こした人は、一体どんな状況……。

「ね、君」

　消し炭を魔法で掃はいていると、離れたところで自分の小隊の人と話し込んでいたはずのロックマンが此こち方らにやってくる。

　誰に話しかけたのか、と考えるまでもなく、奴は私の前に立った。

　黒いローブを着ているうえに背が高いので威圧感を覚える。

　なんだ、何か用なのか、と口をへの字にして顔を見た。が、それが変にドスのきいた顔だったので一瞬固まった。

「ひっ」

　黄金色の前髪から覗のぞく赤い瞳が細められて……というか据すわっている。恐ろしい程綺麗に整った顔立ちに凄まれると、綺麗だという感情を通り越してもはや恐怖を感じた。けれどロックマン如きに恐怖を感じるなど、そんなのは私が私を許さない。

　こんなので腰が引けて堪るかナナリー。

　これは喧嘩を売られているのかもしれない、と思わずカウンター越しに両手を出して身構える。
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「いつ乙女じゃなくなったの」

「はい？」

「いつ」

　上から畳たたみこまれるように徐々に顔が近づいてきて、私はそれに伴って背中を反らせる形で上を向く。

　いつって、そんなのを聞いてどうするつもりなんだコイツは。

「いや、いつって」

　私は構えていた手で近すぎる奴の胸を押し、視線をさまよわせる。

　別に、何にも悪いことをしていないのに、なんでこんな。

　人の乙女事情なんかどうでも良いだろうが。というかいつ乙女じゃなくなったとか、そんな具体的に聞かれてもそんなの知ったこっちゃない。そもそも一々考える人なんているのか。

　もう十八で大人なのだから、学校を卒業したら少なくとも自分は乙女とか言えるような存在ではない。

「卒業、してから」

「誰と？」

「誰って？」

　誰だよ。

「〜っというか！　そんなこと聞いてどうするんだって話よ！　良いでしょうよ私が乙女でも乙女でなくても！　なにあんた乙女になりたいの!?」

「君が見栄を張ろうとしているのではないかと思っただけだよ。それ以上でもそれ以下でもないから大丈夫」

「なにが大丈夫!?　ちょっとあんた自分の言葉理解してる？　ここまで支離滅裂な質問されたの初めてだわ」

　変な奴。見栄ってどんな見栄なんだ。おかしいだろうそんな見栄。馬鹿なのかコイツは。

「アルウェス隊長？」

「なんか隊長、様子違くないか？」

　貴族でゼノン王子のいとこだからと、敬語を使うことは考えなかった。

　というか前から敬語は使っていなかったような。

「隊長？　早く食べませんと」

　先ほどロックマンと食事をしていた騎士の女性が、彼の隣に来てそう促す。

　テーブルを見てみれば確かに食べかけで、皿にはまだお肉や野菜が残っていた。

　せっかくのご飯を途中で放棄するとは何事だ。昼は一日のうちで一番貴重な時間だというのに。

　こんな所で油を売っていないで早く食べてこい、という意味を込めて睨みつけようと視線を戻せば、バチッと赤い瞳ではない青い瞳とかち合う。

「？」

　乙女かどうか奴に聞かれた時以上に、というか何か違うものが背筋を走った。

　何故かロックマンの隣にいる騎士の女性が、私を見ていた。

　もの凄い、無表情で。

「こんなことを初対面の貴女あなたに言うのもなんですが」

　そう言った女性を、私は目をパチクリとさせて見た。

「貴女、隊長が誰かを知っていてそんな口を利きいているのですか？」

　一秒間に百回くらい瞬きをした気がする。

　おかげで眉の筋肉がつってしまいピクピクとしていた。

「この方がどんな方なのか、ハーレで働いている人間が知らないはずないですよね」

　指通りの良さそうな胸元まで伸びた茶色い髪を、サッと背中から左肩に流して首を傾げられる。

　さっきの無表情とは一転、不思議そうな目で見られた。

　頬の横に垂れた髪を耳にかけて、ローブと髪で隠れていた綺麗な首筋が露になる。

　やっぱ美人だなこの人、とオヤジ臭いことを考えるが、

「いえ、それは……」

　ゴクン、と生唾を飲み込む。

　もしかしなくてもたぶん、私は今この女性に注意をされている。

　ロックマンのほうを向けば、そんな私の様子など気にも留めていないのか、余裕綽しゃく々しゃくな表情で私を眺めていた。

　見ているのではない。眺めているのだ。

　普通に見られるより腹が立つ。

　私は構えていた手を膝の上に戻して、とりあえず女性ではなくコイツを睨むことにした。女性にメンチ切る勇気は持ち合わせていない。騎士団の人で、しかも初対面の人に。

　天井で回る黒い換気羽が、カラカラと小さく鳴っていた。

「ちょ、ちょっと貴女何なんですか。ナナリー気にすることないのよ？」

　妙に威圧的な態度な美人を前に、隣にいたゾゾさんがそう言って私の肩を引っ張る。

　心配してくれていたのか、先ほどからおずおずと横で入る機会を窺うかがってくれていたようだった。彼女には迷惑をかけてばかりである。

「ゾゾさん」

　いえ私の不注意ですからと言おうとするが、ゾゾさんのその言葉に、茶髪の女性がバンッとカウンターを叩いてきたので肩が跳ねる。

　ゾゾさんもビクッと跳ねた。

　よく分からんが、なんかおっかない。

「貴女には話していません。私は彼女に話をしているんです」

　折角の綺麗な顔が、苦虫を噛みつぶしたようなしかめっ面つらになっている。美人なのだからそんな顔をしているより笑ったほうが良いのに。

　というか、女の子はいくつになっても笑顔が一番可愛いものなのだとお父さんが言っていた。

　しかしそれを聞いたお母さんが、誰にでもそういうことを言ってるんじゃ無いでしょうね、と何故かお父さんを脅していたのは謎だった。

「ここはハーレです！　この場では誰が誰であろうと、関係ありません」

「あきれるわね。ハーレって所はそんなに失礼な人達が集まってるの？」

　その瞬間、隣でブチッと何かが切れる音がした。

「はい!?　騎士団も随分と偉くなったものじゃない」

　ゾゾさんの敬語はあっという間に崩れて言い合いになる。さっきの音は彼女の堪忍袋の緒が切れた音だったらしい。

　この人はロックマンが好きなのだろうか。

　時折彼のほうを横目で見つめる仕草をしたと思えば、目の下を赤らめる。

　その様子は、彼を取り囲む貴族の令嬢達を彷ほう彿ふつとさせた。

　改めて考えてみると、奴に好意を向ける人は結構大胆な人が多い気がする。マリス然しかり、同級生達然り。一ひと括くくりにしてしまうとあれだが、そんな彼女達と意図せずして戦ってきた私からしてみれば、そう見えてくるのも仕方がないのかもしれない。

「待って待って！　ここで騒ぎ立てるのは良くないわよ」

　食事をしていたニケが椅子から立って、ゾゾさんと彼女の間に手を入れてくる。

「ニケ、私」

「ううん、ナナリーは良いのよ」

　ごめんねナナリー、と申し訳なさそうな顔で謝られるが、元は私が引き起こしたような物なのでこちらこそ申し訳ない。

　まったくなんでナナリーが絡むとこうも……とニケが舌打ちしたのが聞こえたが、やはり私が原因か、と一人沈んだ。

　騒ぎ立ててしまったし、所長に怒られるかもしれないと彼女達から視線をずらして周りを見てみれば、所長や団長は面白そうな楽しそうな顔をしてこちらを見ている。

　はて、何故そんなワクワクとした表情なのか。

　そもそもさっきまで啀いがみ合っていたのに、今は仲良さそうに話していて一体どんな心境の変化が。特に所長。

　騎士の人達は近くの仲間と顔を寄せながら、こちらを見てコソコソと話をしているし、ゼノン王子はいつかのように見守るような視線でロックマンを見ており、ニケのようにこちらへ来る気配は無かった。

　破魔士の女性達は何事かと此方に顔を向けているが、次々と頬を赤くしていくのでロックマンを見て赤くしたのだろうと分かる。

　奴は私達の方を見ているから彼女達には横顔しか分からないというのに、そんな簡単に頬を染めるとはどういう了見なんだ。もう少し自制心を保ってくれ。

「だってブルネル、隊長に向かって軽口を叩けるなんて、殿下か騎士団長くらいなのにっ」

「貴女落ち着いたほうが良いわよ。隊長のことになるとカッとなる癖は直さなきゃ。転属させられちゃっても良いの？」

「だって、私だってこんなこと」

　女性の肩を叩いて宥なだめるニケ。

　ううむ……しかし。

　確かに、今は仕事中、あくまでも就業時間だ。ハーレの受付に来た利用者ではないとはいえ、あれだけ私情を挟まないようにと構えていたのに、ついつい、奴に対して荒い話し方をしてしまった。

　いくら頓とん珍ちん漢かんなことをジリジリと迫り来る勢いで聞いてこられ、カッとなってしまったとしても、そこを突かれたら私にはグゥの音ねも出ない。

　けれど誰なのか知っているのかと聞かれても。

　隊長だということ？　なのか。

　公爵子息だということ？　なのか。

　チーズフォンデュ侯爵だということ？　なのか。（※フォデューリ侯爵です）

　もう考えていて訳が分からない。

　こんなややこしい奴、存在しているだけで私の敵である。

　少しうつむくと、水色の髪がパラリと胸元に垂れた。白い制服も相まってか場違いにも、私って涼しい色をしているよな、なんてどうでも良いことを考える。

「すみません、存じております。つい失礼を」

　公私混同無し。公私混同無し。

　と頭の中で繰り返しながら、取り敢あえずここは謝っておこう、と私はそのまま頭を下げる。

　ニケが、あっ、と言う声が聞こえた。

「ウェルディ、勘違いしないでほしいな」

　けれど私の額に、武骨なようでしなやかな、長く力強い指先が、ちょん、と当たる。

「ん？」

　下げようとしていた頭が、中途半端な位置で止まった。視界には黒いローブの袖が映り、それは今目の前にいるロックマンの指だと認識する。

　普段から女性に甘いであろう彼にしては、とがめるような冷たい口調だったので反応が遅れてしまった。女の子は大事にしなきゃね、みたいな小こっ恥ぱずかしいお花畑発言を聞いたことがあるから余計である。

　そしてそうこう考えている内にグググ、と額は指に押されて、下げかけていた私の頭は元の位置に戻っていった。

「隊長？」

　ウェルディとは隣にいる女性の名前なのか、呼ばれた彼女は、何がですか？　と片眉を上げた。

　コイツ、どういうつもりなんだ。

　首に力を入れて指を押し返そうとするも、その一本の指の力はかなり強く、寧むしろ私の顔は額を押され過ぎて仰のけ反りそうになる。

　おでこに穴が空きそうで痛い。

「ちょ、ちょっ」

　いや、そんなに押さなくても。

　両目を寄せて額にある人差し指を見ると、その指は徐々に下へと降りて、鼻筋を撫でた。

「この女ひとが私に、頭を下げるのは許さない」

　ツツ……と指は鼻筋を通り、ゆったりとした動作で唇へいく。

「敬語も許さない」

　顎を片手で支えられる。

　私の顔は上を向き、下唇は親指で横になぞられた。

　僅わずかに首を傾げて微笑まれる。

　黒い襟元にもつれた金髪が、男にしては白い頬を掠かすめていた。

「あ……アルウェス隊、長？」

「これは私の友人だから、君がどうこう言うことじゃない。それに失礼したのは私だよ。ごめんね、受付のお姉さん」

　いや友人になった覚えはないが、アイツにしては珍しく、バツの悪そうな顔をして私から視線を逸そらした。

　試しにジッと見てみるが、目は合わない。

　しかしそれとは裏腹に、さっきから親指でぷにぷにと唇を押され、遊ばれているのか真剣に謝られているのかよく分からない。

　飽きないのか、ロックマンはずっと私の唇をぷにぷにしている。

　おいさっさと離せ。

「……」

　けれど私もまさか謝られるとは思わなかったので、些か拍子抜けする。

　唇に置かれたコイツの親指を噛み千切ってやろうかと思っていたが、私にしてはまた珍しくやめておこうと思ってしまったので、口は大人しく閉じていた。

　横にいる彼女、ウェルディ？　を見てみれば、そんな彼を見て大きく目を見開いている。青い瞳が今にも零れ落ちてきそうだった。

　ローブを掴んでいる腕が小刻みに震えているようにも見えた。

　見ようによれば、泣きそうにも見える。

　いやいや駄目駄目、そんなことで泣くんじゃない！

「ええと、私」

「え？」

「ふふふふ」

　そう呟いて口角を上げた私に、ロックマンは目を細めて訝し気な視線を寄よ越こす。

　コイツ、何だ、みたいな。

　私の顎と唇からつい、と手が離れる。

　その隙をついて、私は思い切り頭を下げた。

「先ほどは大変失礼いたしました、アルウェス・ロックマン様。何ゆえ経験が浅いものでして、いえ本当にこちらの女性のおっしゃる通りです」

「……」

「どうされましたかアルウェス・ロックマン様」

　首を捻って眉を下げる。

「その手で来るか」

　奴は私の小こ癪しゃくな考えが分かったようで、眉間のシワを二本指で押さえて目を瞑つぶっていた。とても愉快な光景だった。

「ナナリー貴女って……」

　ニケは自分の口元を手で押さえて、隣の騎士の女性を盗み見ていた。

　一方で茶髪の女性は、狼狽うろたえたような顔をしている。

　このウェルディという女性の中では、コイツに礼儀を尽くすのが常識なのだろう。

　なら私がそれをすれば丸く収まる。そして何より、ロックマンにとっては何故か嫌がらせにもなる上に、女性を不快にさせることもない。

　一石二鳥、得しか生まない見事な作戦である。

　それにヤな奴にやるなと言われると、やりたくなるのが私の性分。

　コイツにそんな話し方をするなど死んでも嫌だったが、そんなことを言っていたら社会では生きていけない。

　現にものすっごい嫌そうな顔をして私を見るので、内心ウシシと笑う。燻くすぶる胸の霧が晴れたように清々しい。

　女泣かせの馬鹿野郎だが、こんなところで泣かせようなんて迷惑も甚はなはだしいというものだ。

「ありがとう」

　しかし苦笑いでそう返してきたロックマンは、何を思ってか私にお礼を言ってくる。

「へ？」

　ちょっと待て。今あのロックマンがこの私に『ありがとう』と言ったのか。

　……おかしい。さっきから何だか様子がおかしい。

　私に謝ってきたり、今度はお礼を言ったりと、一体こいつはどうしたんだ。

　先ほどの乙女の一件から、やけに大人しいじゃないか。

「でもそろそろうざったいから、やめてくれないかな」

　と思ったらそうでもない。

「いえいえ滅めっ相そうもございません」

「君の髪が燃えることになる」

「では貴方あなた様の身体を氷で冷やしてさしあげましょうか。今日は少し暑いですから、とてもいい気持ちになりますよ。カチコチになって……ふぐっ」

　すると片手でガッと両頬を掴まれて、思い切り口を窄すぼめられる。

「なにふゅんへふほっ（何するんですか）」

　唇がムニュッと突き出て、変なしゃべり方になった。

　頬の肉に奴の指が食い込んで、きっと今私の顔は不細工になっていることだろう。

　何故ならニケが、可哀想な物を見るような目付きで私を見てくるからだ。

「グロウブ団長」

「な、なんだ？」

　離せとばかりに私はその手を凍らせようとするが、やはりそこはロックマン。いち早く炎をかけて、相そう殺さいさせている。

　お陰さまでジュウジュウと氷は蒸発し、私の顔にそれがかかっていた。蒸気で前髪が浮くからやめてほしい。熱いんだか冷たいんだか分からない。

「記憶探知ですが、元々ハーレからは誰と誰が行く予定だったんでしたっけ」

　そんな私をよそに、ロックマンは騎士団長のほうをクルリと振り返ってそう聞いていた。

　というかいい加減この手を離せ。頬が凹んだらどうしてくれる。

「え？　ああ、確か」

「そこにいるアルケスとゾゾと、貴方が今絡んでいるナナリーよ」

「そうですか」

　答えようとしていた団長を遮さえぎり、ロクティス所長がロックマンに話す。

　最後は私を指差してそう言った。なんだか笑いながら言われたので、今の状況の何が面白いのか具体的にお聞かせ願いたい。

「団長、せっかくですので、今回はハーレの三人にも来てもらったらどうですか」

「あ？」

「聞けば記憶探知の習得がまだのようですし、もともとはその三人が行く予定だったんでしょう？」

「そうだが」

　くすっと笑って、私を見る。

「教えてあげたいんですよ、この可愛い受付嬢さんに」

　記憶探知のやり方を。

　と目にかかる前髪をかき上げて、愉快な物でも見るように、口角をあげてさも楽しそうに笑う。

「おにょふぇひくひょうぶぇご！（おのれ畜生めが！）」

　そしてその瞬間、私の氷は炎に勝った。

　奴の手は腕までカチコチに固まり、そして隣にいたウェルディさんが私に拳骨を食らわせ、また一騒ぎになったのはそれから直ぐのこと。
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　晴れた日の風は心地よい。ララの背中に乗って空を飛んでいると、いつもより余計にそう感じる。

　白くて肌触りの良いリュコスの毛も、気持ちよさそうに風に靡なびいていた。

「いつ引っ込むかなぁ」

「ナナリー様、そんなに触らないほうが良いですよ」

　そんな中、私は脳天に出来た二つの丸いこぶを撫でている。綺麗な王国の景色や、飛びながら会話を交わしている騎士団長達の声はそっちのけで。

　私の頭には赤い無人島が二つ出来ていた。左側にあるほうが若干大きい。

　しかし、痛いので早く沈没しないかとバシバシと何度も叩く。

「治癒魔法使えばいいのに」

　同じく使い魔のプルに乗って空を飛ぶゾゾさんが、隣で自分の頭を叩いている私を見て呆れた声を出した。

「ヘルは根性で治しそうだからな」

　反対隣ではフェニクスに乗っているアルケスさんがそう彼女に返す。

　森へと向かうため、私とアルケスさんとゾゾさんの三人は、騎士団と共に空を飛んでいた。騎士団は天馬で、私達は使い魔。

　騎士団は隊列を組んでおり、第八小隊が前で、第一小隊が後方で飛んでいる。

　私達は騎士団長達の隣を飛ばせてもらっていて、どちらかと言うと前のほうにいた。

　一方でロックマンやウェルディさんは第一なので後ろにおり、奴は後ろの中でも一番後ろを飛んでいる。つまり最後尾。

　形は全然違うが、奴に背後を取られている感じがして少々解げせない。でもだからと言って前に居られても、それでそれは気にくわない。

　なんてことをポロッと零したら、あなたイチャモンが多い破魔士みたいよ、とゾゾさんにからかわれたので早々に口を閉じることにした。

　そんな質たちの悪い人間にはなりたくないが、正直自分でも質は悪いほうだと思っているので今更遅いかもしれない。

「いえ、こんなことで魔法を使うのはもったいないです」

「やせ我慢しちゃって」

「この痛みは一生忘れません」

　ウェルディさんに拳骨を喰らったこの頭。

　しかも彼女は私に一発浴びせたあと、ごめんなさいと言いながらもう一発仕掛けてきた。謝るなら殴らないでいただきたいものだが、私もカッとなってしまったし、何よりまぁ殴られ慣れているというか奴の拳に比べたら可愛いものだったので、とりあえず冷静になった後はお互いに謝った。ごめんなさい、本当に隊長のことになると私……と彼女が必死になりながら言うものだから、私はなんだかウェルディさんが色んな意味で気の毒に思えてしまい、逆に良いよたくさん殴ってもそんなことで怒らないよ、と慰めてしまった。私も悪かったし、みたいな感じで。

　そして隣にいたアイツもアイツで、良い拳だった、とポンポンと彼女の頭を撫でていたものだから、ウェルディさんの憂うれいはそれで見事に吹き飛び、私を見ては何故か勝ち誇ったような顔をされた。

　彼女からしたら怒られるのではないかとビクビクしていたようだけれど、逆に褒められたので安心したのだろうと私は勝手に解釈する。

　そしてそんな彼女は今、一番後ろでロックマンの隣を飛んでいた。

　見れば第一小隊はウェルディさんだけが女性で、紅一点。第八小隊はニケの他にも女性は六人くらいいるが、小隊ごとの特性なのだろうか。

　一つの小隊の人数は二十人。に対し、第一の数はわずか十人。第一小隊の場合は任務内容が内容なので致しかたないのだとは思う。

「じゃあ森に降りるぞ。皆続け」

　騎士団長の声に、私達は一斉に降下した。
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「ここが地図にある場所だ」

　上空からは森の中に大きな湖があるのが見えていた。

　騎士団と共に東の森の奥へ着地したあとは、ララから降りて彼女を小さくし肩に乗せる。天馬は小さく出来ないようなので、騎士達は湖の近くで天馬を休ませるようだった。

　三十頭もいるとわちゃわちゃしているけれど、美しい馬なので見ていて飽きないし寧ろ興奮した。

「周りには結界を張っておこう」

　騎士団長の言葉に、黒いローブを着た第一小隊の人達が、防御の膜を周囲に張っていく。

「ワイバース・プルンクト（悪しきものを阻はばめ）」

「アムライア（守りの壁）」

「ノーモス（避けよ）」

　ウェルディさんも魔法をかけており、隊の隊長であるロックマンはあそこにもかけようか、と騎士達に指示を出していた。

　疑問なのだが、年下のアイツに指示されて嫌な気分になったりしないのだろうか。見た目は元々大人びているので違和感はそこまでないのだが、同い年とは言えない感じではあるし、あのウェルディさんだって、確実に私より一個か二個は上である。

　なのに隊長、隊長、と慕われ過ぎているようにも見えるため、何となく不思議に思った。

「綺麗な湖」

　しかしその間、私は青々と澄んだ湖に見入る。

　こんな森の奥に、けして小さいとは言えない立派な大きさの湖があるなんて思いもしなかった。サタナースやベンジャミンから聞いていても、池より少し大きいくらいの面積なのかなと想像していたのでビックリする。

「ここには昔、人魚が住み着いていたって噂があるんですよ」

「そうなんですか？」

　そうしていると第八小隊の騎士の男の人が、湖を覗いていた私に近づいてそう教えてくれた。

　人魚は遠い遠い海の向こうに住んでいるとされており、伝説の生き物ではなく、めったに見かけない希少生物として知れ渡っている。魔法動物とは少し違う扱いで、私達とは人種が違うというか、認識としては海に住む人達というような感じだった。

「凄い。尚なお更さら綺麗に見えてきました」

　暗い森だが、湖だけが静かに輝きを放っている。

「人魚は美しい容姿をしているようですが、貴女ももしかして人魚だったりしますかね」

「いえいえそんな馬鹿な」

　人魚は人魚でも人食い魚ぎょが限界です、と冗談を交えて私は笑った。

「まずは俺が記憶探知をしよう」

　サタナースが書いた報告書には、ゴーダさんは湖の近くの一番大きな木の下で倒れていたとあった。

　私や騎士団の男の人もその声に湖から目を離し、騎士団長を見る。

「ナナリー」

　すると離れた所にいたゾゾさんが此方に近づいてきて、私の手を引っ張って木の所へと連れて行った。

　アルケスさんもそこにいて、こっちこっちと手招いている。

「貴女すぐにナンパされるんだから、一人にならないの」

「ナンパ？」

「とにかく、今はちゃんとこれを見ておかないとな」

　アルケスさんが大きな木を見る。

　周りには私達以外に、魔法をかけ終えた第一小隊の騎士と第八小隊の騎士達が集まっていた。

　該当の木の下にいる団長は、対象を見つめて指を半時計回りに回しだす。ぐるぐると止まることなく回し続けていると、数十秒後に黒い靄もやが現れる。靄は徐々に広がり、周囲を覆っていった。

　すると靄を背景に過去の景色が映し出され、そこにやっとゴーダさんの姿が現れる。あの人間に似た魔物にズルズルと引きずられる形で。やはり、この魔物が彼に何かしたに違いないようである。

「ニケ見てみろ、二本足で立ってるぞコイツ」

「うわぁ、気持ち悪いですね」

　少し離れた所でそれを見ていたゼノン王子とニケが、険しい顔つきで私達の傍そばにやって来る。

　ニケは腕を擦りながら私の隣に並んだ。

　ゼノン王子はそのまた横につく。

「あれが人間に似てる魔物？　他の魔物に比べて妙に生々しいわね」

「この男性をどこからどうやって連れてきたのか知らないが……。ん？　食べようとしているのか？」

　ゼノン王子が記憶探知で現れた魔物の行動にしかめ面をする。

　なんと魔物は引き摺ってきたゴーダさんの首元に顔を近づけて、あろうことか噛みついていた。

　気を失っているゴーダさんは、痛みを感じないのかびくともしていない。

「これは……本当に外傷はなかったのか？」

　魔法をかけている騎士団長が、ハーレの職員であるアルケスさんに向かって野性味のある逞たくましい引き締まった顔を見せた。

「無い、とありましたよ」

「普通に噛まれているように見えるんだが……」

　確かにガブリ、といかれている。

　けれど報告書には外傷などという記述はもちろん、ベンジャミン達の話の中でも『怪我はなかった』と言っていたので、本当になかったのだろう。

「あ！　団長、魔物が移動しました！」

「あっちの方角は、シーラ王国だな」

「辿ってみましょうか？」

「いいや国境は越えられない。ただでさえここは最端だ。もっと時間を巻き戻して辺りを調べよう。それと今日の調査が終わったら、明日はそのゴーダ・クラインに一度会いに行く。身体検査が必要だろうからな」

　団長はパチンと魔法を解いて、魔物の映像を消す。

「ま、良い練習になる。これだけ人数がいるんだ、調査ついでに記憶探知でも覚えてみろ」

　その声に騎士団は何か所かに分かれ、それぞれの場所で魔法をかけ始めた。ニケによればあの魔法が出来る人間はやはり騎士団でも数は少ないようで、第一小隊でもロックマンと他隊員三人のみなのだという。

　ニケもまだ出来ないそうで、手をコキコキと鳴らしていた。

「ナナリーは出来ないのか？」

「はい。殿下のほうはどうですか？」

　ゼノン王子のことは殿下と呼ぶようにしている。学生の頃は王子で一貫していたが、流さす石がにもう軽々しくゼノン王子とは呼べなかった。

　それが分かったのか、王子も一瞬笑った。
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「俺はまだちょっとな。でも珍しいじゃないか、お前に出来ない魔法があるなんて」

「魔法は一通り出来ますけど、なんでも出来るワケじゃないですよ」

「そうなのか？　まぁそうか」

「そうなんです」

　私は近くにある草むらに魔法を掛けているアルケスさんを見る。

「アルケスさんて、何でそんなに魔法を使えるんですか？」

「さあなぁ。沢山あったほうが便利っちゃ便利だろう？」

　指を回して対象の時間を戻しながら会話を交わしているのにもかかわらず、その集中力は衰えていない。集中力が必要な魔法は、普通会話なんてしてしまったら気が散って出来ないと思うのに。

「私達が聞きたいのは、何でそんなに出来るかってことなの！」

　ゾゾさんは納得がいかないのか、的外れな答えはいらないわ！　と必死の形相で彼に迫っている。

　軽くなんの魔法でもやってのける人だが、けしてそれらの魔法は簡単に出来るものじゃない。元騎士団員だけれど、彼は一体どんな騎士だったのだろう。

　それにしても辞めたのが十年前ということだが、今の騎士団に知り合いはいないのだろうか。団長や騎士達に対してもやけに他人行儀である。

「魔法が好きだからじゃない？」

　アルケスさんは黒に青みがかった髪を揺らして笑った。

「またそんな……。深いんだか深くないんだか分からない答えを」

「俺ね、教えるの下手なんだよ。こう、感覚に任せてるっていうか」

「……ただの天才肌ってこと？」

「良く言えばそんな感じ」

　天才ムカツクぅ〜！　と親指を噛む彼女。

　記憶探知は呪文がいらない分、相当な集中力が必要なのだと教科書や参考書には書いてあった。けれどそんなことを言われても、いくら集中した所でものになっていないのが現実。

「アルウェス隊長、これが──」

「ああ、それなら」

「隊長あそこは」

「そうだね」

　一方で湖を挟んだ反対側では、出来る組である第一小隊がそれぞれ調査を続けていた。

　横に横にと移動しながらやっているのか、ここでノロノロとしていたら追い付かれて、まだちんたらやっているのかと馬鹿にされてしまう。

　教えてあげたいんですよ、とか虫むし唾ずが走るようなことを言われたので構えていたが、どうやらそれどころではないのか、自分の隊や第八の騎士にも教えているようだった。遠くなのであまり見えないが、ウェルディさんがロックマンと手を合わせて何かをやっている。

　あれが手取り足取り教えるっていう図なのだろうか。

　私はアルケスさんの構えを、見よう見まねでやってみる。

「ナナリーは熱心ね、本当」

「ニケもあれくらいやったらどうだ」

「私は良いんです」

　左手を突きだして、親指と人差し指の間を開かせて、その間に右手の人差し指を持ってくる。

　専門書にあった通りに、指先から真っ直ぐ対象に魔力を伸ばしていく感じで、ぐるぐると反時計回りに指を回す。

　やり方としてはこんな流れなのだが、これで出来たら皆苦労はしていない。

　集中力が必要だというのなら、山にでも隠こもって滝にうたれて精神力を鍛えるしかないのだろうか。

　きっとそれくらいしなければ、この魔法、一生出来る気がしない。

　ふぬぬ、と手に力を込めたところで、何も変わる気配はなかった。

「はぁ……」

「まだ出来ない？」

「っわ！」

　いつこっちに来たのか。

　ロックマンが横に立っていた。

　もう湖周辺の調査が完了したのか……いや、そうでもない様子である。まだあちら側では調査を続けているように見えた。ぞろぞろと動いている。

「邪魔しないでよね。仕事まだあるんじゃないの」

「僕の仕事は終わらせたから良いんだよ。君と違って」

　木こっ端ぱ微塵にしてやろうか。

「僕、とかさ。さっき私って言ってたじゃん。何なの。二重人格なの」

「どうでもいいだろう。君は器用じゃなさそうだから、考えても分からないだろうね」

「ああそうですか」

　くそ、仕事中なのにわざわざ茶々を入れに来たのかコイツ。

　未いまだ魔法が修得出来ていない私を見ては、面白そうに目を細められる。

　また後ろには、ウェルディさんと他二名の騎士を連れていた。

　彼女は相も変わらず私を敵視しているのか、口を引き結んでこちらを見ている。

　敬愛、恋愛するのはけっこうなことだが、他人に害無くやってほしい。

　しかし気のせいか、後ろの騎士二人がハァハァと息を切らしている。

　それに引きかえロックマンはなに食わぬ顔で立っているので、おかしな光景だった。

「しょうがない。今日の朝食は？」

　ロックマンは、片手に持っている金色の杖を部下の騎士に渡すと、そう言って反対側に回ってきた。

「……」

　急に何だ。

　私は前を見据えて無言になる。

「聞いてる？」

　ひょい、と顔を覗かれる。

　忌いま々いましい面つらが視界に入り目を背けたくなるが、それだと負けた気がして嫌なので見つめ返してやる。さっきからいちいち近い奴だが、これは嫌がらせなのだろうか。

　けれど私は逃げない。敵前逃亡など言語道断。

「……ずっとあっちにいたじゃないのよ。今集中してるから後にしてもらって良いですか」

「朝食は何？」

「……」

　またやってるわ、とニケが後ろで言っているのが聞こえた。

「……ニクロムのスープとパニ」

　けれどとりあえず、仕方なく答えてやる。

「自分で作ったんだ？」

「そうだけど」

「じゃあ今日はいつ頃起きたの？」

「朝焼け前」

「早いね。で、昨日は何時に寝た？」

「……夕飯食べ終わってすぐ」

「歯磨きした？」

「した」

「夕飯は何？」

「ヤルニッカと緑豆」

「そう。ちなみに寝間着はどんなやつ？」

「えっと白……って何なのこれ！　言えるかそんなこと！」

　何だこの質問！

「……あれ？」

　すると次の瞬間、対象にしていた木の前に光が現れて、それはだんだん大きくなったと思えば小さくなり、白い靄になった。

　それが晴れてくると、その部分だけが全く違う動きをしており、いるはずのない小鳥が木の上でまるで巻き戻されるかのように動いている。

　飛んでいるのに後ろへ進んでいた。

　もしやこれは。

「さすが単純なだけあるね」

「え、嘘、できたの私」

　なんでだ。

　今まで専門書にかじりついて徹夜をしても出来なかったこの魔法。

　ゾゾさんも未だ出来ず、ハーレでも出来る人が限られている魔法。

　出来る人間に聞いても結局何の収穫もなかったあの魔法が、まさか昨日のご飯を食べている自分を思い出しただけで出来るようになるとは、まさか、そんなことがあるのだろうか。

「記憶探知というのは、個々の感覚でしか拾えない。通り一遍なことしか書いてない教科書じゃ修得にも限界がある」

「じゃ、じゃあさっきの質問って」

「まさかあんなことで出来るようになるとは思わなかったけど、君にはああいうやり方が合ってたんだろう」

「あ、ありが」

「単純だからかな」

「……」

　単純。

　お礼を素直に言いたいが、そうさせる意欲を削そがれる奴の発言は何とかならないものか。良い笑顔で単純単純と連呼する金髪男の頭が早く禿はげやしないかと祈るばかりである。

　それにしてもあんな質問をされただけでこんな簡単に出来るとは思わなかった。ただ頭の中で自分の昨日の行動を振り返っただけなのに、記憶探知とはどういうものなのか益ます々ます分からなくなったが、記憶探知が成功した瞬間どことなく身体が分かってくれた気がした。

　あと私の優秀な脳が、だ。もう一度言う。優秀な脳が。

　しかしロックマンに宣言通り「教えて」もらった形になったのが、悔しい。

　成功して嬉しい反面、こんな情けない展開になろうとは。

「ぁ……りがとう」

「何か言った？」

　目をぎゅっと瞑って絞り出した私の渾身の礼の言葉を、どこ吹く風で吹っ飛ばしたコイツを縮小の呪文で小さくして踏み潰したくなった。

　聞こえてなかったのならまぁ仕方ないが、明らかに私をおちょくった目で見てくるので分かってやっている。なんて最低な奴だ。せっかく素直に言ったのに、なんだか言い損した。私は他人に負けるのが嫌いだが、損をするのも大嫌いである。そんな、損をするのが好きなんていう物好きはいないだろうが。

「凄いじゃないナナリー！　私もそれでやってみようかしら」

　傍で見ていたゾゾさんが、私も昨日のことを思い出してやってみる！　と言って構えだす。記憶力は良いんだから！　と、何と一週間前の休日に出かけた先での事細かな出来事までさかのぼっていた。

　意図せずして彼女の日常生活がよく知れた瞬間だった。

「出来ない〜。私一生出来ないのかな……」

　しかしそれでも出来ず、うつむいて手を下ろしたゾゾさん。

　そんなことはないです、と言いかけた私だったが、その私よりも素早く彼女に反応したのはロックマンで、彼はゾゾさんの前に立つと、その下ろされた手をまるで怪我を負った小動物でも掬すくい上げるかのように持ち上げた。

「いいえ大丈夫です。馬鹿には馬鹿のやり方があったように、貴女にも貴女のやり方がきっとありますよ。あの単純な女性と、聡明で美しい貴女の脳の作りはきっと違うのですから、自信を持ち続けてください」

「やん、もう！」

「焦らずいきましょうね」

　ゾゾさんが目元を赤くしてロックマンを見ている。

　まさか先輩が奴に堕おちる瞬間をまざまざと見せつけられるとは思わなかった。上司だけでなく先輩までをも取り込むとは、コイツ確実に取りに来ている。

　悔しくてアルケスさんにゾゾさんが！　と泣きつけば、おおよしよし、と父親のように背中を撫でてくれた。

　アルケスさんは私のお父さんと同じ歳なので、自然とそんな感じに見える。しかし独身だからか知らないが、四十代とはいえ若さも感じるので、父親扱いしてしまうと申し訳なくもなってくる。

　結局、記憶探知が成功したのは私だけだったようで、今回の調査は魔物の痕跡をある程度辿れた形で終わった。魔物はシーラ王国のほうからやって来て、シーラ王国へと帰っていったようであり、またゴーダさんの所には明日第三小隊が向かうと聞いた。国境を越えての調査は時間がかかるらしく、後日調査をするとのこと。東の森には部分的に退魔の陣を敷いておくようで、ロックマンが金の杖で地面を叩き、魔法陣を出していた。

　あれ。私の棍棒と似てない？

　そして帰りは騎士達から酒場で飲もうと誘われたが、私はそれを丁重にお断りして帰ろうとした。

　けれど私を外した他二人（ゾゾさん、アルケスさん）は行くようで、軽く団長に挨拶をしたあと、帰ろうとした私の首根っこを掴んでくる。

　グェ、とおかしな声が出た。

「嫌だ！」

「行くのよナナリー！」

　誰が好きでアイツがいる場で酒盛りなんてするかと騒いだが、ニケの必殺お願い攻撃であえなく私は堕ちた。
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　調査が終わり所長に報告したあとは、すでに終業時刻だった。騎士団との飲みに所長も誘ってみたが、『アレと飲むと奢おごられるから嫌！』と謎の拒否反応を起こして断られてしまった。

　アレというのは騎士団長を指していると思うのだが、奢るならまだしも奢られるのが嫌とは変わっている。

　それから私達は寮でハーレの制服から普段着へと着替えると、団長達やニケと約束の場所で落ち合った。

　騎士達は私達のように着替えはせずにそのままで、けれど天馬は宿舎に置いてきたのか姿は見当たらなかった。皆使い魔で来たようで、待ち合わせ場所に着いた時には人の姿しか見えなかった。

　明みょう星じょうの鐘も鳴り終わった今は太陽の光が低い位置にあり、空の一番高い所には薄く月が見え隠れしている。

「いらっしゃい！」

「おやっさん、今日は大人数なんだが席大丈夫か？」

「なぁに、まだ半分空いてるから好きなとこに座りな。今日は一週間後の祭りに向けて、近所の奴らは皆出払ってんだよ」

　お酒と香辛料と、香水の入り混じった匂いが鼻につく。

　騎士団長達に連れられてやってきたのは、繁華街にある夕方から開店しているようなお店が集まるところで、いわゆる夜の街。

　綺麗なお姉さんがいる店はもちろん、路地裏を覗けば、怪しい占い師のおばあさんが座っていたり、荒くれ者が酒を飲み過ぎて寝転んでいることもある、そんな場所。

　歩みをどんどん進めて行くと、団長の止まれの声に皆が足を止めた。

　ここだ、と団長に言われて入ったお店は、創業二百年！　と大きく書かれた看板を壁にかけて、その周りに落書きみたいなのがびっしりと書いてある、少し小汚い……けれど、温かい雰囲気のある酒場だった。

　明かりも暗すぎず明るすぎずで丁度いい。

　彼らは酒場には結構な頻度で来ているらしく、私なんかは職場の人達とハーレの近くにある酒場にしか行ったことがないので、騎士達がいる酒場等は見たことがない。そもそも怪しい感じの場所には行ったことがないから知るわけもないのだが。

　──アハハ！

　──キャハハッ

　店の中には露出過剰な女の人から、筋肉ムキムキの男の人まで色んな人がいる。

　あちこちを興味深げに見ながら、私はゾゾさんに背中を押されて入っていった。

「ハーレの女性陣二人とも、好きな所に座ってくれ。お前らも好きな場所で良いぞ。アルケスさんは俺の隣だ」

「分かったよ」

　ぞろぞろと店内に入っていくと、団長がそう言ってアルケスさんの肩を叩く。やはり二人は知り合いだったのか、久しぶりに話しましょうよ、と団長が楽しそうに話しかけていた。

　あの団長が敬語を使うなんて内心吃驚びっくりだが、元々騎士団にいたアルケスさんとはきっと積もる話もあるのだろうと、私は遠いところに座るためにそこから離れる。

「ヘルさんはあっちね。私は隊長とここに座るから」

「はいはい」

　次いで後ろから入ってきたウェルディさんは、横に伴っていたロックマンを席に着かせて私達にシッシと手を払ってきた。清々しいくらいに積極的、かつ相当な嫌われようである。

　ロックマンはいつものことだとでも言うように自然な流れで席へと着き、部下の何人かを周りに座らせていた。黒いローブの集団が囲む席は異様な雰囲気が漂っている。これでフードでも被っていようものなら、いくら騎士様といえども不審者軍団だ。

　しかしローブはやはり邪魔なのか、留め具を外して椅子に引っ掛けている。

「ウェルディさんも、まぁ強烈な性格ね。でも何故か嫌な気がしないのはどうしてかしら」

「確かに」

　言われずとも遠いところに行こうとしていたので、はいはい、と彼女に手を振って離れる。

　嫌な気がしないのは、もう完全に保護者目線になってしまっているからなのだろうか。私達はあっちで見てるから遊んできなさい、というような落ち着いた心情である。あちらの方が年上なのに。

　たぶんアイツもそんな感じなのだろうと思う。まぁもしかしたら好きということもあり得るかもしれない。あれだけベッタリとされて嫌な顔一つしないのだから、多少好意はあるのだろう。

「ここにしましょうか」

　私達二人はそこからそう遠くもない、八人ほど座れる広さがあるだろうテーブルについた。店の端には椅子が幾つか積まれており、必要な人はそこから椅子を足す仕組みになっているようである。

「アルウェス隊長、私達もご一緒してよろしいですか？」

「良いよ。ここにどうぞ」

「ありがとうございます！」

　そうこうしているうちに、きゃっきゃと第八小隊の女性達がウェルディさん達の席に行き出した。ウェルディさんはそれを見て口を開けている。可哀想に。

　先に席に着いていた騎士の男性達の間に女性陣は入って、何にしようかと壁にある品書を見ながら話していた。

「酒場に来るといつもあんな感じなのよ」

「ニケ」

「私は苦手だから近づかないけどね」

　笑いながら、ニケは私とゾゾさんが座る席に腰を落ち着ける。

　苦手。

　確かにニケはそういう性格ではないので、彼女があそこに加わっていたらと考えると想像に苦しむ。絵が浮かばない。

「今日は飲みましょ。お酒なんて一緒に飲む機会がなかったから新鮮だわ。……ええと、ゾゾさん？　でいいんですか？」

「ええそうよ。貴女はニケって言うんでしょう？　よくナナリーから聞いているわ。よろしくね」

　二人の自己紹介を終えたあと、歳上であるゾゾさんを真ん中にして、私達は何を飲もうか相談した。果実酒やマナス酒もいい。

　今日は団長の奢りらしいからどんどん飲んでもいいのよ、と言われた。

「でもその前に何かお腹に入れないと凭もたれちゃうから、肉類でも頼みましょうか」

「そうだね」

「隣良いですか？」

　何にしようかと壁を見たら、後ろから声をかけられたのでそちらに目を向けた。

　そこには第八小隊の騎士の人が何人かいて、私達の座る席を指差す。

「ええ、どうぞ」

　ニケは当然知っている人達なので、笑いながらテーブルを軽く叩いた。

「僕達もいいかな？　あぶれちゃって」

「女の子達皆取られちゃいましたもんね〜？」

「ブルネルうるさいぞ」

　取られた女の子達とは、あそこのロックマンの席の人達のことを言っているのか、ニヤニヤとあちらを見ながらニケは男性陣をからかっていた。

　ゼノン王子も来ていたが、王子は団長達の座る席におり、そこで落ち着いていた。一国の王子が、第三王子とはいえ、このような酒場にいらっしゃって良いものなのかとは思うが、騎士団は大半が貴族出身なのでいちいち気にすることもないかと早々に頭から考えを消す。

「今日は朝からあっちこっち飛んでたからなー。股が痛い」

　男性達は席に着くと、テーブルに肘ひじをつけて腰を揉む。

　天馬に乗っていたからなのか、太ふと股もも部分を拳で叩いたりしていた。長時間乗馬をしているようなものなので、確かに痛いのだろう。

　ニケは大丈夫なのかと聞けば、治癒魔法を上手く使っているから平気、と痛がっている男達を見ては笑っていた。男はそういう所の考えが足りないのよね、と呆れてもいる。

「天馬のほうがお疲れですよ〜」

「まぁな。とりあえず適当に何か頼もうぜ」

　おーいおやっさん、と男の人が声をかけると、無難な物を色々注文してくれる。

　注文が終わると私とゾゾさんがいたせいか、それぞれ自己紹介をする場になり、歳はいくつ？　やら仕事の愚痴やら趣味は何かなど、世間話に花を咲かせる。

　私に声をかけて隣に座った人の名前は、ヴィクトル・ドログフィアというそうで、好きに呼んで良いと言われたのでドログフィアさん、と呼ぶことにした。

　初対面の人の名前を軽々しく呼ぶことはさすがに出来ない。ウェルディさんの場合は名前しか知らないので仕方ないが。

「ん？　見ろよ、またあの張り紙あるぞ」

　料理がテーブルに運ばれて来た頃、ニケの隣にいた人が壁を見て皆にそう言った。何だろうと皆でそこを見れば、そこにはハーレにも来ていた『氷の魔女・急募！』の張り紙が貼ってあった。

　よく見ればあちこちにある。

　あんなにたくさん……。そんなに急いで集めなくてはいけないものなのか。

「オルキニスか。あんまり良い噂は聞かないけどな」

　向かいにいた騎士の人が、フォークで肉をつつきながら張り紙を見る。

「何かあるんですか？」

　気になったのか、ゾゾさんが質問をする。

　その間にも彼女は惣そう菜ざいをパクパクと食べていて、食べるか話すかどっちかにしろ、といつもアルケスさんに言われている癖は健在だった。何でも食欲が増している時は話したくなるらしく、外食に行く時はいつも会話が尽きない。私は楽しいから良いが、アルケスさんにとっては気になる癖なのだろう。

「女王はそりゃあ美しいし優しい女性らしいんだが、若さに執着があるみたいでさ」

　紫色の美しい髪をしたオルキニスの女王様。女王様は普通に堅実な方だそうで、国内では貧困も騒乱も、戦争もないらしい。

「あそこの女王様、もう五十になるんでしたっけ？」

「たぶんそれくらい」

　ニケは頬杖をついて隣の人を見る。

「美容のために色々やっているみたいだけど、その内容があまり笑っていられるものじゃないらしい」

「色々って、何ですか？」

　ドログフィアさんが険しい表情でそう言うので、気になって聞いてみた。

　美容のためになる内容で笑えないものとは、どんなものなのだろう。

「竜の生き血を飲んだり、海に住む人魚をどこからか捕まえてきて食べたりしているって噂だよ」

「食べる!?」

「あくまで噂だからね。噂」

　竜の生き血も相当だが、人魚を食べるとは非常識にも程がある。

　昔の書物では人魚は不老不死で歳は取らず、永遠に美しい姿のままだと言われていたようなので、そういう気を起こす人も稀まれにいたようだが、実際の人魚はそうではないと最近では分かっているはずだった。

　人魚は確かに美しい姿をしているが、百五十年ほどが寿命のようで、歳もきちんと取り、永遠に美しいなんてことはないらしい。お婆ちゃん、お爺ちゃんにもなる。生まれた時は赤ちゃんであるし、赤子が出来たらお腹も大きくなるとあった。普通の人間とそこまで変わらない。

　けれどあくまで噂が出回っているだけで、証拠は何一つないのだという。

「氷の魔女を侍女にするのと、何か関係があるのかしら」

「火の無いところに煙は立たないしね」

　ニケとゾゾさんが私を見る。

「氷の乙女だろう？　氷使いなんて最近じゃ少ないのに、何でまた氷の、しかも乙女なんだろうな。一応警戒して俺達で国内の氷の魔女の数は把握するようにしてはいるが」

　ヘルさんも多分その中にいるよ、と向かいにいた騎士の人に指を差される。

「でも乙女じゃないってことは、やっぱりもう恋人がいるんですか？」

　続けてドログフィアさんにそう質問をされた。

「いいえ？　いたことはないですよ？」

　ので答えたら、テーブルにいる人達の動きがピタリと止まった。

「え、じゃあ遊びとか？」

「ちょっとナナリー、ちょっとちょっと」

　言いかけたドログフィアさんの話を遮り、ニケが後ろに回ってくる。

「貴女もしかして……。あ、あのねナナリー、乙女っていうのはね？」

　私の耳元に手を当てて、ゴニョゴニョと耳打ちしてきた。

　そんな小さな声で話す内容なのか。

　と、思っていたら、予想だにしない言葉を放たれることになる。

『恋人とか、普通に男の人と、赤ちゃんを宿す行為をしたことがない女性のことを言うのよ？』

　……え。

「あ、あかっ、赤ちゃん!?」

　頭の中で、ホギャア〜と可愛い何かが泣いた。

「違う違う！　してないよ」

「なんだぁ、やっぱり？　私もびっくりしちゃったもの」

　青ざめた私は、けれど急激に身体中の血が勢いよく巡り、頬……いいや顔と身体全体が熱を持ち始めた。

　私だって、人間の子どもが出来る仕組みくらい知っている。そろ〜っと学校で習ったことはあるし、そこまで常識外れではない。

　ならば、じゃあ、私はあの場で「それをやりました！」と恥ずかしげもなく言ったことになる。

「あ、な、穴が」

「ナナリー？」

「穴が、あったら入りたいっ」

　顔を両手で覆う。

「ここにどうぞ」

「うん」

　穴ではないが、ニケが腕を広げてどんとこいと言ってくれたので、私より幾分膨らみのあるそこへ、座ったまま遠慮なく飛び込む。

　時空展開の魔法陣で数時間前に戻りたい。やり直したい。むしろ母のお腹の中から生まれ直したい。

　乙女──そうか、確かそう言うのだった。まさか授業でそう言うのだと教えられるわけではないけれど、書物や友人達の会話の中で自然と頭に入れていたはず。

「あのう」

「ヘルさん？」

　ドログフィアさんに手で顔を覆ったまま向き合う。

「おとめ、でした」

「え？」

　この人に直接言ったわけではないが、勘違いさせていたようなので訂正させていただく。指の隙間からチラッと様子を窺った。

　当然困惑した顔をされたが、そりゃこんなことを唐突に打ち明けられてもね、と自分でも思った。

「その、言葉の意味を理解していなかったので、ごめんなさい」

　私は損をするのも大嫌いだが、嘘をつくのはもっと大嫌いである。正直者は馬鹿を見るなんて言葉があるらしいが、嘘つきな奴よりよほどマシであるし、そんな言葉は正直者への冒ぼう涜とくである。正直者が損をするというようなあんな言葉は、ある意味私の中で大大大嫌いな言葉第一位だ。

　けれど自分が嘘をつかれるのは別に良い。騙されても良い。許しはしないが。

　ようは自分が嘘をつくかつかないかが問題なのだ。知っていたにせよ、知らなかったにせよ。

　小さい頃から、嘘だけはついちゃいけません!!　なんて母にしつこく鬼のように言われていたので、そこだけは今でも徹底している。

　徹底なんて言い方は変だが、気を付けてはいる。

　昔一度だけ母に嘘をついたことがあり、でもたぶんあれは、夕飯のつまみ食いをしたかしなかったかというような内容で。五歳の時だったか。嘘をついたことのなかった私は嘘をついてみようと、つまみ食いをしたのにしていないと答えたのだ。けれどその嘘を見破っていた母は、私に浮遊魔法をかけて井戸の上に浮かせた。底の見えない井戸は怖いなんてものではなく、どんな魔物より恐ろしい物体に見えたものである。まだ魔法が使えなかった私は抵抗する術すべなく「ごべんなざぁいいいい！」とひたすら謝った。

　後から聞けば井戸の中は足が着くような深さで、落ちても全く大丈夫で、寧ろ魔法の綿が敷いてあったのだという。

　けれどそれから私は嘘をつこうとか考えてしまうと、あの恐ろしい体験が甦よみがえり、結果嘘をつくことはそれ以来なくなった。

「馬鹿正直なのもどうかと思うわよ」

　いちいち告白をした私に、ゾゾさんが笑いをこらえた声でそう言った。

　まぁ確かに。

「いいや、うん、良いんだよそんな、ね？」

「ドログフィアさん」

　目元から手を外して、火ほ照てる頬には手を当てたまま彼を見た。

「寧ろそれで良かったというか」

　騎士の男性、ドログフィアさんは、目の下を少し赤くして私の右肩を掴む。眉が目尻と一緒に垂れ下がっていて、お酒に酔っているような顔色に見えた。けれどまだお酒は飲んでいないので、酔ってはいないはず。

　もしや酒場の雰囲気に当てられて酔ってしまったとか。

「まだなら是非俺と」

「えい！」

「ごほっ」

　ドログフィアさんがテーブルに頭をぶつける。

　気のせいでなければ、ニケが肘で彼の後頭部を押しやったように見えた。

「あ〜らヴィクトル先輩ごめんなさい？　私酔っちゃったみたいで」

　ニケに目を向ければ、安心して、と親指を立てられた。

　安心とはどういうことを言うのだろう、と撃沈しているドログフィアさんを眺める。

「ほら、酒が来たぞ。皆飲もうぜ」

　その間にも食事の席は進み、ドログフィアさんも何とか起き上がって体勢を直していた。意識が少し飛んでいたようで、何の話をしていたんだっけ？　と皆に聞いていた。頭、大丈夫だろうか。

「良いんですか？　こんなに飲んで」

　テーブルには樽たるいっぱいの酒が運ばれてきていた。

「良いのよ。私はちょっとしか飲めないし、悪酔いして粗相する奴らが出てきたら屍しかばねの呪文で締め上げるから。ナナリーもゾゾさんも、そうなったら手伝ってくださいね」

「さすが！」

　ニケは席に戻ると、杯さかずきにお酒を注ぐ。

　横のゾゾさんにも注いでまわっていた。

　綺麗で妖艶なお姉さん達が、店内の台の上で音楽にのって踊っている。フリフリのスカートを翻ひるがえして、店内の男どもの視線を釘付けにしていた。男達は音楽に合わせて手を叩いて、女性達を眺めながら歌っている。

　こんな酒場に来たのは初めてだったけど、なかなかいいお店だ。

　料理も私が作った物より数倍美お味いしいし……いやいや外食は控えて、私も精進しなくては。

「今ある命に感謝して！　かんぱーい！」

「乾杯！」

　コン、と酒の器の合わさる音が響いた。




　　　＊　＊　＊　＊




　ゴクリ、と飲み干すたびに喉が一瞬熱くなる。

　それが心地よく、また次、次、とその液体が欲しくなる。

「このお酒、美味しいね」

　ここであえて言おう。

　正直、私はお酒に強い。

「ナナリーまだ飲めるの!?」

「あら、こんなもんじゃないのよこの子は」

　ニケがビックリした顔をする。隣にいるゾゾさんが、まるで自分のことを自慢するかのように言っていた。
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「果実酒も美味しいけど、このヤム酒も美味しいです」

　ゴクリ。と、また飲む。

　しかしお酒に強いことが必ずしも良いということでは無いので、私はこれを自慢するつもりは毛頭ない。

　ただ美味しいから飲む。それだけである。

　今の今まで、隣で私にお酒を勧めてくるドログフィアさんに注がれるまま、私はそれを飲み干していた。樽の中身はもう尽きそうで、というより樽ももう二個目であった。

　良い飲みっぷりだね、これはどう？　と、どんどん入れられるので、断りはせずにグビグビと飲んでいる。

　けれどそれも数分前までのことで、私にお酒を注いでいた彼は酒に酔って潰れてしまったのか、顔を真っ赤にしてテーブルに突っ伏していた。今では杯を片手に、飲み続ける私を涙目で見ている。瞳がうるうると潤っていた。

　酔って良い気分になった他の騎士達は、お店の中にいる女性にあくまでも紳士的に絡んでいたり、寝ていたり、饒じょう舌ぜつになってペラペラお喋りをしていたりと自由にやっている。

　ここではそれが普通なのか、店主も食器を拭きながらそれを笑って見ていた。とても平和な空間だと思った。私やゾゾさんが普段から行っている場所のほうがきっと治安は良いのだと思うが、それとはまた違う良さというものがある。

「アルウェスも飲めほら」

「言われなくても飲んでます」

「ここじゃあそんな行儀の良い飲み方は邪道だぞ？　もっと豪快にいかんか、豪快に」

　団長はいつ移動していたのか、ロックマンがいる席に座って豪快に酒を飲み干している。アルケスさんとゼノン王子もそこに座っていて、絡まれているロックマンを若干憐あわれみながら見ていた（ように見えた）。

　ウェルディさんは団長に追いやられたのか、向かい側で杯に口をつけて飲み物を飲んでいる。他の女性達は果物を食べながら、近くにいる者達同士で話をしていた。

「団長の隣より、私はうら若い女性の隣が良いんですが。正直むさいです」

「俺が変化の呪文で女に化けてやろう。それに夜遊びはこれからだぞ」

「カルディアナとテイリー、そっちに行ってもいいかな」

「やっだ是非どうぞ！　いらしてください！」

　女性陣の所へ逃げたロックマンは、女性達に歓迎されて席まで誘導されている。

「女に逃げるとは、俺はお前をそんな風に育てた覚えはない」

「男を癒してくれるのは酒か女。と殿下と共に貴方には教わりましたけど。間違ってませんよね」

「正解だ」

　男共の最低な会話が聞こえたが、とりあえず手元にあるお酒を飲み干す。酒の場での会話ほど、酷ひどいものはない。私は酔ったことがないので人様の醜しゅう態たいしか見たことはないが、お酒は本当に怖い物だと思う。

　所長や他の職員の人達と飲みに行った時だったか、男の職員が羽目を外しすぎて、所長のことを『嫁いき遅れっすよね〜』とからかったことがあった。

　その後の職員のことは、だいたい察せるだろう。

「こんなに……、うっぷ。強い、とは……」

「大丈夫ですか？」

　ドログフィアさんは口に手を当てて頬を膨らませている。

　もしや。

「う！　……うぇっ」

　大丈夫なのかと聞いたと同時に、彼は胃の中の物を吐き出した。

　それはもう思いきり。顔色も真っ赤から、空の青とは似ても似つかない不穏な青ざめた色をしていて、言葉に出さなくとも気持ち悪いという気分が伝わってくる。

「そんなに飲むからですよ！　ああっ、ナナリーにかかっちゃったじゃない」

「大丈夫だよニケ。ドログフィアさん、手洗い場に行きます？」

「ぅ……ぷ。ごめんね、ナナリーちゃん」

　いつ名前呼びになったのか気になったが、とりあえずそんなのはどうでも良い。

「こんなのは……ひょいっと！」

　指を一振りして、青い一枚着のスカートに着いた吐と物ぶつを綺麗に落とす。

　昔ベンジャミンの服にシミを付けてしまった時に、必死になって覚えた魔法だ。大した魔法ではないが、それなりに役に立つ。

　床の汚れは店主も慣れているのか、雑ぞう巾きんを遠くから操って掃除をさせている。

　ドログフィアさんの口に付いた汚れは、白いハンカチーフでふき取った。

　青くなっていた彼の顔は、どことなく赤みが戻ったような気がした。

「大丈夫ですよ。ほら、手洗い場に行きましょう」

「ナナリーちゃん！」

　すると片膝をついたまま、ハンカチーフを持っていないほうの手を握られる。

「俺、今本当に終わったとか思ってたんだけど、終わって無かった!!　……うっ」

　やはりまだまだ酔いは抜けていないらしい。

　あまり大きな声は出さないほうがいいですよ、と背中を擦る。

　酔っぱらいの介抱は慣れたもので、目の前で吐かれても特に気にはしない。ただ本人の状態は心配なので、良くなるようにと全力で面倒はみる。厄介なことに酔いは治癒魔法ではどうにもならないので、二日酔いの薬を薬くす師しから買わなくてはいけない。

　お酒の席に行くときは持っていくようにはしているが、今回は急でありこんなに飲むとも思っていなかったので持ってきていなかった。

　一生の不覚。

「おお？　凄いなこの量は。誰が飲んでるんだ？」

「これですか？　ハーレのこの子ですよ。ね、ナナリー」

　団長の声がさっきより近くで聞こえる。

　振り向くと、手洗いに行っていたのか手を濡らした団長がテーブルの横に立っていた。ロックマンも行っていたのか、その後ろにいるのが見えた。

「凄いな。やっぱり騎士団に来てくれたら良かったんだが」

「ハーレの所長さんに怒られますよ」

「しかしこれだけ飲めるなら、あの酒はどうだろうか」

　団長はそう言うと、ちょっといい酒を持ってきてやるから待っててくれ、と店主の所へ行ってしまった。

　ドログフィアさんを手洗い場に連れて行こうとしていた私だが、私が連れていくわよ、とニケが彼の襟元を掴んでズルズルと引きずって行ってしまう。

　取り残された私は手持ち無沙汰になり、その場に居合わせたロックマンと目が合ってしまった。

　ロックマンはテーブルの上にある樽を見たあと、再び私に顔を向ける。

「それにしても……」

　まじまじと、どことなく物言いたげな目つきで私を見た。

「これほどまでに可愛げのない女性を、僕は初めて見たよ」

　言いたいことは分かるが、女性がたくさんお酒を飲んで何が悪いというのか。悪酔いはしないし、咎とがめられる謂いわれはない。

　金銭の問題に関しては、お金も一応持ってきているので心配もない。飲んだ分は払わせていただく。

「ああどうもおほめにあずかり光栄です。誰もアンタに可愛いなんて思われたくないし。こんな私でも可愛いって言ってくれる人を見つけますから」

「可愛いね」

「嫌がらせ！」

　ブワァッと鳥肌が立った。

「待たせたな。んん？　アルウェスも飲むか？」

「もしかして地獄コラスィ酒ですか？」

　鳥肌が立った腕を擦っていると、騎士団長が一本の透明な硝子ガラス瓶を持って戻ってきた。

　ロックマンはそれを見ると直ぐに何のお酒なのか分かったのか、眉根を寄せて団長を見る。

「コラスィ……地獄？」

「これはな、別名竜殺しの酒とも言われているやつだ」

「物騒な名前ですね」

「これで倒れなかったら大したもんだぞ。このアルウェスでも一杯半が限界だったからな」

「ロックマンが？」

　ロックマンが飲めない。

　私が飲める。

　ロックマンより飲める。

　それすなわち、私の勝利。

「飲みます！」

　直ぐさま手をあげた。光より速い。

　これを二杯飲めば、私はコイツに勝ったことになる。

「ナナリー正気!?　地獄酒よ!?」

「パラスタさん、いいんですよ。たぶん私に勝つだとか、くっだらないことを考えているんでしょうから」

　止めに入るゾゾさんをロックマンが片手で制した。

　思考回路を完全に読まれていることが気に食わないが、その間にも団長はトポトポとコラスィ酒を杯に注いでいる。

　無色透明の綺麗な液体は、地獄という恐ろしい名前には似つかわしくない姿をしていた。

「ほら飲むといい」

「はい」

　団長から渡された杯に、敵へと挑む姿勢で唇をつける。

　二杯、二杯だ。二杯飲んだら、きっと薔ば薇ら色の明日が私を待っている。

「ん？」

　しかし酒を口に入れた瞬間、全身を焼けるような熱い衝撃が襲った。

「んんっ!?」

　まだ喉にも通していないのに、頭をガツンと巨人にでも殴られたように、血脈がドクドクと騒いでいるのを感じる。

　こ、これは。

（え、やだ、なんか目が）

　テーブルにガンッと肘をついて、目め頭がしらをおさえた。

　気持ち悪いなどの不快さはないが、視界にある樽がブレて見える。たった一口、しかもまだ飲み込んでもいないのにこの威力。

　なるほど、これが酔う、という感覚なのか。

　初めての酔う感覚に、見た目には出さないが内心ワクワクしたものが込み上げる。楽しいものではないけれど、未知の感覚を体験出来たということは、探求心の強い私にとっては良い経験になった。

　けれどまだ口にあるこれを飲まなくてはいけないので、意を決して顎に力を入れて飲み込む。

「くっ──なに、これ」

「君、自分がすでに樽二つ分も飲んでいるのを忘れているだろう。加えて竜殺しの酒を飲んで、何ともないなんてことがあるわけがないじゃないか」

「……う」

　ロックマンは私の目の前で、団長がコラスィ酒を入れていたもう一つの杯を手に取り、軽々とそれを口に流し込んだ。

「美味しいとは感じないけど、確かに竜を殺せるかもね」

　コイツ、なんでそんな平気な顔で……。

　しかも前回はそれを一杯半も飲んでいたなんて、コイツの身体というか舌は麻痺でもしておかしくなっているのではないか。でなければ、あんな飲み方はあり得ない。

「おい大丈夫か？　やっぱコラスィ酒は酒豪でもクるか」

「ナナリー？　気持ち悪くない？」

　団長とゾゾさんが、心配そうな面持ちで私の顔を覗き込んだ。団長に至っては、こりゃテオドラにどやされそうだ、と後ろ首をかいて眉を垂れ下げている。

「う、ん。気持ち悪くない、ですけど。身体が熱くって」

「でしょうね。顔がさっきより真っ赤だもの」

　水飲む？　と彼女は口元に水の入ったグラスを持ってきてくれた。

「酔わしちまってすまん。ああ、だが君等のところの所長には内緒で頼む」

「所長たぶん滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ怒るよ、グロウブ」

　アルケスさんも来たのか、団長の肩に手をかけると、私を見て苦笑した。あれだけ飲んでも酔わないヘルが酔ったと知れれば、今まで以上に嫌われるかもしれないね、と半ば団長を脅している。飲むと返事をしたのは私なので、団長が怒られるのは可哀想だ。

「しょうがない、今日はここでお開きにするか。ほら男共は次、ドルモットの店に行くぞ。女達は気をつけて帰れ。ハーレの君達も付き合ってくれてありがとうな。久々にアルケスさんとも話せてよかった」

「いいや、こっちこそ」

　お開きということで、酒場に居た騎士達は席から立って、食べ終わった食器類を丁寧に片していた。普通は片付けなくても良いのだが、どうやらいつもお世話になっているからと毎度カウンターまで運んでいるらしい。

　私も手伝おうとすると、近くにいたゾゾさんに貴女は座っていなさいと言われて止められた。自分だけ動かないのが申し訳ない気がして落ち着かなかったが、結構早く片付いてしまい、そんな気分も長く続かなかった。

「もうお開きなのね。ナナリー、コラスィ酒飲んだんですって？」

「ニケ……」

　ドログフィアさんの介抱が終わったのか、ニケが席に戻って来た。ブロンドの美しい髪が、私の肩に触れた。

　彼はどうしたのかと聞けば、あそこ、と指を差される。指された先を見てみると、そこには騎士の仲間に抱えられたドログフィアさんの姿があった。

「ニケ、ありがとう。私が、酔わせちゃった、のに」

「良いのよ。でもアルウェス隊長に対抗するのも良いけど、自分をもっと大切にするのよ？」

「うん」

　まるでお母さんのような慈愛に満ちた瞳に、胸が温かくなる。ニケが将来選ぶ人が羨ましい。きっと良いお嫁さんになるし、良いお母さんになるだろう。私には一生無縁なものかもしれない。

「まさかナナリーがここまで飲む奴だったとはな。大丈夫か？」

「殿下……。ありがとう、ございます」

「ニケがいれば止めていたんだろうが、ドログフィアの介抱をしていたから仕方がないか」

　ニケの横にゼノン王子が立つ。友人とはおこがましくて言えないが、無理ない範囲と近い距離で接してくれる彼は、同世代の中でも尊敬に値する人物だ。

　一方ロックマンはそんな私達をよそに、指を振って自分の座っていた椅子からローブを引き寄せていた。

「全く、男の夜遊びには呆れるものがあるわね」

「でも隊長とか貴族の人は、身分の低い庶民相手じゃないとそういうのって駄目なんでしょう？」

「ま、私達はとっとと帰りましょうか」

　騎士の女性達はあくびをすると、団長達に挨拶をして店内から出ていく。

「アルウェス隊長、また明日よろしくお願いします」

「ああ、また明日ね」

「ええまた明日」

「またね」

「また明日ですよ！」

「うん、また明日。気をつけて帰るんだよ」

「はい！」

　長い別れのやり取りをしているのはウェルディさんで、また明日です！　と名残惜しげに店から出ていった。ああいうところが可愛いのだろうなと思う。ロックマンも笑って送り出していて、可お笑かしそうにしていた。貴族の女性達にはない必死さが、逆に新鮮で良いのかもしれない。

　女性達が出払ったあと店内に残ったのは男性のみで（ニケとゾゾさんはいる）、女性陣に次いで皆店から出ていく。

「あ……待って、寮に、ドレスある」

　けれど私は行こうとするロックマンのローブの裾を、椅子から立ち上がって素早く掴む。タダでは帰さない。なんて女を捕まえようとする変態男のようなことは言わないが、手ぶらで帰すわけにはいかなかった。

　掴まれたほうは首を捻って私を見る。そして自分の掴まれたローブの裾と私の顔へ視線を交互にやると、面倒くさそうな目つきで言葉を吐き出した。

「ドレス？」

「白の、公爵様から……借りたやつ。返すから待って」

「いいよ返さなくて。持っていればいい」

　そして早く店を出たいのか、裾を持っている私を気にも留めずに出口へと向かって行く。なので私はまるでソリにでも乗っているかのように、床の上を滑っていた。騎士の人達は何事かと私達を見ている。

　けれど何とか引き留めようと、渾身の力を振り絞りローブを自分のほうへ引き寄せた。

　うっ、とらしくない声を上げたロックマンは、振り返って私をひと睨みする。

「駄目、渡すの今日」

「なんで」

「見るだけで不快なの」

「なら一生不快でいればいいじゃないか」

「嫌だ」

　もう一度引っ張ると今度はロックマンの膝がぐらつき、奴の顔が目の前に来る。いつものような余裕ある目つきとは違い、どこか怠だるそうな物もの憂うげな目で私を見てきた。

「あのね、僕はあっちに行きたいんだけど」

「アルウェス隊長ー！　置いていってしまいますよー！」

　どこか違う店で飲み直すのか、周りの男の騎士達が、ドルモットの店の女の子は皆可愛いんだよなー、酒は微妙だけどなー、と意気揚々とこの酒場から出て行っている。

　ロックマンもそこへ行くのか、仲間や部下たちに呼ばれて手を振られていた。

　しかし、逃がすものか。

　もうコイツとは金輪際会うこともない。自分から会いに行くのも嫌だ。ならば今しかないではないか。

「離してくれないか馬鹿娘」

「行くまで離してやるもんですか」

　黒いローブを握り締めて離さない私の頭を、ロックマンは片手で鷲掴みにして離そうとする。

　負けじと私も引っ張るが、一向に事態が進まないので次はどんな手を使って引き留めてやろうかと考える。ここは女神の棍棒を使って、空間転移でロックマンも巻き込み寮へ連れて行くのも良いだろう。そうすればドレスを直ぐに渡して、またコイツをそのドルモットの店とやらに空間転移で送ってやればいい。

　我ながら良い方法だ。

「すいませんねウチの子が」

「いいえ、大丈夫ですよ」

　アルケスさんが後ろからそっと私の手を掴んで、ロックマンのローブから私を離そうとする。握り締めていた手はそれを拒んだが、彼が出てきては私も何だか悪いことをしているような感じがしてしまったので、強く握り締めていた黒いそれから、しょうがなく手を離した。

　トンと背中をアルケスさんの胸に預けると、ヘルはコラスィ酒禁止だ、と小さく咎められる。私は仕方なく、はーい、と口を窄めてロックマンを見た。

「何よ馬鹿。この女好き、ちゃら男、美形、優秀、高身長っ」

「良くも悪くも本当に正直ね」

　ゾゾさんが隣に来て私の額を撫でる。

「パラスタさん、寮はハーレの近くですか？」

「え？　ああ、直ぐ裏です」

「仕方がないので、送りついでにドレスを持って帰ることにします」

「え？」

　アルケスさんに寄りかかっていた私は、さっきまで私を頑かたくなに離そうとしていたはずの奴に腕を引っ張られた。

　前のめって、トットット……と片足だけで三歩進む。

「ほら行くよ」

「……行くの？」

　急に行く気になったのか、ロックマンはそのまま私を店の外まで連れて行くと、召喚魔法で自分の使い魔を出していた。

「ユーリ、ハーレまで頼む」

「これはナナリーさま、お久しぶりですね」

　黒いリュンクスが私に向かってお辞儀をしている。

「ゆーり？」

　僕の背中に乗ってください、と背を差し出されたので、私は誘われるようにその背中に跨またがった。ララより少しゴツゴツしているが、生き物特有の温かみを感じられて良い。乗り慣れたらそれはそれで心地よいのだろう。

　首もとをぎゅっと抱き締める。

「団長、私は少し遅れて行きます」

「よし。じゃあ俺達は先にな。気を付けろよ」

　じゃあ行くよ、と後ろからロックマンの声が聞こえた。

「アンタ生意気よ」

　背中が暖かい。夜風が冷たくて、身体に灯ともっていた熱が幾分か冷めてきた気がする。

　夜空がいつもより近くて、私は今空を飛んでいるのだろうかと上を眺めた。やっぱり星はいつもよりちょっぴり近くて、頬を撫でる風に目を閉じた。

「君ねぇ……」

「きみきみうるさいハゲ野郎」

「酔っても口はやっぱり悪いな」

　私は酔っていない。

「あと私乙女だった」

「知ってる」

　あ、知ってるんだ。

「今度会ったらアンタを背後から襲ってやる」

「なら襲われる前に食べてやろう」

　意味的に、やられる前に私をやるつもりらしい。

「美味しくないから食べ物ちょうだい」

「美味しくないかは食べてみないと分からない」

　どうせ普段から美味しい物を食べているんだろうな。

　舌が肥えているだろうから、旨うまい物を沢山知っていそうだ。

「二日酔いには気を付けて」

　その言葉を最後にお腹に手を回され、グンと身体を後ろに持っていかれたあと、私はこの王国の空を滑りあがっていった。







「……あれ？」

　翌日、起きたら私は寝台の上で寝ていて、身体にはふかふかの布がかかっていた。

　頭が痛いとかはないが、あの地獄酒を飲んでからの記憶があやふやで、いつ頃帰ってきたのかを寮母さんに聞くと「超絶イケメンがお姫様抱っこで貴女を運んできたのよ〜。直ぐ帰っちゃったけど」とポヤポヤと頭にお花を咲かせながら笑顔で言っていた。

　焦った私がゾゾさんに聞き込むと、ロックマンにドレスを返すと言ってきかない酔った私を、奴が寮に連れ帰ったのだという。

　……連れ帰った？

　そして血相を変えて部屋に戻った私の視界には、変わらずドレスが映り、しかもそこには紙が引っ掛かっていた。

　その紙には、

『コラスィ酒。君、一口。僕は一杯半。じゃあね、君の負け』

「……」

　とりあえずビリッビリに破いた。


　ハーレ就業編・五

「半年以上過ぎたけど、どうかしら？」

「何ですか？」

　いつものように受付の席で書類をまとめていると、所長が前に回り込んできて私にそう言った。

　どう、とは何がだろうか。

「仕事も今はまだ依頼人受付と事前調査だけだけど、違う仕事もやってみる？」

　書きかけの文章をそのままに、私は筆を止めて瞬きをする。

　ハーレで働き始めて半年と二ふた月つきが過ぎた。

　記憶探知が使えるようになった私は、あれから事前調査にたびたび駆り出されるようになり、今座っている受付の席には一人で座ることも多くなった。対応が分からない時や判断しかねる時などは、まだまだ助けを求めることはあれど、今の仕事に慣れてきているのには間違いなかった。

　けれど慣れてきた時が何事も一番怖い時なので、気を抜かずにこのまま頑張っていきたい、と寝る前には必ず気合いを入れて寝具の中に入っている。油断大敵、それが私の座右の銘めいである。

　記憶探知が出来るようになった切っ掛けが憎たらしい奴の助言というのが私の自尊心を切りつけてやまないが、結局はなんだかんだとやっぱりアイツのおかげでもあるので感謝はしている。寧ろ敵に塩を送るようなことをしたロックマンに同情さえする。素直にありがとうと言ったら良いのではないかとゾゾさんに突っ込まれたが、ありがとうと開口一番言おうとした私の口を塞いだのはあっちなので、もう言うつもりもない。

　というか、言ったにも等しい。

　それに白いドレスはやはり返したいので、手間がどうとかもう一切関係なく、ドーラン北郵便魔術所に手続きに行き、アレは小包にして公爵家へと送った。

　私が誰で送り先の公爵家とはどんな関係で、どのような経緯で荷物を送るのか、等々事細かに書類を書かされた。

　これだから貴族の家に郵便を使うのは嫌なのだ。

　マリスに手紙を送るのはもう慣れたものなので手がかかろうがどうしようが構わないが、今回はワケが違う。面倒な上に面倒なことをしなければならない。面倒なことは大嫌いだ。最近は嫌いなこと続きでお尻から火を吹きそうである。もう本当に嫌だ。

　だというのに、この間まさかまさか、小包が送り返されてきたのには頭が痛くなった。

　寮母さんから、はいこれ、と渡されたそれを上手く受けとれずに床に落としたのは私のせいではないと思いたい。

　何故送り返されてきたのか、と荒ぶる気持ちを抑えながら北郵便の受付の人にそれは丁寧にお伺いを立てに行ったが、返ってきた言葉は『アーノルド家は特別でして、郵便魔術所を通してのお荷物はお受け取りになりません』だった。

　ならば書類に記入するときに言ってくれれば良いじゃないか！　何故言わなかったんだ！

　そんなこんなで結局あれから二ヶ月経ってもアレは部屋にある。ちらついて嫌なので、この前とうとう衣装箪だん笥すに仕舞ってしまった。粗末な服を一番上の引き出しから全て出し、何も無くなったそこへドレスをポイと入れた。いや、丁寧に入れた。

「違う仕事ですか？」

「ソレーユ地の受付に行ってみる？」

「それは……南の？」

「違うところでやってみるのも良いでしょう。依頼の内容も目新しかったり、それに今後手伝いで行くこともあるでしょうから、今のうちに行ってみて慣れさせるのもね。ハリスやゾゾもたまに手伝いに行っているし、寮に住んでいる子達が多いから初めましては少ないでしょうし」

　所長が言うソレーユ地。ハーレ魔導所は国の北におかれているが、別の所にも小さく分かれた魔導所がある。別店と言えば分かりやすい。

　ハーレの本体が私のいるここであることには間違いないが、それでは南地域やここから遠い場所から来る人達（依頼人や破魔士）が大変なので、王国内には他に三つの小さな魔導所があった。

　そして全部の魔導所とこの本部とも言うべきハーレは、架け橋と呼ばれる魔法の扉で繋がっている。

　扉はこの建物の裏側にあり、そちらのハーレに配属されている人達は、職員寮から毎日その扉を開けて勤務地へと赴おもむいている。

　なので他の魔導所で何かあった時などは、その扉を使って直ぐに所長や私達に事態を知らせたり出来るようになっていた。つまり、どこの魔導所であろうと、所長が不在なハーレはないということになる。彼女に用事があれば、架け橋の扉を開ければいいだけだ。所長が休みのときは仕方ないが、大抵彼女の不在時はアルケスさんがいるので、実質副所長の彼に話を通せば早い。

　一度大変だったのは、魔物が多いと言われている南側で、そちらの魔導所の建物が魔物に襲われたという時だった。

『お、おおお落ち着いてください！』

　私は急いで扉から助けを求めに来た職員に、とりあえず水を出した覚えがある。

　人が少ない時に襲われたようで、しかも魔物は無駄にデカかった。四体もおり、音もなくやって来たのだという。

　そんなもの対処のしようがないし、周囲に張ってある退魔の陣を破られてしまったのだから、どうしようもない。所長が退魔の魔法陣を南の魔導所に張り直したけれど、またいつ襲ってくるかも分からない。

　あちらのほうが魔物退治の依頼が多いようで、よくこちらにも回ってくる。共有というより、魔物退治の依頼が多いわりには破魔士が少なく、こちらのほうが意欲的な破魔士が沢山いるためであるのだが。

「そっちでひと月やったら、ちょっと早いけど破魔士に対応する受付につきましょ」

「本当ですか!?」

　仕事中なのに、つい大きな声を出してしまった。

　何人かの破魔士がこちらを向いたので、恥ずかしくなり思わず視線を下にやる。

　けれどこれは嬉しい。

　ずっとどんな所だろうと気になっていた他の魔導所に行けるのに加え、私の憧れていたお姉さんが座っていたあの受付の席に座れる日がやって来るなんて夢のようだった。ハーレに就職出来たこと自体夢のようなのだけれど、憧れていた人と同じものになれるというのは、それ以上に込み上げてくるものがあった（まだなれてはないけど）。

「あっちは魔物退治の依頼が多い分、事前調査が沢山あるから気をつけて」

「はい」

「ナナリーが記憶探知を使えるようになってくれて、本当に良かったわ〜。うちで使えるのは私を除いてアルケスとオーカルとパルマにヤックリン位だから」

「役に立てているなら良かったです」

　また何よりハーレ魔導所の一員として、皆の役に立てるのが嬉しい。

「じゃあ明日からお願いね」

「はい！」

　それからはウキウキしながら仕事に臨んだ。
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「あの、依頼なんですけど……」

「こんにちは。どうぞ掛けてください」

　休憩を挟んだのち先輩と交代をして席につくと、早速依頼をする人が受付に声をかけてきた。

　三十代くらいの、少し線の細い男性。身なりはあまり綺麗とは言えず、服はヨレヨレでシミが付いているのが見てとれた。

　だからと言って男性自身も汚いかと聞かれたらそうでもなく、臭においもしないし寧ろ整髪料の香りがした。

　席へ促して座ってもらうと、男性はため息を吐き出す。

「最近夢見が悪くて、悪夢ばかり見るんです」

「悪夢ですか？」

　目の下に隈くまがあるので、もしかしたら私が思うより年齢は若いのかもしれない。

　男性の名前はヤーマン・クラック。聞けば年齢は二十五歳、らしい。自分の予想していた歳より五歳以上下だったので、驚いたと同時にやっぱり、と納得した。顔は老けているというよりも、疲れが溜まっているような感じで全体的に疲労感が漂っている。目も半開きで、目線は私の顔より下を向いていた。

「それに、起きたら部屋の中が毎度ぐちゃぐちゃになっていて」

　泥棒かと思ったが、しかし何も盗まれてはおらず、ただ荒らされているのだという。悪夢を見てペストクライブを起こしてしまった可能性もあるが、定かではない。本人曰くペストクライブでなったような荒れ方ではなく、紙がグシャグシャになっていたり本が破かれていたりと、まるで人が荒らしたような状態だったらしい。

　聞いていて気味が悪い。

　体験していない私が気味悪くなるのだから、彼はもっと切実なのだろう。

「身体も怠いのですか？」

「……正直、疲れを通り越して、最近はぼうっとしています。薬師のところで薬を出してもらっても駄目で、治癒魔法も効きません」

　悪夢が酷く、起きた時には必ず部屋の中が荒れている。

　悪夢の内容は黒い何かに追いかけられているということしか覚えてはいなくて、起きて書き記そうとしても、その時には部屋が荒れていてそれどころではなかったらしい。

　藁わらにもすがる思いで何とかならないかとハーレに来たのだと彼は言った。

　起きた時に毎回部屋が荒れていたら、冷静でいられる人間のほうが少ないだろうに。何度も起きているとはいえ、慣れるものでもないと思う。

　治癒魔法にも種類は色々あるけれど、薬が効かないものは治癒魔法で、治癒魔法で治せないものは薬で、と何かしら上手く世の中は出来ている。怪我ならまだしも疲れを取るぐらいの薬や治癒魔法ならいくつも存在するはずだというのに、そのどちらも効かないというのは些か奇妙なことであった。

　さて、どうしたものか。

「ヘル、彼を記憶探知で見てみればいいんじゃないか」

「アルケスさん」

　後ろで書類整理をしていたアルケスさんが、依頼人に人差し指を向けて私にそう声をかける。

「もしかしたら夢見の魔物かもしれない」

「魔物!?」

　私が声に出すより早く、男性は驚きょう愕がくした顔で固まった。

　夢見の魔物？

　彼の言う魔物が分からないので困った目を向けると、アルケスさんは依頼人に向けていた指を自分の額にあてて、うーん、と考え込むように目をきつく閉じた。

「昔同じようなのがいたんだ。人間の夢に入り込む魔物ってやつが」

「夢……」

「そいつは悪夢を見せて、さらに夢遊病のように人間を操り身体も精神も疲れさせる。そして最後にはその人間を食べるんだ」

「た、た、食べる!?」

　食べるという言葉に衝撃を受けたのか、男性は椅子から降りて後ろに引いた。

　どのような魔物が過去にいたのかは、ハーレの資料室に記録として残されており、その夢見の魔物と言われた魔物の情報も探せばあるという。

　それならば対処法が載っていたりするかもしれない。

「クラックさん、確認のために貴方自身の昨夜の様子を辿っても良いですか？」

「お、お願いします！　別にやましいことはないし」

　本人の確認をとった私は、アルケスさんの言う通り彼に向けて指を回し、記憶探知をすることにした。本当は席から離れて人目に付かないところでやるのが好ましいのだけれど、彼の怯おびえようを見るとかえって人の多いところでやったほうが良さそうだと判断する。

　そうして指を回していると、クラックさんの前に昨日の彼の様子が映し出された。夕飯を食べているところで、まだ眠りには入っていない。もう少し遡さかのぼろうと指を回すと、今度は寝ているクラックさんの姿が見えた。その様子はどこか苦しそうで、手を伸ばして何かから逃げているような、もがいているような感じに見える。

　すると寝ていた彼は急に起き上がり、目を赤く光らせて部屋の中を徘はい徊かいし出した。家具に手をやるとそれを容赦なく倒し、近くにある本や服を手でビリビリに引き裂いたりしている。その間にも彼の口からは人ならざる者の声が漏もれていて、『ギャルル、グリュュ』と獰どう猛もうな野生動物のような、けれどそれとも違う気味の悪い音がしていた。

　これはもしかしたらアルケスさんの言う通り、彼は夢見の魔物というものに取りつかれているのかもしれない。

　目の前でこの記憶を見せられたクラックさんは、信じられないものを見たように目を丸くして頬をヒクつかせていた。こんな状態の自分が信じられないのだろう。私だって自分がこんな姿で夜な夜な暴れていたと知ったら、彼以上に目を丸くし、あげく気絶していたかもしれない。

　けれどこれで部屋の中が何故ぐちゃぐちゃに荒らされていたのかは説明がついた。クラックさん自身で部屋の中を荒らしていたのだと。

　なので問題があるとすれば……。

「退魔の魔法で引き剥はがすしかない。それに長たけた破魔士で、魔法型は風の奴のほうがいい」

　私の隣でそれを共に見てくれていたアルケスさんは、解決法があると言って提案をしてくれる。

「風ですか？」

「この魔物は空気や、風に乗って移動するんだ。流れを操れる風の魔法使いのほうがやりやすいだろうから」

　もっとも、これが本当にその夢見の魔物と同じものなのかは判断しかねるが、と言葉終わりに言われたが、どのみち魔物であるのには間違いなさそうだった。

　ならばやることは一つ。

「ではクラックさん、この依頼は魔物案件のためと命にかかわる点も含めまして、緊急で出させていただきますね」

「僕、大丈夫でしょうか」

「なにがなんでも、貴方を悪夢から救ってくれる方を見つけますので。もし心配でしたら、今日はここで過ごされますか？」

「良いんですか？」

「家のほうが良いのなら無理にとは言いませんが、一日でしたらここではお金があれば料理も食べられますし、夜中も休まずやっています。依頼を受けてくれる破魔士が現れれば直ぐに取りかかれて、良いかなと私は思ったのですが……」

「いえ！　心細かったので、そうしても良いのならここにいさせてください！」

　クラックさんの返事に頷うなずいた私は、制服の白い袖を捲まくって依頼書の作成に取りかかる。

　そして依頼書を書き終えたのち、彼には端の席で休んでもらうことにした。念のため寝ないようにと注意はしたけれど、あの隈を見る限り寝てしまいそうである。

「最近は魔物が多くなりましたね」

「まぁ時期的に、花の季節は魔物退治の依頼が多いんだ。……じゃあ俺は資料室に行ってくるから、なんかあったらゾゾとハリスもいるから頼るといい」

「ありがとうございます」

　アルケスさんに頭を下げたあと、私も明日資料室で魔物について調べてみようかと決める。資料室には過去の依頼書や破魔士の依頼完了記録等が残されており、私はよくそれを見て依頼書の書き方を学んだりしていた。それに町の本屋かと思うくらいに大量の本が所蔵されていたので、調べものや何か面白い小説を読みたいなと思った時も利用している。

　それから数刻して、クラックさんの依頼を受ける破魔士の男性が現れ、彼はその人と一緒にハーレから出ていった。やっと安眠出来るかもしれない事態に、クラックさんは泣きながら破魔士の男性に『ありがとうございます！　ありがとうございます！』と何度も御辞儀をしていた。あまりの迫力に男性の背は仰け反っていた。

　とりあえず、どうか解決出来ますようにと祈るばかりである。




　　　＊　＊　＊　＊




「花の季節になったし、そろそろ花渡しが始まる頃ね」

　仕事が終わったあと、今日も今日とてゾゾさんと共に私は草食狼の店に夕飯を食べに来ていた。

　お肉が食べたい、と彼女が言ったときは、きまってこのお店に来る。外食主義のゾゾさんは自炊を一切しないので、私は若干心配になったが、幸せそうにお肉を頬張る姿を見ていると何も言えなくなる。それにこのお店には兎うさぎ鳥どりの串刺しもあるので、食べに誘われると嬉しくてしょうがない。

　結局はどっちもどっちなのである。

「恋する乙女はウキウキじゃないのかしら」

　お肉を刺したフォークを片手で遊ばせて、ゾゾさんは楽しそうに言った。

　今、ドーランは花の季節。

　花の季節は恋の季節とも言われている。

　ドーランの季節は三つに分かれており、暖かく花が国中に咲き誇る季節は『花の季節』、寒くなり雪が降りだす季節は『空離れの季節』、比較的過ごしやすく日も長い風の心地よい季節は『光の季節』という。

　三つの季節のうち最も長いのが光の季節であり、一年の半分は光の季節だった。けれど光の季節もひと月前に終わり、今王国中は花で彩られていて、町を歩いていると花弁が舞っていたり、道端には色とりどりの花が景気よく咲いている姿が見えた。

「ゾゾさんは誰かに花を渡すんですか？」

「私？　私はいないわね。それに私、今回の運勢悪いらしいの」

　ゾゾさんは暗い顔で、私に例のあの流行誌を見せてきた。いつも持ち歩いているので、持っていることには驚かなくなった。部屋でも外でも仕事中でも、隠し持っていることは既に知っている。

　とりあえず、どれどれ、と私は記事を見てみた。

『花の季節二月目生まれ、地の魔法型、女性。今月の花の季節はあまり男性との接触はしないほうが良い。花渡しはせずに見守りに徹せよ。無理に押した場合、とてつもない不幸が訪れるばかりか、嫁の貰い手は無くなる』

　……。

「いやあの、そこまでハッキリと」

　彼女の言う通り、その記事にはそう書いてあった。

　なんて失礼な記事なんだ。もしこれが所長の占い結果で本人に見せたら、確実にこの占い師は顔面を潰される。

「占い魔術師『メラキッソ様』の占いは伊だ達てじゃないのよ。きっと私と同じ花の季節二月目地の魔女の子達は花渡しなんてしないでしょうね」

　可哀想に、とは言いながらも自分だけがそうではない状況にほくそ笑んでいるゾゾさん。花渡しなんて幸せなことやらせるもんですか、なんて呟いている。

　目が怖い。

　というか寧ろそこまでさせるメラキッソ様の占いが怖い。けれどこれだけゾゾさんに影響を与えるのだから、結構当たるのかもしれない。魔法はともかく、占いというものはあまり信じていないので、それほど興味はないが。

　ちなみに花渡しというのは、花の季節にあるお祭りのような国の行事のようなものだ。

　花の季節二月目の初日に、王様とお妃きさき様が王の島から王国へと降りて来る。そして豪華な馬車で町を回り、国の安泰を祈って馬車に積んだ花を撒まいて行くのだ。

　しかし、花渡し、という言葉はそこから来たものではない。

　王様とお妃様が国に降りて来た日、その日に意中の相手や結婚相手に花を贈る風習を、花渡しの儀と呼ぶようになったのだ。

　王様とお妃様は、古いにしえの教えから神と同等の存在とされている。流石に今はむやみに王族を神格化して見てはいないが、それに近い存在と認識されていた。

　結婚の際にはドーラン王国の建国神、プラマーナに誓いを立てる。建国神、つまりゼノン王子の御先祖様のようなものだ。

　なので王族が降りて来る日、その日に愛を伝えることは特別なこととされているのである。花を渡すようになった理由は定かでないが、誰かが最初に花を渡して、徐々にそれが広まっていったのだろう。

「あら？　これまだやってたのね」

「『氷の魔女募集！　王妃の侍女は貴女だ!!』……本当ですね。しかもだんだん謳うたい文句がダサくなってきてます」

　占いの記事の下に、あのハーレにあった募集の紙と同じような内容の文章があった。ハーレに貼ってあったやつは剥がしてしまったので、もうない。

　はたして応募があったのかは分からないが、この記事の文面を見る限り、あまり集まってなさそうだった。

　とうとう流行誌にまで手を伸ばしてきたあたり、必死なのだろう。

「ナナリーは生まれはいつなの？」

「私は空離れの季節、一ひと月つき目生まれです」

「空離れの季節、一月目、氷の魔女は……と」

　指先で文字をたどりながら、彼女は空離れの季節の欄を探す。

「仕事は上手くいく。財産は貯まることだろう、ですって」

「やった！」

　人間というのは単純なもので、良いことを言われると、たとえ信じていなくても嬉しくなる。

「で、恋愛のほうは」

「恋愛はいいですよ。興味ないですし」

「私は興味あるからいいの。で、恋愛は」

　他人の色恋になると妙に張り切る点では、私も人のことは言えない。

「『情熱の炎に触れたら最後、溶けて無くなるのは貴女自身。花の季節二月目は火型の人間に気を付けよ。接触しなければ吉。雷型の男は運を運ぶだろう』ですってよ」

　楽しそうな声でそれを読み上げたゾゾさんは、さらに楽しそうな顔で私を見た。

「火型って沢山いますし、気を付けよって言われてもですよね」

「でも雷型の男が運を運んでくれるって書いてあるから、雷型の人に花渡ししたら？」

「それ見境ないです！」







　夕飯は実に美味しかった。デザートが食べられないくらいに食べたけれど、結局ぺろりとココット鳥の甘卵煮も平らげてしまった。ココット鳥の無む精せい卵らんは何も味付けをしなくとも甘いので、お菓子作りには重宝されている。いわば調味料いらずの自然食。それとは反対に、塩辛い卵を産む鳥はゴゴット鳥といい、お菓子作りには向かないが、料理にはよく使われている。

　でもこれら二つは少々値段が高いので、節約をしている私にとっては無縁の食材であった。外食をしている分際で言えたことではないのだが。

「ゾゾさん、おやすみなさい」

　寮に帰って、部屋の前で別れようとする私達。

　寮の造りは三階建で、私や彼女の部屋はその最上階である三階にあった。この階にはハリス姉さんも住んでいて、仕事でもそうだが、普段から仲間と顔を合わせることが多い。

　ハーレは基本木造だが、屋根や外の壁は煉れん瓦が造りで、この寮も同じような造りをしていた。なので寮住まいをしていないというか寮住まいが嫌いな人は、揃そろって『仕事が終わったのに仕事場にいるみたいで嫌だ』と言う。

　確かにそれは否定しないが、部屋に入ればそんなことは微塵も感じないので私は快適に過ごさせてもらっていた。必ずしも寮に住まないといけないことはないが、大半の職員は寮で暮らすことを希望している。

　既婚者は家を建ててそこから通っている人が殆ほとんどで、恋人がいる人は部屋に相手を連れ込むことが出来ないので近くの宿と契約してそこから通っていたりする。

　けれどそんな人達は少数で、この間は内緒で女の先輩が恋人を連れ込んでいる所を目撃してしまった。男避よけの呪文やそういう魔法は寮には張られていないのですんなりと入れるのだが、寮母さんの目を掻かい潜くぐってでもここで過ごしたいなんて、変わっているなと思う。こんな所じゃ落ち着けないだろうに。

　と、一緒にそれを目撃していたゾゾさんに話したら『危険な程盛り上がるんでしょうね〜？』なんて眉をピクピクさせながら親指を噛んでいた。

「お休みー。あ、待って！　そうだ、ナナリーにコレあげるわ」

　お互い別れるはずだったが彼女にそう言われて、慌てて部屋の中から取って来たものを胸に押し付けられる。勢いが凄くて、一瞬姿勢を崩した。

　押し付けられたものを手に取って見てみると、それは彼女がいつも手にしているあの流行誌であった。食事中に見せられたものと同じもの。

　まじまじとそれを見て、私はゾゾさんに目を向ける。

「これを私に？」

　肌身離さず大事にしている物を、特に興味も何も抱いていない私にあげるとはどうしてしまったのか。しかもこの流行誌、何だか真新しい感じがする。彼女が草食狼の店で見せてくれた物より、買って間もないような状態だった。表紙には皺しわらしい皺も、捲めくったために出来る紙の反りも見当たらない。

「鑑賞用、読む用、保管用、配る用にいつも四冊買ってるのよ」

　戸惑う私に、彼女はそう言って懐ふところから同じ流行誌を私に見せて笑った。

　それは初耳である。

　しかし保管用と鑑賞用は同じではないんですか、と軽くツッコんだら、馬鹿おっしゃい！　と声を張り上げて否定された。なんでも彼女に言わせれば天と地ほどにその扱いは違うらしく、まず鑑賞用はその美しい表紙を家具小物のように飾り立てて眺める一方で保管用は万が一他の物が〜うんたらかんたら……。と、しばらく延々とその違いについての話を聞かされた。

　とりあえず雑誌を作っている人達にとって彼女は良い読者なのであろうことは分かった。

　それじゃあこれは配る用なのか、と手にしている雑誌をもう一度見る。

「今日話してみて、やっぱり確信したわ」

「はい？」

「貴女はもっと色んなことに目を向けてみるべき」

　腰に手を当てて、私にビシッと人差し指を向けると、はっきりとした口調でそう言われた。

「ナナリーったら仕事のことはグイグイ聞いてくるのに、他のことになると何の興味も示さないじゃない」

「仕事好きですもん」

「またやっているのねゾゾは」

「ハリス姉さん」

　隣の隣の住人、ハリス姉さんが眼鏡を頭に掛けて部屋のドアからひょっこり顔を出した。

　お風呂上がりなのか、髪が濡れていて頬も赤く上気している。眼鏡をしていないのでこちらが見えにくいのか、目を細めて私達を見ていた。

　部屋は離れていても声が響いたのか、気になって出てきちゃったわ、と頭の眼鏡を目元に下ろして鼻び骨こつをかく。

「私もゾゾから何冊か貰ってるのよ。恋人持ちの人間を見ると舌打ちするくせに、私達みたいな妙に男っ気の無い人間には変に勧めるのよね」

「自分が出来ないから、せめて友人達が潤ってくれないかと思ってるだけよ！」

「はいはい分かったってば」

　廊下に出てきた彼女は、とても男には見せられないような格好で、裸にバスタオルを一枚巻いただけの姿だった。女子寮住みを経験してきた身としてはそのことに驚きはしないが、廊下にそんな姿で現れると変な動悸がする。ニケやマリスがいたらきっと『女の子なんだから恥じらいを持ちなさい！』なんてことを言われそうだ。

「ゾゾとナナリーは明日ソレーユ地に行くんでしょう？」

「ええそうよ。そこで一ヶ月座ったら、ナナリーは晴れて一人前になるの」

「頑張ります！」

　拳を握ってまだ見ぬ明日と自分に闘志を燃やしていると、だから仕事以外にも楽しいことがね……とまた長い話を聞かされそうになったので、おやすみなさいと挨拶をして自分の部屋に逃げた。バタンと閉めた扉の外では、まだ二人が部屋に戻る気配はなく、微かすかに話し声が聞こえてきていた。私はゾゾのほうが色々心配よ、いやハリスのほうこそ等とお互いに言い合っているのが分かる。

　一息ついて寝台に寝っ転がるが、あの流行誌は変わらず私の手にあり、返すのも忍びないので机の上に置くことにする。

　参考書や辞書、図鑑で埋め尽くされている私の部屋に、その一冊の本はやけに目立って見えた。

　そういえば、と今日の朝に寮母さんに手渡されたマリスからの手紙を読もうと、机の引き出しから赤い封筒を取り出す。

「マリスもまめだ〜」

　そんな風に言いながらも鼻歌を歌ってしまっている時点で、私も大概であった。

『ナナリーへ。お元気？　なんて言葉はもう聞き飽きたでしょうから、きっと元気でやっていると思っています。……なんて、それにしても貴女ねぇ！　私が一週間に一度は手紙を書いているというのに何故貴女は二週間に一度なの!?　まるで私が重たい女みたいじゃないの！　貴女からの返事は二通に一回よ！　一回なのよ!!　……全く、筆不ぶ精しょうにもほどがあるわ。ちなみにアルウェス様には三日に一度手紙を送っていますけど、ちゃんとお返事がくるわ。彼は屋敷にいることが少ないから城宛に出していますけど、貴女も彼を見習ってお手紙を書いてくれたらいいのに。そういえばもうすぐ花渡しが始まるわね。貴女は相変わらず恋のこの字もなく、ご両親に花を贈るだとか友人に花を贈るだとか無駄な花渡しの時期を過ごすのでしょうけど。たまには心躍おどるような（私を躍らせるような）話を聞かせてちょうだいよ。社交界の会話は、貴女やニケ達のお蔭で退屈にしか感じなくなってしまったわ。──追伸。花の季節二月目の初日、王の島に行くのだけど、その日はどこも仕事がお休みでしょうから、会えたら会いましょうね。マリス・ヘスティア・ラブゴール・キャロマインズより』

　手紙の文面を見つめたまま、私は再び寝台へ転がった。

　気になる箇所がいくつかあるが、まず私は彼女の言う通り筆不精なのだとは自覚している。書類作りなどは最も早はや朝飯前なのだが、友人への手紙はなんだかとても書き難にくい。手紙よりも直接話をしたいというか、これでも試行錯誤して二週間に一度で書き上げているつもりだ。筆ふで忠ま実めな彼女からしたら物足りないのだろうけど、仕方がないので今度は一通のうちで返せるように努力はしよう。

　それに何より、ロックマンが三日に一度来る手紙に返信していることに並々ならぬ闘争心が湧いた。

　あいつに出来て私に出来ないなんて癪しゃくにさわる。

　というかよくお互い三日に一度も手紙が書けるものだ。

　どうなってんだ貴族は。

「赤い封筒……」

　マリスが便箋を入れてくれた封筒を眺めた。

　赤。そういえばマリスは火型の魔女だったな、と思い起こす。

　あと、あのベンジャミンも火型であった。

　よく考えてみると、どちらも恋に情熱的である。燃え上がりようが半端ないというか、情熱の炎という言葉がしっくりくる二人であった。

　ロックマンも火型ではあるが、あれは情熱というより炎上と言ったほうがお似合いだろう。あの女性ホイホイが女に刺されるのも遠い話ではない。

『情熱の炎に触れたら最後、溶けてしまうのは貴女自身』

「……ないない」

　火型はざらにいるし、いちいちあの占いを気にしていても仕方がないだろう。しかも溶けるってなんだろうか。物理的に？

　封筒にマリスからの手紙を入れ直したあと、私はお風呂に入って寝ることにした。







　翌朝、私は所長の指示通り裏の扉前で待っていた。

「ソレーユ地は人が少ないから困ったものよ」

「うちって人手不足なんでしょうか？」

　ゾゾさんも一緒に行ってくれるので、今は二人そこに並びながら今日のことについて話をしていた。

　早朝は花の季節といえど、少し冷える。空気が冷めていた。

　けれど日差しは暖かいので深緑の香りや、道端に咲いている花の香り、魔導所の周りに咲いているキュレットの花の香りが冷えた空気の中でも漂っていて、良い気分だった。懐かしいような、昔嗅かいだことのあるような匂いが、私の心を落ち着かせる。

「人手不足っていうか、まぁそうね……人手不足よね。だって今年の新人は貴女一人だけだし、でも取るのは成績上位者だけだから人数が絞られるのも無理はないんだけど」

「試験制とかにはしないんでしょうか？　それならたくさん来そうですけど」

「それは皆でも話していたんだけどね。現に中途で入ってきたアルケスなんかは、所長の試験を受けて入ってきたもの。……たまに、こんなの誰でも出来る仕事だろう、なんて嫌味を他人に言われることもあるんだけど」

　破魔士の人で、仕事がうまくいかなかった人や、魔導所の食事処どころでお酒を飲んで酔っ払った人等にそう言われたことがあるのだと言う。

　それを聞いてムッと眉を寄せた私に、シワが出来ちゃうわよ、とゾゾさんは眉間のシワを指で押して伸ばしてくれた。

「私達の仕事は、地味だけど命もかかってるし、破魔士や騎士団に比べればそりゃ大した仕事じゃないんだろうけど。でも依頼人の命も、破魔士の命も守るために私達がいるのよ。だから事前調査であえなく命を落としてしまった人も過去にはいるし、危険な依頼かそうではないかを見極めるためには私達がいなくちゃいけない。馬鹿にされようと何だろうと、それだけは変わらないの。もちろん破魔士達のことは尊敬しているけどね」

「皆いつも、笑顔でハーレの受付にいる先輩達しか知りませんもんね」

「ふふ、損な役回りでしょ？」

　彼女はおどけて言う。

　私もハーレへの就職を目指すまでは表側しか見えていなかったので、どうしてたくさん勉強して魔法を学んで良い成績ではないといけないのか分からなかった。それに友人達にハーレへ就職すると明かした時も「なんでそんな所に？」と不思議そうに言われていた。

　皆からすればやはり、そんな所、なのだ。

「でも騎士団の人達とは外の仕事の時によく会ったりするから、お互いの仕事は理解しているし尊敬もしあっているのよ。だからアルケスのように騎士団からハーレへ転職する人もいるし、持ちつ持たれつね」

　騎士団の人達はハーレと連携をとることもあるので、仕事面に関してはお互いに楽ではないことは理解しているらしい。

「だからと言ってはなんだけど、騎士団に恋人がいる子、結構いるのよ」

「え、そうなんですか？」

「この前ダリアがほら、連れ込んでたじゃない」

「あれ騎士の人なんですか？」

「全くもう、仕事中だっていうのにね！　出会いの場じゃないのよ外仕事は！　所長なんか未だに独……いたっ」

　白しら魚うおのようなすらりとした手に、ゾゾさんはペシッと脳天を叩かれた。

「独、なに？」

　白でも黒でもない、ハーレの職員とは違う青色の、踝くるぶしまである裾の制服に身を包んだ所長が私達の後ろに立っていた。同じく青色の丸い大きな帽子を被っていて、笑っているのか笑っていないのか分からない微妙な顔をしてゾゾさんを見ている。よく見れば口元がヒクついているので、笑ってはいないのだろう。背が高いので威圧感がある。

　スカートのように広がっている袖口が、肘まで捲れていた。

「独……独特な色気を纏まとった良い女ですよね」

「ありがとう」

　ゾゾさんの弁明に些か満足したのか、所長は機嫌良く頷く。

「ゾゾ、ナナリーをお願いね。この用紙の通りに案内もよろしく。あとあっちは北より少し暑いから、制服の仕組みも教えてあげてね」

「はい」

「じゃあナナリー、いってらっしゃい」

　一通りゾゾさんへ頼み事をすると、所長は彼女の隣にいる私の頭を撫でた。

　はい、と元気よく返事をするつもりだった私だけれど、所長の笑顔を見て動きが止まる。

「どうかした？」

「ナナリー？」

　所長は私の頭に手を置いたまま、不思議そうに目を丸くして顔を覗き込んできた。

　ゾゾさんも私の様子に首を傾ける。

『いってらっしゃい』

『お帰りなさい、お疲れ様ですね』

　聞こえるはずのない女の人の声が、耳の横を通る。

　私は所長から目を離さないまま、二、三度、瞬きをした。

　──この感覚を、私は憶おぼえている。それは私が遠い昔に、ハーレで初恋のような一目惚れのような、そんな感情を抱いた時のこと。

　私はその時全く動けなくなって、その人の笑顔が酷く眺しく思えて。

　太陽でも月でもなく、星のようにキラキラと輝いて見えたんだ。

　あの人が何歳だったのかは分からない。

　けれどその時の光景は私の脳裏に強く残っている。癖のない茶色の長い髪、その茶に赤が混じった、夕焼け色のような穏やかな瞳、それが孤を描いて私へ向けて微笑みを作ったのだ。

　いつもそこに座っていて、笑顔で皆を迎えてくれる綺麗な受付のお姉さん。

　なぜ会った時に気づかなかったのだろう。

　もう何度も顔を合わせていたのに、こんな場面で気づくなど。

　実は違うかもしれない。

　でも私は、記憶力だけは良いのだ。

　私の人生を大きく変えてくれたその人は──。

「所長って、やっぱり良い女ですよね」

「何言ってんのよ馬鹿ね。ほら、気をつけてね」

　期せずして知れた憧れの人に、私は高鳴る胸を押さえながら、架け橋の扉を開けていった。







　南のソレーユ地にある、小さなハーレ魔導所。

　先輩達からの話によれば、北の本部より気温は少しだけ高いらしい。同じ国でも気候には若干ズレがあるので、光の季節はともかく、暖かくなる花の季節は長袖では流石に過ごせないのだという。だからといって汗が滴したたり落ちるほどではなく、ただ動き回ると額に汗が滲にじみ出てきて、湿っぽくなって些かダルくなるのだと。

　動き回ればそれは血行も良くなって体温が上昇するし当たり前だと思うので、先輩達の言っていることは私自身よく理解出来ていなかった。

　だから着いたら分かるのではないのかと思ったのだが。

「ちょっとベル!?　何してるの!?」

　そうして未まだ見ぬ南と繋がっている架け橋の扉を開けた私の視界には、何故か裏の休憩所で裸に近い格好で地面に寝そべり、日光浴をしている女性の姿が映った。

　気候がどうとか湿り気はどうだとかは一瞬で吹き飛んだ。

「ん？　あれ、早いじゃない」

「早いじゃない、じゃなくて！」

　姿を認めて即、ゾゾさんは地面に寝転ぶ彼女へ向けて地団駄を踏んだ。

　ベリィウェザー・ランドン先輩。同じ寮に住んでいて、皆からは愛称でベルと呼ばれている。地の肌は白いのだろうが、日に焼けた肌はゾゾさんの褐色肌とは違い小麦色で、クルクルとうねっている肩までの金髪は、後ろでひとつ縛りにしていた。

　ベルさんは寝転んだまま私の姿も認めると、手を上げて「ナナリーおはよう」と声をかけてくれる。私もおはようございますと返したが、胸と下半身しか隠れていない姿が気になって仕方がなかった。こんな所でそんな格好をしていたら、男の職員に見られてしまうかもしれないのに。

　周りをキョロキョロ見回して心配気な表情をする私の考えが読めたのか、ベルさんは大丈夫よ皆慣れているから、と手を横に振って笑った。

「仕事前はいつもこうしているのよ。天気は良いし今日は日にっ勤きんだし、前にも言わなかったっけ？」

　確か以前、誰かが言っていたことがある。

　それは仕事中で、結構露出した格好の破魔士の女性が、依頼を受けにきて仕事をしにハーレから出ていった後の受付での会話だった。

　その女性を見たハリス姉さんが、まるでベリィウェザーみたいな格好してるわね、と話していたのだ。寮できちんとした服装をしている彼女しか見たことのなかった私は、いまいち分からず首を捻ったものである。ゾゾさんも実際には見たことがなかったのか、あんな格好をしているの？　とハリス姉さんに聞いていたのを覚えている。たまに手伝いには行っているものの、彼女のそんな姿は見たことが無いのだと言う。きまって噂されている状態が早朝のことらしいので、夜間にしか手伝いに行ったことのないゾゾさんは知るよしも無かったのだ。

　それを思い出して改めて彼女を見てみると、凄いな、と変に感心してしまう。

　己を貫いているというか、我が道を行くというか、周りの反応は特に気にしてはいないのだろう。まず気にしていたらそんな半裸に近い格好は出来やしない。

　対して周りからしたら少しは気にして欲しい所なのだが、彼女が言っている通りソレーユ地の人間は慣れてしまっているようなので、もう仕方ないのかもしれない。

「聞いてたけど何て格好よそれは」

「仕事前の聖なる衣装〜」

「やめたほうがいいわ」

　同僚の姿に親切に助言をしたゾゾさんは、額を押さえたあと私に向き直る。

　イラッとした時や困った時にこめかみを押さえるのだが、呆れた時には額を押さえる癖がある彼女。黒い艶のある髪が、額から退いた手にかき上げられて、後ろにサラリと流れた。

「ナナリー、所長にも言われたけど、制服の仕組みっていうか、ちょっとした扱い方を教えるわね」

「扱い方ですか？」

「ええ」

　扱い方って何だろうか。着方ならまだしも、そんな道具を扱うみたいな言い方が気になる。

「ナナリーはまだ知らなかったのね」

　ゾゾさんの後ろで相変わらず寝そべったままだったベルさんは、すると気分が変わったのか、ゾゾさんがそう言った途端近くへやって来た。周りに服などは置いていないので、その半裸のような状態のまま歩いてくる。知らないって何がですか、と聞こうとした私だったけれど、それよりも服を着ませんかと言ったほうが良いのかと悩んだため、黙ってしまった。

　その様子にベルさんから訝しげな目を向けられたが、まぁ何も言わなくて良いかと頷いて、教示をしてくれるらしいゾゾさんを見る。

「皆の制服はそれぞれ性能が違うのだけど、同じ部分があるのよ」

「三本の線と色ですか？」

　ハーレの制服はギグネスタイ・ネロから出た一着のみで、汚れはしない。泥が付いても払えば簡単に落ち、汗は吸収するが、溜め込みはしなかった。しかも臭いも付かないため、洗濯はしなくていい。ほつれても破けても直ぐに元通りになるので、機能性抜群である。

　私は何も付いていない真っさらな白い袖をポンとはたいた。

「そうなんだけど、それ以外にも一つあってね。極端に暑い日もないし、まだ空離れの季節でもないから使うこともなかったんだけど」

　そう言うと、彼女は自分の制服の長い袖をクルクルときつく腕捲りした。そして反対側の袖も同じように捲り上げる。何を始めるんだろう、と二の腕の真ん中辺りまで捲ったそれを見ていると、ゾゾさんはそこの部分に息を吹き掛け始める。

「あれ？」

　すると不思議なことに、その捲った部分が無くなり、完全な半袖になった。華奢な彼女の細い腕が、そこから見えている。

　目をパチクリしている私を見て、ベルさんが笑う。

「本当にコレ不思議よね。私も初めて知った時そんな顔してたわ」

　不思議というか、ハーレの制服は得体が知れない。私の制服は所長が以前言っていた通り無効化衣装で、どんな攻撃もものともしない服だ。雷を受けても撥はね返し、炎に焼かれても身体は焼かれない、自分が扱う魔法以外のあらゆる魔法が無効化される。

　そんな、私が持つのも腰が引ける制服だった。

　一方ゾゾさんの制服は透明になれるという特徴を持っていて、七色外がい套とうの魔法を使わなくとも最いとも簡単に姿を消すことが出来る。見せてもらったことがあるけれど、まるで空気に溶け込むように見事に視界から消えていた。気配もまるで感じられず、とりあえずこの制服を着ているのがゾゾさんで良かったな、と思ったのだった。

　だってもしこんな身を簡単に隠せて気配も消せるものを男の人が持っていたとしたら、なんか嫌だ。偏見になってしまうとは分かっていても、この自分より小さな先輩が持ち主だと思うとしみじみと安心感が芽生える。

　まぁそもそも、そんな人物にギクネスタイ・ネロがこの制服を与えることなんてないのだろうけど。

「どうなってるんですか!?」

「私もよくは分からないんだけど、息を吹き掛けて制服の形を変えられるのは持ち主である本人だけで、息じゃなくても、ちょっと汚いけど涎よだれでも血でも、涙でも構わないの。その部分に触れるのがその人間の体液なら、なんでもね」

「息で十分ですね」

　すかさず答える。

「で、戻したい時は、その部分を引っ張りながら息を長く吹き掛けるの。ちょっと頭がクラクラするけど、そんなに難しいことではないから大丈夫よ」

「まー制服の基本の形は変えられないけどね。ナナリーのスカートをズボンにするのは無理だし。ゾゾの下した衣ぎを逆にスカートに変えるのもダメ。長くしたり短くしたりは出来るけど」

「なんか面白いですね」

　新しいおもちゃを手に入れた時のような高揚感がある。

　私も早速やってみようと、ゾゾさんと同じく袖を目一杯捲り上げて、その捲った部分に息を吹き掛けた。中々変わらなかったが、十秒くらい吹き掛けた所で捲った部分が消えていくのを確認する。パッと消えるのではなく、徐々に、徐々に、そっと消えていった。

　そうして涼しくなった腕を感動故にブンブンと振った時、先輩達の言っていた湿り気のある微妙な暑さを理解する。

　確かに何となく、何となくだけれど北より若干汗をかきやすくなったかもしれない。風は涼しいのだが、日差しが少し違う。それに湿り気というのは空気中の湿り気などではなく、自分のかいた汗が身体にまとわりついてそう感じているのだと分かった。

　花の季節は暖かいものだけれど、ここ南に関しては暖かいという言葉では言い表せない。だからと言って暑いというほどでもない。

　なかなかこれは難しいので、先輩達も私に説明するのは大変だったろう。

「面白いっていうか変よね」

「同感」

　二人の先輩に見守られながら、私は暫しばらく制服の変化を繰り返して楽しんだ。短くしたり長くしたり、たったそれだけだけど、変化を見るのは魔法が初めて成功した時のような達成感とはまた違う満足感がある。それにまた不思議なことに、私の制服の袖口や裾には青い蔓つる模様があるのだが、短くなっても変わらず袖口には模様が浮かんでいた。捲った時は見えなくなってしまったものの、息を吹き掛けるとたちまち半袖になると共に模様も出現する。

　そうこうしている内に勤務の時間が迫っていたのか、扉からは違う職員の人が次々と出てきて、私達の輪に入ってきた。私が制服の仕組みを初めて知って興奮していると聞いた彼らは、皆揃って爆笑していた。そんなに笑わなくても、とジト目で見るも、あまりにも新鮮な反応だったから〜と腹を抱えながら言われる。とりあえずソレーユ地に来た感想としては、愉快な人が多いなという印象だった。

　男の先輩もベルさんの姿を見ては、まだそんな格好をしているのかと呆れながら頭をはたいていた。







「これがここの掲示板よ」

　ソレーユ地の魔導所は、本部のハーレの半分の半分くらいの大きさだった。ざっと四分の一くらい。

　職員の人数は十人で、破魔士の受付に三人、依頼人の所に二人、後ろの席で事務仕事をしている男の人が二人、外の仕事をしている人が三人だとベルさんから説明をされる。外の仕事をしている内の一人は、記憶探知を扱える男の先輩、ヤックリンさんだった。ヤックリンさんは私の同級生のお兄さんで、ハーレに入った時は姓と顔の特徴も相まってかすぐにピンときたものだ。年の離れた兄がいるとカーラ・ヤックリンから聞いていたので、思いきって尋ねたら見事に一致。ハーレ本部でも時折見かけるので、普通に挨拶くらいはしている。好青年という言葉がピッタリと当てはまる人で、三十代四十代が多いハーレの男性陣の中では、二十五歳と若い部類にいた。

　なので、それゆえか、女性職員からの人気は高いらしい。

　加えて独身というので恋人のいない人達は目を光らせているみたいなのだが、噂によると幼馴染みの彼女がいるのだという。ゾゾさんがコソッと教えてくれたのだが、なんでそんなことを知っているのかと逆に疑問に思ったくらいだった。

　ベルさんとゾゾさんに建物内の案内をされて、手洗い場から休憩所、資料保管室に仮眠所、カウンター内からの景色を中に入って見させてもらった。ソレーユ地にいる人とは初対面でもないので、軽く挨拶をする。よろしくねー、と快く迎えてくれて嬉しい限りである。

　ベルさんも白い制服に着替えて、仕事仲間に私が一ヶ月ここで働くことを伝えてくれた。

　そして一通り回った後は、ベルさんが掲示板の所に私とゾゾさんを連れてきて内容を見せてくれた。

　じっくり見ようと目を凝こらしたが、じっくりと見なくとも大体どんな依頼が多いのかが一目で分かる。私の目が良いとかではない。

　ハーレ本部の掲示板と比べると、魔物退治系の依頼書がそこにびっしりと貼ってあったのだ。

「随分と魔物関連の依頼書がありますね」

「一個終わったらまた一個、それが終わったら二個来るような状態よ」

　私の言葉に頷くように、ベルさんはため息をついて項うな垂だれる。

「花の季節は特にそうだから、はやく過ぎてくれないかしら」

「ベルも何だかんだと忙しいものね。それに魔物だけじゃなくて変質者も多くなるから困ったものよ」

「頭がお花畑になっちゃってるんじゃない？」

「言えてる」

　確かに最近は魔物系の依頼も多いが、変な奴に付きまとわれているという女性が恐こわ々ごわと依頼に来たり、子どもを狙った愉快犯が児童所を襲ったりと傍はた迷めい惑わくな出来事が多い。児童所の場合は王国の騎士団である第五小隊、通称「国民お助け隊」が対応してくれたらしい。第五小隊は国の治安を守る隊であり、他の隊とは違って町中でよく見かける。

「ベリィウェザーはいるかな」

　カラン、と魔導所の扉に付いている鈴が鳴る。

　北の魔導所には無いので、まるで小物屋や料理屋みたいだと思った。

　男の人の声がして、三人でそちらを振り向く。

　ベルさんに用事があるのか、彼女の名前を呼んでいた。まだ朝も早いので破魔士はそれほど来ておらず、それだからか男の人の声はやけに建物内に響く。

　しかし声を聞いて振り向いたと同時に、私は気がついた。

「なんだ、そこにいたんだね。一ひと月つきで現れた南の魔物の数と、物ぶつの特徴を記した資料はある？　今回も急ぎで悪いけど」

「まぁ隊長さんよくいらっしゃいました！　ええ、ありますよ！　ちょっと待っててくださいね」

「ありがとう。助かるよ」

　近くに寄ってきたそヽのヽ男ヽに柔らかく微笑まれたベルさんは、上機嫌で答えると、ピョンピョンと飛びはねながら事務室のほうへ駆けていった。

　さっきまでの項垂れた彼女の姿はどこへやら。

　もしかしたら来客の前では笑顔以外を見せないのがベルさんの信念なのかもしれない。

　だからけして、こヽのヽ男ヽに好かれたいからとかじゃないと思うのだ。いや、思いたい。

　険しい顔をしだした私に、ゾゾさんが顔を寄せて耳打ちしてくる。

「ソレーユ地は、騎士団第一小隊の管かん轄かつなのよ。うちにも定期的に第三小隊と第八小隊の人がくるけど。月に二度こうやって情報を渡して、魔物が増えないように騎士団の方で予防線を張ってくれたりしているの」

「なるほど。……そうなんですか」

　ベルさんがいなくなった受付に佇たたずむ男。

　つまり私の横に立っているわけなのだが、顔を上げて目を細めて、その男の顔を見る。

　二ヶ月前と違う所を挙げるとしたら、今日はローブのフードを被っていないという所だろうか。

　半袖にしている私からすると暑苦しい以外のなにものでもない全身黒の騎士服は、見ているこちらが汗をかきそうである。

　けれど汗ひとつ見せず涼しげにこちらを見下ろす奴の赤い瞳は、珍しい物でも見たような、単に馬鹿にしているような目にも見えるのだが、片眉を上げて瞬きをしていた。笑顔とは似ても似つかない。

　人様の感情の機微はそこまで分からないが、先程までニコニコとしていた人の良さそうな笑みはどこへやら。目の前にはゾゾさんがいるというのに、ここまで態度を一変されると、いっそ清々しい感じさえする。

　しかし、その月に二度しかしない情報交換の場に、なんて確率で居合わせるのだと私は心の中で肩を下げた。私は何か悪あしき呪いにでもかかっているのではないかと思う。

　今度神殿にでも行って身体を浄化してこようと、さっそく次の休日の予定を立てた。悪いものは一刻も早く祓はらいたい。

「君、もしかして──左さ遷せん？」

　ロックマンは、ついにあの所長に見限られたのか、と眉を下げて心底心配しているとでも言うように哀れな目で私を見てきた。

　この野郎好き勝手言いやがって。

　荷物を送り返されるわ、お酒では負けるわ（自業自得）、不ぶ様ざまにも寮に送られるわ（自業自得）、寮母さんにあれから変な勘違いをされるわで、二ヶ月経ったと言えど鬱うっ憤ぷんがぶり返す。ほぼ自業自得なことばかりなのだが、それでも悔しくて仕方がない。

「人聞きの悪いことを言わないでくれる」

　鏡を見なくとも、自分の顔がひきつっているのが分かる。

　私は、ゴキッゴキィッと両手を合わせて指を鳴らした。

　指を鳴らすと指が太くなるらしいが、そんなことは気にしない。むしろ太くなって逞しくなるのなら、是非にでも太くなってほしいものである。

　ロックマンは男にしては鬱陶しいくらいの長さの金髪を、邪魔なのか耳にかけて、しんどそうな面倒臭そうな顔で私を見ていた。不ぶ躾しつけな表情である。

　その余裕綽々な顔が一番解せないのだということを、こいつは分かっていてやっていそうな気さえする。

「しかもここの人に失礼なんだけど」

　今日は珍しく他の団員は見当たらない。

　今日は、と言えるほど団体でいるところを見たことはないけれど。

「そうだね、ごめんね。ああ、分かっていると思うけど今の謝罪は君にじゃないから」

「小こ童わっぱめ！」

　今度は何の躊躇ためらいもなく、私はコイツの足を踏みつけようと足を上げる。本当は魔法を使いたいが、魔導所の中なのでそれはやめておく。私にも慈悲というものはあるので、骨を粉砕するくらいで留めてやろうと心に決めた。

　しかし私の動きに反射的になのか対応したロックマンは、足をサッと退のけて攻撃を回避する。逃げたな、と悪態をつくと、奴は心外だと言って私の足を踏み返そうと、右足を狙って足を出してきた。

　けれど、私も簡単にやられるような女ではない。

　サッと奴と同じように避ける。

　そして今度こそ踏み潰してやろうとロックマンの左足を狙うが、また避けられて床をダンッと空踏みした。

　ダンダンダンダンダンダン……。

　無言で繰り返される私達の無駄なようでやはり無駄な攻防は、ベルさんの「え……何これ」という声がしたことで終了した。

　結局足は踏めなかったが、アイツも私の足は踏めなかったので引き分けということになるのだろうか。

　今は何事も無かったような顔でベルさんとカウンターのほうで仕事の話をしているが、先程女の足を踏み潰そうと躍やっ起きになっていた姿とはえらい違いだ。

　苛いら立だちを紛らわせるため腕を組んで、隣にいるゾゾさんに癒しを求めようと彼女を眺める。

　けれど彼女も私を見ていた。そして目が合うと「貴女って何でそんなにアレなのかしら」としみじみと言われた。アレとは何だろうか。だが彼女の表情からするに貶けなされているわけではないと分かったので、とりあえずよく分からないがスミマセンと謝った。

　またしても仕事中だというのに我を忘れてしまった自分が恨めしい。悪気は無いのだが、そろそろ私も大人にならなくては。いやもう大人だが、精神的にきっと大人になりきれていないのだと思う。もう少し心に余裕を持ちたいものだ。

　いつまでも掲示板の前に突っ立っているのもなんなので、ゾゾさんに案内されるがままカウンターの中に入っていく。

　勝手は少々違うが基本やることは同じなので、外の仕事に出かけるという依頼人専用受付の二人と交代して席に座らされた。さっそく座らせてもらってしまっても良いのだろうかとソワソワしていた私だが、交代してくれた先輩二人が、来てくれて助かった、とホッとしながら言ってくれたので、そんな心配は何ど処こかへ飛んで行った。少なくとも彼らは、私みたいな新人でも必要としてくれている。掲示板を見ても分かるのだが、とにかく事前調査の量が多いのだろう。一刻も早く依頼書を作成するためにも、時間と人員が欲しいというのが彼等の背中からヒシヒシと伝わってくる。

「じゃあまだ依頼人も来てないみたいだし、今のうちに所長に頼まれていたアレ、やっちゃいましょうか」

「そうですね」

　私はさて、と溜まっている依頼書をゾゾさんと見ることにする。

　実は所長に、本部へ回せそうな依頼書があったら選んでおいてね、と言われていたのだ。北のほうが破魔士も職員もいるので、効率的に回せるらしい。

　留め具のついた木板に挟まっている依頼書を、一枚一枚彼女と手分けして目を走らせる。

　筆は自分のものがあるので、ベルトに引っかけている袋の中から取り出して用意する。緑色を主体とした、金の蔓模様がある筆。私の制服にある模様と同じようなものだ。

　このペロペペーネの文具店で買ったお気に入りの緑の筆は、ハーレで働き始めて初めて出たお給金を握りしめながら、店の中で吟味して買ったものである。

　ペロペペーネは、北の町でも知られている少しお高い文具を扱っている店だ。王族御ご用よう達たし、ではないけれど、よく中流、上流貴族が出入りしている。しかしお高くとまったお店ではなく、お金をしっかりと払えば小汚なかろうと快く相手をしてくれた。緊張した面おも持もちで店の扉を開けた私を、笑顔で迎えてくれた店主のおじさんのことは今でも忘れない。物腰柔らかに接客をしてくれて、どんな手に指に、どの筆が一番合うのか、というのを店の中を回りながら親切に教えてくれた。そして、けして売り付けるようなことはしなかった。説明してくれたあとは、あとはごゆっくり、何かあったら声をかけてくださいね、と好きに選ぶ時間をくれた。

　どの職業にも尊敬に値する人達がいる。

　もしかしたら、ハーレの人に出会っていなかったら、今この瞬間私は文具店の店長を目指していたかもしれない、と思うほどに良い店だった。

　それを思い出すと、先程までの不快感は忘れて仕事に没頭出来る気がしてきた。こういう面でも、やはりあの店は良い店なのである。まぁ店というか、店主のお陰だろうか。

『夜になると湖のほうから壁を突くような変な音が聞こえる。日中魚釣りをしている近所の人間が、黒い影を湖の中に見たと言っていた。もしかしたら魔物かもしれない。魚の死体も上がるようになってしまったので、どうにかしてほしい』

『小さな丸い虫のような黒い物体が、ここ数日家の壁から剥がれない。日増しに肥大しているようで、関係があるかは分からないが、庭の魔法植物が比例するように枯れていっている。またそれが原因なのかは定かではないが家族の体調も優れないので、原因解明と共にまずは壁の黒い物体を除去してもらいたい』

『鋼はがね山やまへ向かう途中、狼のような紫がかった黒い魔物に出くわした。急いで逃げたが、それからは鋼山に行けず、必要な山菜が採れない。退治をお願いしたい』

　目を通して、本部へ持ち帰る物は右へ、持ち帰らない物は左へと置いていく。

　勿もち論ろん自分だけの判断ではなく、ゾゾさんに必ず確認を取ってからだ。彼女も彼女で私にも意見を求めてくれるので、慎重に、順調に捌さばいていけている。

「この三つはうちのハーレでも大丈夫ですかね」

「そうね、良いと思うわ。これはどうかしら」

「北寄りですから良いと思います。確かその近くにいつも来てくれる破魔士がいましたよね」

「経験豊富だから、彼女にやってもらえれば尚なお良いかもしれないわ」

　ハーレに仕事を求めて来てくれている破魔士の情報を、私達はだいたい頭に詰めている。

　もちろん破魔士達の個別の資料はあるにはあるが、いちいち見ていたらきりがないので、顔と名前でパッとその人が何型でどんな仕事をこなしてきたのか、経験内容も思い起こせるようにしていた。だからといって資料を全く見ないで仕事を提供するわけではなく、しっかりと破魔士と相談しながら仕事を決めてもらっている。

　流石に住んでいる正確な場所までは覚えていないが、どこら辺に住居を構えているのかはある程度は認識するようにしていた。

　なので破魔士専用の受付では、受付のお姉さん達がその情報を頭の中で整理しながら、相手の希望に沿いかつ一番適任と思われる仕事を紹介するのだ。

　なので基本、ハーレの人達は抜群に記憶力が良い。

「これと、これも大丈夫でしょう」

「そうですね」

　一度作業を始めたら、あとは早い。ゾゾさんはテキパキと書類を捌いていき、私も微力ながら丁寧に捌こうと文面をしっかりと最初から最後まで読んで紙を減らしていく。

　事務仕事は好きだ。この書類が減っていく快感がなんとも言えない。目が疲れるし魔法は使わないため、つまらない地味な淡々とした作業になるけれど、こんな過程もあってこその仕事なのだ。

　そうして集中しながら、依頼人が来たら対応出来るように扉のほうにも意識を向けていると、扉に付いている鈴がリンと鳴る。北のハーレほど重厚な造りではない扉は、建て付けの悪い木の床を踏んだときのような、軋きしんだ音を立てて開かれた。私がいつも聞く音とはやはり違う。その開閉音と鈴の音に反応して、視線を下から前に向ける。

「隊長」

　しかし依頼人か破魔士かと思っていた私は、先程入ってきたロックマンと変わらない服装をした女性を見て、また視線を下に戻した。カツカツと靴の音を響かせながら、彼女がこちらとは反対側にいる人物に近づいて行ったのであろうことが分かる。

　なんだ、奴は今日一人きりではなかったのか。

　破魔士はまだ来ておらず、また私達も静かに仕事をしている。だからか、そこまで広くないこの魔導所では、距離は離れていても彼等の会話が耳に入ってきていた。

　途切れ途切れの単語からするに、外で待っていた第一小隊の彼女は、ロックマンが中々戻って来ないので痺れを切らして様子を見にきたらしい。書類を受けとるだけ〜、早く城に戻る〜、まだ仕事が〜、など他にも色々聞こえるが、耳に入れるだけ邪魔になるので意識的に蓋ふたをすることにした。集中しなければ。どこまで読んだだろうかと確認していた依頼書を見る。

　黙々とそれを続けていると、依頼書と自分の上に影が出来た。

　蓋はしていたが誰か来たらいけないと意識はしていたので、誰が来たのかは分かっている。

「あーらヘルさん。お久し振りね」

「ウェルディさん」

　茶色の艶やかな髪を左肩に流した青い瞳の美人が、私を見下ろしていた。ロックマンと同じく騎士服の上にはローブを羽は織おっていて、暑さを微塵も感じさせないような表情で立っている。おまけに手には黒い手袋をはめて、外気を遮断している。肌が見えているのは顔だけで、流石にそれは暑くないかと思った。

　久し振りと挨拶をしてきた彼女に同じような言葉を返すと、貴女ここに異動になったの？　と聞かれたので、依頼書を机に置いて丁寧に事情を話した。ロックマンのように「左遷」などと不名誉なことを思われるのは痛い。

「……ということで、異動などではなく、教育の一環という感じです」

「そうなの？」

　ウェルディさんは私の話に、ふ〜んと頷く。ハーレの育て方ってやっぱり丁寧ね、と妙な納得をしていたが、その話とは別にポツポツと世間話というか、今度は自分の話をし始めた。

　この前はどこにどんな魔物がいて自分がどうやって仕留めただとか、最近はまり出した料理屋だとか、仕事中居眠りをしていたロックマンが素敵だったとか（意味が分からない）、騎士服を新調したいだとか色々一気に話される。

「ブルネルが貴女のことを色々話すから、貴女の嫌いな物や好きな物まで覚えちゃったわ」

「そんなに話してるんですか」

「あ！　好きな物といえば、私って好き嫌いがあんまり無いのよね。アルウェス隊長もあまり無いみたいだから、気が合うのかしら」

「そうかもしれませんね」

「気が合うといえばこの間、ドログフィアっていう同僚がいるんだけど、たまたま天馬が──」

　身ぶり手振りを交えながら喋り続けるウェルディさんを見つめる。

「……」

　これは……暇潰し……なのだろうか。

　仕事中のロックマンに追い払われたのか、明らかに暇を潰しに来ている。

　初めて彼女を見かけた時は、明るい温度を感じない静かそうな女性だと思っていたが、それは今全くの勘違いだと言いきれる。外見だけで判断していたので仕方がないが、こうして話してみると仕事に熱心な様子や、年頃の女性らしく色恋にも興味があることが分かった。しかも出会ってまだ二度目の対面だというのに、まるで旧友にでも会ったように親しく話しかけてくれる。

　初対面で説教されたのもびっくりだったが、こんな感じで私生活のことまで話されるのも正直ドキドキだった。

　適度に相あい槌づちをうつ私の横では、ゾゾさんがカウンターの上で腕を組んで彼女の話に聞き入っている。依頼書の仕分けは済んだのか、いつの間にか私の分まで終わっていた。どうやらウェルディさんの話を聞いている間に、私の分のものまでやってくれていたらしい。申し訳ない。そして今が朝で良かった。

「ところでヘルさん、花渡しは誰にするの？」

「はい？　花渡し？」

　ウェルディさんの唐突な話の切り出しに、私はつい聞き返す。

　今の話の流れのどこにそんな要素が。

「だーかーら。誰かに花を渡す予定はあるのかって聞いているの」

「そういうウェルディさんは誰かに渡すんですか？」

「私？　私はもちろん……フフフ」

「あの隊長に？」

　私は該当すると思われる人物を指差す。

「あのって言わないでくれる!?　あのって！」

　いまだベルさんと話し込んでいる奴を見た私は、わたわたと手を振るウェルディさんに、指を差すのは止めて！　と勢いのわりに囁くような小さな声で窘たしなめられた。

　彼女は恥ずかしげに頬を染めて、両手を合わせてモジモジしだす。

「ああもう、ただでさえ隊長を狙う殺気立った女が多いし。硬派なゼノン殿下と人気は二分しているけれど、貴族だけじゃなく平民の私のような女にも優しくて誠実なものだから、余計に気が抜けなくて」

「優しいっていうかアレただの女好きですよ。殿下のほうが優しくて誠実そうで良いですよ」

　王子のほうが人格者であるし、外見も好ましい。というか、昔から私は王子のほうがどちらかと言うと好みである。あくまで、興味本位の感想ではあるが。何様なんだお前と言われるだろうが。

「誠実って色んな意味があるのよ。お子ちゃまには分からないのねぇ」

　フッと軽く笑われて首を振られる。

　言っておくが、そのお子ちゃまとロックマンは同い歳なんだぞと声高らかに伝えたい。

　奴が優しいという部分は、きっと一生分かり合える日はこないだろう。ぶっちゃけ優しくされた覚えもなく（優しくした覚えもない）、ただ確かに他の女性には優しいとは思う。それはそれは皆に平等で、平等過ぎるくらい平等だった。女性と見れば、見境なくはないが、落としにかかっているのかと思うくらい丁寧な扱いをする。しかし一方で誰の好意にも応こたえないので、そこがまた変に女達の期待を集めてしまっていた。普通なら離れていきそうなものなのだが、学生時代に振られていた女の子も「まだ婚約もしていませんし、分からないわ！」と卒業間近の時は開き直っていた。恋する女は打たれ強い。

「そういう女好きの殿との方がたが、自分だけを愛してくれる、っていうのが良いんじゃない」

「浮気男が好きなダメ女の発言にしか聞こえません」

「ちょっとヘルさん!?」

　その失礼な言葉はどこから出ているの？　その口？　口なの？　と両頬をカウンター越しにつねられる。敬語を使えば良いというものではないのよ、とブニブニとしばらくの間痛め付けられた。そして最後のほうはたんにほっぺを伸ばしたりするのが楽しくなっていたのか、文句を垂れることなく鼻歌混じりで弄いじっていた。

　放されたあと、私はつねられて真っ赤になったであろう頬に手をあてて冷気を出す。こんな時だが、氷型で良かった。

「ああでも、花園の塔で愛を伝えられたら、どんなに良いかしら」

「花園の塔ですか」

「ウェルディ行くよ」

　ロックマンがベルさんに手を振り、ウェルディさんの名前を呼ぶ。

　すると呼ばれた彼女は直ぐ様私とゾゾさんがいるカウンターから離れて、こちらを振り向きもせず奴と共に扉へ向かっていった。

「恋って凄いわね」

「人間愛なくしては生きられないと、先人も言っていますしね」

　さっきまでの世間話が嘘のように止やんだと思えば。ロックマンの所に行くまでの一連の動作には一切無駄がなかった。一秒も経たない内に隣に並んだ気がする。凄い。

　呼ばれれば直ぐに駆け寄るウェルディさんの姿は、それが隊長の命令だからなのか、ロックマン自身の言葉だから素早いのか。どちらにせよ〝隊長、隊長〟と慕っている様子なので、そのどちらでもあるのだろう。

　彼女を引き連れ、ロックマンが扉を開けて出ていく。

　閉められた扉を見ながら、ゾゾさんと感慨深げに言い合い頷いた。

「書類の仕分けのあとは、何をしましょうか？」

　彼等が去ったあと、次は何をすればいいのかとゾゾさんに聞く。まだ依頼人も来なさそうなので、やれることがあるなら何でもやりたい。

「そうねー。じゃあここの地域について地図でも見て、土地のことを覚えておくと良いわ」

　地図〜地図〜と、彼女はカウンターの奥へと地図を探しに行く。ちょっと待っててと言われたので、私は一人受付に残った。新しい場所で一人にされるのは不安だが、いつも通りにしていれば大丈夫、と所長にも言われていたので大人しく気分を落ち着けて待つことにする。しかし後ろではなかなか見つからないのか「地図、ポーカス（出てこい）！」と呪文を唱えるゾゾさんの声が聞こえた。

　──リン。

　扉が開いて人が入ってくる。次こそは破魔士か依頼人かと思い扉を見た私だったが、けれどそれはさっき出て行ったはずのロックマンだった。

　何故戻って来たのかは知らないが、カツカツと靴の音を鳴らしてこちらのほうの受付へと真っ直ぐに向かってくる。破魔士の受付にいたベルさんは、隊長さん？　とまだ用事か何かがあるのかと声をかけていた。しかしロックマンはそれに笑って首を振る。

　そしてカウンター越しに私の目の前に立つと、グイと姿勢を丸めて顔を寄せ、首横に手を当ててきた。瞬きひとつしない、深く鋭い赤い眼光が、金の髪の間から覗いた。

「一つだけ僕の言うことを聞いて」

　耳元に顔を近づけられて、小さくそう言われる。

　すると不意にごく薄い、香水とはまた違う香りが鼻についた。洗いたての寝間着や湯上がりの香りのような、気だるい眠りを誘うような香り。

　まぁまぁ、けっこう好きな匂いだった。

「え、嫌だ」

　しかしとりあえず近いし不快なので、グッと頬を掴んで遠くに押しやった。一瞬本当に眠気を誘われてしまった自分に活を入れる。恐ろしい奴だ。

　なんか悔しいので、私はそのロックマンの美顔をつねってグニグニと練り潰し始める。

「……今すぐにやめないと酷い目に遭あうよ」

「別に良いもんね」

　だがつねっても伸ばしても中々思い通りの不ブ細サイ工ク面づらにならないため、あまり満足しなかった。こうなれば鼻の穴にでも指を突っ込んでやろうかと模索する。

「はぁ、まったく」

　けれど奴もやられてばかりではない。

「ぶふッ」

　その数秒後には私が見事にやり返され、顔面を片手で鷲掴みにされていた。ギチ、と私の頭蓋が悲鳴をあげているのが分かる。指の隙間から見えたロックマンの表情は、憎たらしくも笑顔だった。糸のように目を細めて、宣言通り私は酷い目に遭わされていた。

「いっだだだだ！　何でアンタの言うこと聞かなきゃいけないわけっ」

　騎士服の袖に包まれた腕を何度も叩く。ついでにカウンターの机もバンバンと叩く。いい加減骨が粉砕されそうで、このままでは本当に私の顔は潰されてしまう。

「いいから大人しく聞いて」

　その叩く手をロックマンに掴み返されて、また顔を寄せられた。ちなみに顔面は掴まれたままである。

　チクショウ。魔導所内ではむやみに魔法を仕掛けないと決めた。それに悔しいが魔法なくして腕力では奴には敵わない。

　私は仕方なく最終手段に出る。

「わ、分かった、分かったから！　聞くから手を離して！　さっきのは私が悪かったからごめんなさいってば！」

　謝った。

「……」

「なによ」

「……」

「だから何よその顔は」

「氷型の魔女だと、知らない人間に聞かれても答えないこと」

　謝ったあと、若干考える素振りを見せたロックマンだったが、結局顔から手を離さないまま話を始める。少し手の力を緩めてはくれたので痛くはなくなったが、こうも私を信用しないとは流石はロックマンと逆に褒め称えてやるべきか。

「は？」

　けれど話の内容は、よく分からないものだった。

「聞かれても水の魔女だと言うんだ。あと自分から氷型だと話さないでね」

「だから何でよ」

　私が話をしっかりと聞く姿勢を見せたからか、ロックマンはやっと私から手を離す。

　覚えてやがれボンボンが、とキッとひと睨みして、私は顔を整えようと額やあごを揉んだ。捨て台詞ぜりふを吐いた私に向けられた、少年のような悪戯いたずらな微笑みが心底憎たらしい。笑うな私を。私を笑うな。

「氷の魔女を欲している国がある。だからまぁ、気を付けて欲しい」

「もしかして、あのオルキニスのやつ？」

　なんとなく、合が点てんがいった。

　以前ドログフィアさん達が話していたことを思い出す。氷の魔女を集めようとしているオルキニスを警戒して、王国内の氷型の魔女の数を把握するようにしていると、確かそう言っていた。

「最近またちょっと警戒しているから、一応……君は氷型だしね。心配は微塵もしてはいないけど、団長から氷型の魔女を見かけたら忠告をするように言われているんだ」

「あ、そ」

「それじゃあ僕はこれで。給金に釣られないように」

「釣られるか！」

　ロックマンは私にそう言い捨てると、後ろ手に手を振り、今度こそハーレから去って行った。

　オルキニスのことは詳しく知らないが、ロックマンがそう言うのなら気を付けておくにこしたことはないのだろう。忠告をされるなんて思ってもみなかったが、わざわざ引き返して来たあたり、本当に警戒はしているらしい。そうでなければ、気を付けて、なんて私に向かって言うはずがない。

　そういえばゾゾさんは地図を見つけられただろうか。先程から声が聞こえない。黙々と探しているのだろうか。

　私は後ろを見てみる。けれど彼女は手に地図を握りしめて、事務の男性と肩を並べて私をジッと見ていた。一向に受付へ来ないのが気になったが、地図が見つかってよかった。

「その地図見つかったんですね。ありがとうございますゾゾさん」

「ま、まぁね。お安いご用だわ」

　暗にこっちへ来てください、という意味も含めてお礼を言ったのだが、男性職員の隣に立ったまま来る気配はなかった。

　ベルさんや他の職員の人達の視線も、見回せばこちらに向いている。何だろうと首を傾げていると、やっとゾゾさんが一歩二歩と、何故か足を慎重に踏み出して近づいてきた。

「貴女達、実は仲が良いんじゃないの？」

「良くはないです絶対」

　また変な勘違いをされて、今日という一日は過ぎていった。
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　早いもので。

　ここソレーユ地のハーレに来て、あと二日で一ヶ月が経とうとしている。日々が早く感じるが、同時に長くも感じていただろうと仕事中の自分を思い出すと目ま蓋ぶたが重くて仕方がない。

　何にせよこの一ヶ月、実に目まぐるしい毎日であった。

　元々こちらの魔導所に来る破魔士が少ないのは知っていた。ソレーユ地のほうが魔物系の仕事が多いのに、この辺に住んでいる破魔士が少ないのは、先の理由の通り魔物が多いからである。

　それなので破魔士の受付ならまだしも、依頼人の受付に来る依頼が次から次へと溜まっていき、事前調査が滞とどこおって仕方がなかった。これでは先輩達が新人の手でもいいから借りたくなるわけだ、と彼らを改めて哀れに思ってしまう。残り二日しかここにいることが出来ないけれど、先輩達が、転属希望でも出す？　と真剣なのか冗談なのか転属願ねがいを片手に迫って来た時がある。流石にその姿に泣きたくなった。私がそれを嫌に感じて泣きたくなったわけではない。彼女達の姿が、ここまで追い詰められているのかと心配になるくらい悲惨な状態だったからだ。日に日に頬がこけていくベルさんに、無理やり肉を食べさせたのは一度や二度ではない。

　けれどこの状態も、花の季節を乗り切ればひと段落するようで、あともう少しの辛抱だと所長からも活を入れられていた。力ない声で返事をしていたソレーユ地の人達だったが「空離れの季節に入ったら高級料理店『赤と黒のフェニクス』で存分におごってやるわよ」と所長から言われて、今までにないやる気を見せていたのは一昨日のこと。

　やる気を引き出す術が食べ物、というのがなんとも所長らしいというかハーレの人達らしいというか、忙しいはずなのにほのぼのとしていたものである。

「ヤックリン先輩後ろ後ろ！　いますよまたちっこいのが！」

「ええ!?　うわ最悪だ！　ヘルそっちで何とかしてくれ！」

「ブラギアームス・メギストぉぉお（最大の腕力）！」

　拳に力を込めて、小さな魔物を思い切り殴り飛ばした。バイーンと音を立てて吹っ飛んでいった魔物は、キラリと空の星となる。

「きゃあ！　ナナリーったら怪力！」

　ゾゾさんが手を叩いてはしゃいでいた。

「いや魔法なんで！」

　次々と湧いてくる小さな丸い魔物を、ボイーンバイーンと殴ってはまた殴り、山の中を進んで行く。

　事前調査のため鋼山に来ていた私達は、今現在山の中で魔物の群れに……絶賛襲われ中だった。以前は狼のような姿をした魔物がいるから退治してほしい、という依頼があったのだが、また今度は違う魔物が出現しているらしく、その調査をしている最中である。

　空は青く澄み渡っているというのに、この鋼山の空の上だけやけに淀よどんでいるのはやはり魔物のせいなのであろうか、と魔物にまたバイーンと拳を叩きつけながら空を仰いだ。

　今日の事前調査は、ゾゾさんとヤックリンさんと私の三人で来ている。彼らと組んで行くのは初めてではなく、この一ヶ月の間に七、八回は組んで事前調査へと共に行っていた。

　鋼山に来たのも初めてではない。黒い木と灰色の木が生えそろっている、まさに鋼のような山。この山には薬になる薬草や、美味しい野菜や果物のなる木がある。山の所有者はおらず、薬草は取っても取っても減ることは無いし、野菜や果物も減ることは無い。見た目とは裏腹に、とても豊かな山であった。未知なる薬草や果物を求めては、人々が訪れることもしょっちゅうである。

　けれどそんな山には魔物も同じくらい生息しているのも事実。

　鋼山での魔物退治の依頼は月に十件から十五件ほど。多すぎである。花の季節だからということもあるが、それにしても鋼山へ行くことをやめない人達も大概だとは思う。

「パラスタしっかり記録しておけよ！」

「分かってるわよ！　あっちょっと上、上！」

「キーオーン（氷柱）！」

　ヤックリンさんの頭上から魔物が落ちてきたのを見て、私は両手を向けて氷の柱を瞬時に放出する。手の平からまるで植物が生えるように伸びる、冷気を帯びた巨大な柱だ。

　小さいくせに、大きな口を開けて彼を食べようとしている魔物。

　大きな氷の柱に捕まったその魔物は、見事にその柱の中で凍っている。目も動かず、開けたまま固まっていた。

　私はそれを確認して数秒後、指を鳴らし氷を粉砕する。同時に中で凍っていた魔物も粉々になる。跡形も無い。

　目が一つしかない、人間の頭くらいの大きさの魔物。

　その真っ黒い球体がいくつも地面を跳ねては、私達のほうへと向かって来る。一匹倒せばまた一匹とキリがない。

　しつこい。滅め茶ちゃ苦く茶ちゃしつこい。

　本当は七色外套の魔法で隠れられたら良かったのだが、この魔物には姿を消しても見えてしまうようで、諦めて正面からぶつかっていくしかなかった。ただしゾゾさんの制服の性能である透明化は魔物にも効くようで、彼女だけ姿を消してもらい、用紙に記録を残してもらっている。

　けれど事前調査の本当の目的である魔物はこの魔物ではなく、もっと動物らしい形をした大きな魔物らしい。狼のような魔物よりも、山に生えている木よりも大きい魔物。なのにここに来るまでに新たな魔物が増えてしまったのか、依頼人の話ではこんな状態だとは聞いていなかった。

「ああ駄目よ！　氷の魔法使っちゃ！」

「でも」

「所長にも気を付けるように言われてるから、さっきの怪力や剣の魔法で頑張って！」

「ええ!?　っはーい！」







　ハーレに戻り、今日の調査書をまとめる。調査書をまとめるのも三人で行い、魔導所の中のカウンターの後ろの席では、三人額を合わせて地図を囲んでいた。

「鋼山はいい加減、人間の出入りを禁止してもらいたい」

「駄目よあそこは。陣を張っても直ぐに解けちゃうし、騎士団でも手を焼いているんだから。変に封鎖すると無理にでも行こうとする輩やからもいるから困ったものね〜」

「あそこ本当に不思議ですよね。でもあの山自体が魔物だ、ってアリスト博士の本に載っていましたよ」

「あなたそんな本も読んでいるの？」

「暇つぶしです」

「ヘルの暇つぶしは頭が文字だらけになりそうだな」

　ヤックリンさんは茶色の髪を手で撫でつけて目を瞑った。彼、リゲル・ヤックリンはカーラ・ヤックリンという私の学生時代の友人の兄であり、偶然にも同じところに就職していた人だった。兄がいるとは聞いていたけれど、ハーレで働いているとなど詳しいことはまったく知らなかったので、驚いた覚えがある。私も自分の進路のことを友達に話したりするほうではなかったため、もしハーレで働きたいとカーラに話していたら教えてくれていたかもしれないし、私が根掘り葉掘り聞き出していたかもしれない。しかし友人相手に身内の話をズケズケ聞くのもどうかと思うので、何も知らなくて良かったのかもしれないとも思う。

「文字は良いですよ。見ていて癒されることもあります」

「文字に癒される気持ちはわからん」

　彼女と容姿が似ているとは思ったが、カーラの若干天然が入っている節がある性格まではさすがに似ていないようだ。カーラのほうは卒業後、考古学者になると言っていたので、あちこちを回っているのだとヤックリンさんからは聞いていた。せっかく魔法学校に入ったのにと家族は残念がっていたそうだが、魔法をきちんと学んで使い魔も持っているなら、世界中どこを回っても危地に陥おちいる心配は少ないだろう。彼女は雷型だったので、不審者でもいようものなら雷を文字通り落としそうだ。

「鋼山の魔物については、また面倒をかけるが騎士団に陣を敷いてもらうことにしよう。せめてふもとにぐらいは」

「そうね」

「では所長へはこの依頼書と調査書を届けますね」

　彼は、頼むな、と紙を丸めて紐ひもで縛りつけたそれを私に渡してくれる。

「三人とも、夜間と交代よ」

「はい」

　夜間担当の先輩が出勤してきたので、私達は彼女に引き継ぎをする。

　引き継ぎをしたあとは、自分の黒い外套と手提げを持って帰り支度をした。寮へ行くにはあの裏庭の扉を抜ければいいだけなので、さして急ぐ必要も空を飛ぶ必要もない。普通に空を飛んで寮へ帰ると遠いので時間がかかってしまうけれど、北のハーレと繋がっている裏庭の扉を開けば寮まで歩いて数分だ。

　一足先に支度を終えた私は、ゾゾさんとヤックリンさんの二人を扉の前で待っていた。

「お前達が毎日いるのも、あと二日か？」

「たまに手伝いに来るわよん」

「おー。ありがたいことで」

　話し声が聞こえたので、私は手を上げて二人を迎える。

「ナナリー、今日は三人で食事にでも行きましょうよ」

　彼女はお腹をポンポン叩いて笑った。ヤックリンさんと話していて、一緒にご飯でもどうかという話になったのだという。横にいた彼を見れば、どうかな？　と後ろ首をかいて聞かれた。別に断る理由もないので、私は頷く。給金もこの前出たばかりだし、まだ生活費はケチらなくても大丈夫だろう。

「ゾゾさんは今日はと言うより、今日もですよね」

「この子言うようになってきたわ」

　長く、とは言ってもまだ九ヶ月ちょっとしか過ぎてはいないけれど、ゾゾさんとの会話は初めのころよりざっくばらんになってきていた。食事はよく一緒に取るし、けれど友人ほど仲が良いわけでもなく、だが友人よりも一緒にいることが多い。仕事上の先輩の一人だけれど、他の先輩よりは話すし、お世話にもなっている。尊敬もしている。職場仲間と言えばそうなのだが、私の中での彼女の立ち位置は、少しだけ違っていた。変な感じである。

「すみません！」

　気分を害してしまったかと慌てて口に手を当てると、そのほうが良いわよ、なんて言って腹を抱えて笑われたので安あん堵どした。気を遣われているほうが逆に疲れるそうなので、そんなものなのかと一応納得する。ヤックリンさんも同じような考えなのか、三年ぐらいしたらんなもん気にならなくなるから良いんだよ、と架け橋の扉を開けながら言ってくれた。

　……三年か。先は長い。学校にいた六年間を思えば短いものだけれど。

　私は先に扉の向こうへ行った彼に続いて、ゾゾさんと共に北へと帰った。




　　　＊　＊　＊　＊




　フォークでジージーの身を取って、口へと運ぶ。兎鳥も美味しいけれど、三つ首牛のジージーのお肉も美味しい。

　ツンと鼻にくる香辛料の香りがする店内。ここはいつもゾゾさんと来ている草食狼のお店だった。

　もはや常連の域に達しているゾゾさんは、店員さんに「ナムス酒三杯ね！」と手を上げて頼んでいる。まるで実家に帰って来たようにくつろいでいた。いつもこうなので、私も慣れてきてしまっている。寧ろ私もゾゾさん程ではないが常連になりつつあるので、ここの女店主にも顔を覚えられていた。さっきなんて、おやおや給金が出たのかな？　とニヤリと肩を突つつかれたものである。私がどんな状態のときに来るのか、既に見きられていた。さすが店主だ。

「明後日の花神タレイア祭は、二人とも相手はいるのか？」

　向かいに座るヤックリンさんは杯を傾けて水を飲んだあと、テーブルに肘をついて私達にそう聞いてくる。まだ咀そ嚼しゃくしている最中なので私は答えられなかったが、明日ね〜、とゾゾさんが先に答えてくれた。

「私は一応ねー。占いに逆らってみようと思うの」

「メラキッソ様に逆らうんですか」

「これでひどい目にあったら、私は一生メラキッソ様について行く覚悟よ」

　あれだけ信じていた占いの神のお告げに逆らおうとは、随分と気合いが入っている様子。彼女が一体誰を好きなのかは未だに分かっていないのだが、今聞いたら答えてくれるだろうか。ジージーの肉をまた口に運んでモグモグとしながら、私は隣で拳を天井に突き出すゾゾさんを眺める。けれどヤックリンさんも同じことを思ったのか、さっそく彼女に相手は誰なのかと聞いていた。

　……おお、流石だ。

　しかし教える気は無いのか、ゾゾさんは内緒〜と言ってお酒を呷あおっていた。……くそう。

「もったいぶるなぁ。ヘルは？」

「私は祭りの後に友人と会う約束をしています」

　マリスとの約束がある。祭り後は王の島に来るように言われていたけれど、王の島でなくてはいけない理由は何なのか、教えてはくれなかった。そもそも学生でもなく、城に仕える身でもない私が島に足を踏み入れて良いのかも分からない。

「祭り中は？」

「両親の所にでも行こうかと思っていたんですけど、手紙を出したら二人は二人だけで行きたいそうで。なので、どこかフラフラ回ってようかと思います」

　母と父が仲良しなのは安心出来たが、除のけ者にされた感じである。しかしせっかくの花の季節。思う存分イチャついてくるがいいと、私は開き直っていた。

「そうか。う〜ん……なら俺と回る？　花神祭」

「先輩とですか？」

　まさか誘われるとは思っていなかったので、彼の顔をまじまじと見てしまう。ニケは仕事があるし、ベンジャミンはサタナースと行くのだと手紙には書いてあった。他の友人達もそれぞれ相手がいるのか、手紙には花の季節二月目の話題は出ていたものの、誰が好きで誰と行くの〜等と、ゾゾさんのように気合いが込められた文章が書いてあった。なので流石に一緒に行こうなんて言えない。

　ヤックリンさんと行くのは全然、寧ろ私で良いんですかと聞きたいくらいなのだけれど、確か彼には幼馴染みの恋人がいるのでは……？

　噂の出所でもあるゾゾさんのほうを向く。

「あの彼女がいるって噂、私がわざと流してあげたのよ」

「え？　なんでですか？」

「誘いが多くて困っていたみたいでね。断っても諦めない人がいたから、私が協力してあげてたの」

　だから良いんじゃない？　行って来たら？　なんて言って私の背中を叩いた。

　確かにハーレにはピチピチした若い男性は少ないけれど、まさかそんな嘘をつかなければならないほど困っていたとは……。

「別に無理にとは言わないから。暇ならどう？　って感じ。どうする？」

「そうですね」

　一人で過ごすのも悪くはないが、誘ってくれているのなら特に断る理由もない。年の近い男の人とどこかに出かけるというのは初めてだが（サタナースは例外）、新鮮で良いかもしれないと思った。

　しかし彼女がいるという噂が出回っているなか、私と二人だけで行くのは少々危険過ぎやしないだろうか。もし職員の人と鉢合わせしたら彼女なんていないとバレてしまうし、下手したら私がヤックリンさんの恋人か浮気相手だと勘違いされてしまう。

　私は両手を擦り合わせて彼の顔を覗き込んだ。

「あの……念のために他の人も誘いますか？」

「いや、いいよ。もう嘘もやめておこうと思っていたし。もし何か言われたら俺が上手く言っとくから気にしないでいい」

「そうですか？　それでしたら、私で良ければ是非」

　本人が良いと言うなら良いのだろう。私も誰かに聞かれたら正直に答えれば良いだけだし、やましいことをしているわけでもない。嘘をつかない、嫌い、という私の性格はゾゾさんを始め周りの人達は理解しているので、そこの面での心配も特になかった。

「よーし！　明日は張り切っていこ〜!!」

「行きましょう！」

「元気だな」

　明日が楽しみだ。


　ハーレ就業編・六

　花の季節二月目の初日。

　建国神であるプラマーナの祝福の鐘の音と共に、王国に明るい日が昇る。

　そして王の島の城、塔の頂上に備えられた鐘。その鐘が日の出と共に鳴らされる頃、ドーラン王国の人々は心地よい眠りからそっと目を覚ました。







　花が街中に咲いている。右を見れば花、左を見れば花。

　花、花、花、で埋め尽くされていた。

　いや表現が少々テキトウになってしまったが、本当に街中国中がお花畑のようになっている。黄色、白、桃色、青色、様々な色がひしめき合っていた。

　屋台や店で買い物をすれば、貰ってくれとばかりに店の人から花を渡されている客の姿がうかがえる。お店の人が買い物客に花を渡すのは、いつもありがとう、と買い物をしてくれた人に感謝の気持ちを伝えるためらしい。親が肉屋を営んでいるという友人の話では、いいや正直、店の周りの花が咲きすぎて誰かに持って行って欲しいからあげている、とも聞いていた。

　それぞれ色々な理由があるのだろうが、花を貰って不快になる人間はそうそういないのだから、理由は何であれ素敵なことではある。

「すみません！　もう着いていたんですね」

　待ち合わせ場所でヤックリンさんを見つける。時間に遅れてしまったわけではないが、自分のほうが先輩を待たせてしまったことを申し訳なく思った。

「来たばっかりだし、ヘルも時間より早いじゃないか」

　柔らかそうな、少し癖のある茶色い髪を揺らして笑うヤックリンさん。変にゴテゴテした服装ではなく、上は白いシャツに青いベスト、髪と同じスラッとした茶色の下衣を着ている。地味でもなく派手すぎでもないその姿は、初めてサタナースを見た時のような、妙な安心感があった。サタナースほどダラしない格好じゃないので失礼な感想になってしまったが、私が言いたいのは、普通に格好良いのだということである。

　爽やかで、うん、格好良い。

「どうかした？」

　ジッと見ている私が気になったのか、ヘル？　と声をかけられる。

「あっすみません。先輩格好良いなって思っていただけです」

「また上手いこと言う奴め」

「いえ本当ですよ。嘘をつかないのが私の信念なんです」

「確かに嘘が嫌いだとかゾゾが……。なんかこのやり取り照れるな」

「まぁまぁ行きましょう」

　普段と変わらない服装の私は、緑色のスカートの裾を跳ねさせて前を行く。普段と言っても靴だけは買ったばかりの下ろし立てで、踵かかとも少しだけ高い。せっかくの花神祭、せっかくのお出かけなのだから、いつもよりお洒落しゃれな気分で行きたかった。お母さんが昔、良い靴は素敵な所へ連れていってくれるのよ、と言っていたのを思い出す。今日はとことん楽しみたいし、マリスと会えるのも嬉しくて中々眠れなかった。遠足が楽しみな子どもみたいで恥ずかしい。

　けれど人が多いので直ぐに逸はぐれてしまうかもしれない、と心配になって後ろを向いた。

「迷子には気をつけねばですね」

「手を繋いでいたほうが良いかもな」

「そうですね」

「えっ」

「えっ？　どうしました？」

「いやちょっと、嫌じゃないのかと思ってビックリしただけ」

　手を差し出した私に、ヤックリンさんは戸惑ったように言いよどむ。私もそう言われて初めて自分の行動にツッコミを入れた。おいおい、お前は子どもかと。

　成人を迎えている男女が手を繋いで歩くなんて、恋人や夫婦でもない限り滅めっ多たにしない。小さい子どもならともかく、何を私は軽々しく手なんか繋ごうとしてしまったんだ。

　時間差で恥ずかしくなり、頬が火照る。

「でもさ、こう言っておいてなんだけど、嫌じゃないなら繋いでくれる？」

「へ？」

「迷子になるなよ」

　そう言うと、ヤックリンさんは私の手を掴んで前へと引っ張っていった。人混みの中を行く彼の背中を、手を引かれながら見る。

　もしかして気を遣わせてしまったのかと、少々申し訳なく思った。

　男女の仲でもないのに、もし彼のことを好きな人がこの状態を見たら誤解をされてしまう。それでなくとも今日は全員仕事がお休みなので、他の職員達に会う確率が高い。あらぬ誤解を受けて迷惑をかけてしまうのではないのかと心配になった。

「あのすみませ」

「離したら罰金三ペガロな」

　肩越しに振り返られて笑顔を見せられる。

　どこまでもいい人だった。

　舗装された大通りの端には、まだ明かりの点ついていない街灯が並んでいる。

　煉瓦造りの建物が多いが、それがまた花に映えていて綺麗な風景だった。細い道へ続く石段を行く人、公園にある女神の白い噴水でのんびりと過ごす人、音楽隊の奏でる曲を背景に広場で踊る人、そこら中に咲いている花で冠を作る子どもに、花を渡し合っては寄り添い口づけを交わす恋人達。

　すべての景色が輝いて見える。

　そしてそれぞれ色んなことに夢中になっていた人々はざわつき始め、一斉に上へと視線を向けた。

　空を見上げれば、ちょうど王族の馬車が降りて来るのが見えた。金色に輝く太陽のような大きな馬車が、私達の頭上を飛んでいる。

「ドーラン王国万歳！」

「バンザーイ！」

「王様ー！」

「お妃様！」

　小さなハンカチーフほどの大きさの国の旗を、国民が空へ向けて掲げる。皆一様に腕を振って揺らしていた。すると空から、馬車から、花がヒラヒラと落ちて街に降り注ぐ。国民はまた先程と同じような歓声を上げて、降り落ちてきた花を取ろうと手を上げていた。

　そして私も手に取ろうとしたしたとき、横からひょっこりと花が現れた。

「はいこれ」

「いいんですか？　ありがとうございます」

「いいや。でも所長達も休めたら良かったんだけどな」

　その言葉に私は祭りを満喫している中、ハーレにいるであろう所長とアルケスさんへと心の中で頭を下げた。

　全員が休みと言っても、二人は念のために残るそうで魔導所で待機をしている。昔からそうなのだそうで、職員が残りますと言っても却下されてしまうらしい。せっかくだから半日くらいで交代するわよとハリス姉さんも申し出ていたものの、こういう時のための所長なのよ、と言われて固辞されていた。

　けれどハリス姉さんやゾゾさんは、こういう時のための私達なのに、と愚痴を溢こぼしていた。

　私はまだそう言い切れるほど働いてはいないので二人の言い分を聞くだけだったが、所長になってからずっとそれでは、さすがに私も代われるならば代わってあげたいと思ってしまう。独身やらなんやらと職員達からからかわれていたりするが、本当のところ皆彼女のことが心配なのである。

　アルケスさんもアルケスさんで彼女と共に残っているが、何故か彼に交代を申し出る者はいない。むしろ「独り身の所長を頼む！」と皆から肩を叩かれてお願いをされていた。

　とりあえず二人には何か良いものを買っていこうかと考える。マリスの所に行く前に一旦寮へと帰る予定なので、その時にでも渡せたら良い。

「騎士も休みなしか」

「王族の警備をしなくてはいけないそうですからね。友人が騎士団にいますけど、今日は仕事なんだそうです」

　王国の街の、いたるところに等間隔で騎士の人達が立っている。王国全体を王族が回る今日という日は、国中が浮かれると共に厳戒態勢となる。何かあってからでは遅いので、念には念をとあらゆる場所に騎士が配置されていた。

　ドーランの人達は陽気な人が多いので、そんな仕事中の彼らに花をあげたり、女性の騎士には頭へ花冠をのせてあげている人もいる。今も丁度女性騎士の人が、子どもから花を貰って嬉しそうにしているのが目に入った。平和、という言葉が今日ほどピッタリな日はないと感じる。

「そうだ、何か食べる？」

「何か……。先輩の好物って何ですか？」

「俺？　俺はジージーの甘辛焼きが好きかな」

「ほう……。カーラもジージーの肉ではないですけど、甘辛い味が大好きでしたよ。兄きょう妹だいってやっぱり似るんですね」

「ヘルは兄弟いないのか？」

「従兄いとこのお兄ちゃんが一人いるくらいで、私は一人っ子です」

　話しながら歩いて行く。途中途中で顔見知りの破魔士の人や、いつも食材を買わせてもらっている屋台のおばちゃん、何回か依頼に来た人達に会い、手を振りあったり話しかけたりして、食べ歩きもした。

　ヤックリンさんも知り合いか友人かを見かけたようで、声をかけて笑っている姿も見られる。手は繋いだままなものの、本人はこの状況を特に気にはしていないのか、そのような人達と会っても離す素振りは見せなかった。おばちゃんや破魔士の人には冷やかしをもらったが、直ぐ様「迷子にならないように俺が繋いでもらってるんです」とヤックリンさんが言うので、そうではなく私が……と押し問答をし、そして何故か別れる時には必ず「ごめん。頑張んな」と申し訳なさそうな顔で皆ヤックリンさんに謝っては背中を叩いていくので、一体どんな風に捉とらえられているのかが気になった。

　お守もりなんて可哀想に、と思われたのだろうか。




　　　＊　＊　＊　＊




「ヘル、服が花だらけになってる」

　ヤックリンさんが服を指差して、目を細めておかしそうに笑った。

　屋台で物を買っていたら、いつのまにか私の服は花だらけになっていた。お店の人がくれる花の量は半端ない。もう花が持てませんと断ろうとしたら、なんと髪の毛に挿して来たり、襟ぐりや、皮ベルトの間に花を挿されてしまった。私は花瓶にでもなった気分だった。人生で花瓶の気分を味わうことになるなど、思ってもみない。花の季節はこの六年間寮生活というのもあり、物心がついてから存分に祭りを楽しむ機会がなかった。幼い頃に両親と共に花神祭を楽しんだ覚えはあるが、ここまで人間に花を咲かせるような日だったろうかと天を仰ぐ。

「あれ？　ナナリー？」

「あ！　ベンジャミン！」

　肩を並べて歩いていると、後ろから声をかけられる。振り返るとそこにはベンジャミンが頭に花冠を載せて、片手には軽食を持って立っていた。楽しんでいる様子がうかがえる。

　私も今はヤックリンさんと手を離して、両手に食べ物を持ち歩いていた。お互い楽しんでるね、と言い合うとベンジャミンが隣の人は？　と聞いてきたのでハーレの先輩なのだと軽く説明をする。それよりもと私は気になっていることを質問した。

「サタナースと来てるんだよね？」

「あー……。来て……るんだけどね」

　あそこを見て、と不機嫌顔で顎をしゃくる彼女。私はそれにならって視線をそちらへ向ける。

「どう彼女〜？　俺って花の精なんだぜ」

「えー？　どこら辺が？」

「ここら辺が」

「やだぁ〜もう」

　……。

「アレちょっと潰してくる」

　私はまるで殺し屋のように顔の影を濃くする。

「ま、待って待って」

　けれどベンジャミンは慌てて私を止めに入った。

　だってなんだあれは。さすがに頭までお花畑になってしまっているのではないか。友人のアホな姿に額を押さえたくなる。

「あれでも、私が男の人に声をかけられるとすっ飛んでくるの」

「本当に？」

「本当に。花園の塔にも行く約束をしてるのよ」

　花園の塔。塔、と言うと孤高でポツンと建っていそうなものを想像してしまうが、言ってしまえば花園の塔とは、人々が永遠の愛を誓う場所。つまり王国の結婚式場なのである。しかし建物が塔なのではなく、建物の一部に塔があるので、ひとくくりにしてはいけない。正式な名前はヴェラッカーノと言い、国にあるそういう施設の中では一番大きな場所だった。神殿で結婚式を挙げる人もいるけれど、やはり大部分の国民はこのヴェラッカーノで挙げることが多い。

　今日はどこも大体の仕事は休みであり（屋台を出している人達は別）、ヴェラッカーノも二月目の初日だけは出入り自由の開放区域になるので、式を挙げている人はいなかった。

　花園の塔が花園の塔と言われる謂れだが、まずはその見た目が由来である。蔓が上へと向かって巻き付いているのが見えるが、その蔓には沢山の花が咲いていて、まるで塔が花を咲かせているように見えるのだ。空離れの季節にはすべての花が蕾つぼみになってしまうが、今は時期も時期なので見事な外観である。

　花園の塔へ向かう人達は恋人や夫婦などがほとんどで、そこで互いに花渡しをしたりする。

　それに塔には外に階段があり、螺ら旋せん状にグルグルと上がって行くと頂上にたどり着ける仕組みとなっていた。なのでその頂上まで行って花を交換したり渡したりするのが恋人達の醍だい醐ご味みだったりするらしい。

　遠くから見ても人がわんさかと登っていっているのが分かる。たくさんいすぎて落ちてしまうことのないようにと祈るばかりだ。

「もうあれは病気だと思ってるし。年上の巨乳のお姉さんには弱いって、昔から知ってるし。何だかんだと隣にいてくれてるから、まぁいいの。そんなナル君も好きだから」

　一方でベンジャミンはついに悟りの境地に達したらしい。あんな姿を見せられたら、今までの彼女だったら泣いていただろうに。もしくは怒りの鉄槌を下すか。それにしてもまだ付き合っていないのが不思議なくらいで、どうにも微妙な関係を続けている様子である。人様の恋路に色々ツッコむことはしたくはないが、何かあったら頼ってほしい。

　しかし。

「サタナぁぁあース!!」

「でね〜……え、あ？」

「お前にはこの黒い花をくれてやるわぁぁあ!!」

　魔法で氷の固い黒い花を作り、あのナンパ男に活と言う名の飛び蹴りをしに行く。

「なんでいんだよナナリー!!　ちくしょう！」

「このエロ魔人！」

　色々思うことはあるが、ベンジャミンが楽しそうにしていたのでとりあえず良かった。

「良くねぇし！」







　赤いキュピレットの花は、王国の花だ。

　花びらが一枚一枚大きく、ひらひらとした、まるでお姫様が着るドレスのような綺麗な花。

　王国の花と言っても国中に咲いているわけではなく、王の島だけにそれは咲いている。キュピレットの花は花屋で買わなければならないのだが、とても人気なので品切れするのが早い。

　それにもっぱら花渡しをする際にはキュピレットの花が定番なのだと言われている。そのためか、余計に品薄となっていた。地の魔法使いでも咲かせられない花はいくつかあるのだが、そのうちの一つにはこのキュピレットの花が入っていた。

　なので増やすことも出来ない。

「買えましたねぇ」

「あの店の最後の花だったし、運が良かったな」

　ヤックリンさんの隣で赤い花に顔を寄せる私だったが、足に走る鈍い痛みに眉み間けんに力が入る。履き慣れない靴で来たせいか、踵と指先が微妙に痛い。擦れている感じがする。いやこれは絶対に皮が剥けている。

　ベンジャミン達と別れたあとにキュピレットのある店を探しに歩き回っていたのが悪かったのだろうか。

　ここでひょいと治癒魔法が使えればいいのだけれど、そうなると一旦道の端に寄って靴を脱がなければならない。患部に直接触れなければ皮膚が再生しないのだ。

　足が痛いと言ったら気を遣わせてしまうだろうし、ここはお手洗いを口実にヤックリンさんから離れなければ。

「あっ、ごめんなさい」

　下を向いていた私と、後ろから来た女の人の肩がぶつかる。急いでいるのか、女の人はそう謝るとすぐに先のほうへと駆けて行った。

　歩いていくと、二十歩くらい先のところに人だかりが出来ているのが見える。大道芸人はこんな人通りの多いところで芸などしないので、彼らではないだろう。ぶつかった女の人が急いであの人の波の中へと入っていったのが見えたが、一体何が目的で……。

「何だ？」

「大道芸人ではなさそうですけど……」

　ヤックリンさんも目を細めて、その人だかりを眺めていた。

「あの、ヤックリンさん……」

　でもそれは横においといて、とりあえずお手洗い、お手洗い。

　今日は空を飛ぶことを禁止されているので、目印になるお店の前で待ってもらうことにしよう。

　私は彼の腕を叩いて声をかけた。

「私ちょっと」

「あれ、ついにヘルにも逢おう瀬せの相手ができたのか」

「は？　……ウッゲェ!!」

　横を今まさに通り過ぎようとしたとき、騒がしい人混みの中、耳に通る男の声が聞こえた。私は格別耳の良い人間ではなく、かと言って耳が悪いわけでもない普通の聴力なのだが、こと特定の人物（特に嫌いな奴）の声に関しては拒否反応が出るからか、百人一斉に話しかけられたとしてもその声だけを聞き分けられる自信がある。

「アルウェス様！」

「ロックマン様、こっちのお花も受け取ってくださいな」

「ありがとう。だけど今は勤務中だから、あとで。でもそこの小さなレディの花はありがたくいただこうかな。ね？」

「やったぁ！　お兄ちゃんはいっ、お花どーぞ！」

　埋もれていて分からなかったが、頭一つ分突き出た背の高い男の顔が、人混みから現れる。今まで体勢を低くしていたせいで見えなかったのだ。私を見ている目は珍獣でも見つけたときのような不躾な色をしていて、小さな女の子の頭を撫でているその手と顔はまるで別物である。

　私はゲェ！　と顔を顰しかめて視線を横に逸らす。もちろんヤックリンさん側ではないほうへだ。

　なんでアイツが。

「その嘔おう吐とするみたいな声やめてくれないかな。声をかけた僕のほうが恥ずかしくなる」

　女性達に前を開けてもらいスタスタと私達の目の前まで来ると、ロックマンはそう言って私と同じように顔を顰めた。

　失礼な。恥ずかしくなるなら最初から私を無視すればいいじゃないか。私は鼻をフンと鳴らす。

　いや君が一般的な反応をしてくれればいいだけだ〜違うそっちが〜なんたらかんたらと延々と続きそうなこの押し問答に、私はああもう！　と頭を振って両腕で×を作る。

「ブルネルも言っていたが、髪が目立つから嫌でも目に入るね。迷子になっても安心じゃないか」

　ロックマンは花だらけの私の格好を上から下まで眺めると、感心したような口調でそう言ってきた。

「うるさいな。そっちは仕事中なんでしょ、いったい、な、ん、の、用よ」

　痛む足を気にも留めず、私はダンッと地団駄を踏む。

「リゲル・ヤックリンが女性を連れていると思ったら、君が隣にいたから驚いたんだ」

「隊長さんとは最近あまり行き合わないし、久しぶりですね」

「ヤックリンは外仕事が多いから、必然的にそうなってしまうのかもね」

　おいおいこの男……ヤックリンさんを呼び捨てだと。

「相変わらず騎士団は休む暇がなさそうで。巡回途中にすみません」

「話しかけたのは僕だし、大丈夫だよ。年に一度の今日を楽しんで」

　いやに親し気な様子に、何だか負けた気分になる。もちろん奴に、だ。けれどよくよく考えてみればソレーユ地を管轄する第一小隊は定期的にあそこのハーレを訪れているであろうし、私が会うより先に何回も顔を合わせているはずだと思い直す。

　しかしそれにしたって年上がどちらだか見当もつかない会話だ。けれどロックマンの話し方は特に相手を下に見ている感じでもなく、対等、上手くは言えないけれども友達と話をしているみたいで軽い。ヤックリンさんも嫌な顔はせず、寧ろ敬語でも砕けたような話し方なので、私はなんだこの空気はと空の一点を見つめながら聞いていた。

「それにしても、なかなか良い靴を履いているようだけど……盗んだの？」

　誰に聞いているのかと思い反応をしなかったが、その失礼な言い様に直ぐに自分のことかと悟る。

「買ったわよ新品よ!!　いちいち人聞きの悪い!!」

「へぇ。どーれ」

　顎に手を添えて、私の足元へしゃがみ込む。目め敏ざとい奴め。そんなにこの新しい靴が気になるのか、靴のつま先に触れてアマルビィの靴屋か……と何と店名まで当ててきやがった。

　確かに少しお高いお店の物で、節約とか金欠とか言っているのに無理してまで買ってしまった代物だけれども。貴族もそこで買ったりはするらしいが、私のように既製品ではなく自分の足に合った物を作って貰うようなので、お店は同じでも格が違う。

　ゆえに店名を当てられてビックリだったのだが、ロックマンが体をかがめたおかげで気づいたことがある。

　周りの女性達が『あれ何？』みたいな目でこちらを見ていることだ。

　手に花を握り締めている綺麗なお姉さん達は、学校で散々受けた鋭い視線ではなく変に困惑している瞳を私とヤックリンさんへと向けてきていた。眉を垂らして、心配そうな、そんな感じだ。

　一番近くにいた女性達の話し声からは、あの二人はきっと恋人同士なのよね？　騎士のロックマン様とはただのお友達っぽいわよ、なんだ良かったぁ、などと隠そうともしていない赤せき裸ら々らな内容が聞き取れた。

　なるほど、心配そうに見ていたのは私がロックマンと話していたせいなのか。つくづく罪作りな奴である。黒い騎士服に身を包んだその姿は、女性達にキャーキャー言われたいがために着ているのかと思ってしまうくらい、まぁ似合ってはいる。

　この前ベルさんに聞いた話だが、なんでも平民の間ではロックマンを始め騎士の中でも顔が良い男達の姿を転写した絵が出回っており売買されているそうなのだ。公式か非公式かは分からないが、とにかく騎士という肩書きも含めて彼らは人気である。

　いまだ私の足元を見ているロックマン。

　もうそんなに見なくても良いだろう、と私は足を動かしてロックマンを払う。浮いた足先に蹴られまいと立って後ろに避けたロックマンは、埃ほこりか汚れでも落とすように両手を軽く叩いた。

「まぁ、履きつぶしてしまうことのないように大事にするんだね」

「言われなくても私はお古のナナリーと知られていたくらい物持ちが良いんだからね。馬鹿にしないでよね」

「物持ちとかの以前にお古ってそういう意味でのお古なの？　それ褒められてると思ってるの？」

　おめでたい脳みそをお持ちで、と口元に手をあててクックッと抑え気味に笑われる。太陽に照らされた金色の髪もそれにならうように、きらきらと眩しく輝いていた。

　周りに人がたくさんいるので出来ないが、私は拳を突き出したい衝動にプルプルと身体を震わせて耐える。

　いつか絶対にロックマンの弱味をつかんで世間にさらしてやろう。

「その花、貰ったんですか？」

　そんなやりとりをしていると、ヤックリンさんがロックマンの手にあるピンクの花を指差して聞いた。

「ああ、小さなレディに。それより君達の手にある花もキュピレットじゃないか」

「騎士の人達は皆胸元にキュピレットの花を飾ってるのね」

「これは陛下のお気遣いさ」

　気遣い？

　首を傾げる私にロックマンは答えることなく、次の待機場所へ行くと言って踵きびすを返す。

「せいぜい花の季節を楽しんで」

　ただ楽しんでと言えば良いのに「せいぜい」を付けるあたり捻くれた嫌味な奴だ。離れていく背中にあっかんべーと大人げないことをしていると、横にいるヤックリンさんが苦笑気味に先へ行こうかと促うながしてくれる。いけない馬鹿みたいな姿を見せてしまったと思った私は、そうですねと返したあと意気揚々と足を踏み出した。

「あれ？」

　不思議なことに、足の痛みはいつの間にか消えていた。







　夕方になり、日が暮れ始める。

　花園の塔には緋色のヴェールがかかって、今頃は恋人達の雰囲気を存分に盛り上げていることだろう。

　王族達も朝から馬車で国中を飛び回っていたけれど、もうすぐ島へ戻るに違いない。

　それに王国の人々はこのまま盛り上がりを夜に持ち越していくのか、まだまだ熱が冷めることはなさそうだった。飲み屋はこれからが本番である。

　私も私でマリスとの約束があるのを忘れてはいない。

　そういえば途中ハーレに所長達の様子を窺いに行ったとき、ゾゾさんが所長とアルケスさんと一緒になって受付にいたのには驚いた。ロックマンと別れたあとのことなので、結構日中であったはず。

　扉を開けた先で三人仲良くあくびをしていた姿は、今日が花神祭だということを忘れそうなくらい退屈そうな光景だった。

　ゾゾさんに至ってはどこか投げやりな表情をしていて、あれ、メラキッソ様に逆らうんじゃ……と言いかけた私の口を瞬時に塞いできた彼女は、私を建物の隅まで連れて行くとひっそりと言った。

『シーよ、シー！　別に玉ぎょく砕さいしてここにいるわけじゃないからね？　ね？』

『あ、はい』

　掴まれた肩が痛い。

　それからお土産に持ってきた花冠と屋台で買った食べ物を三人に渡すと、今度は所長が私を反対側の隅へ連れて行きこそこそと話をし始めた。また肩を掴まれそうだったので、私は両手で肩を守りながら彼女の話を聞いた。

『私、この場に居ていいのかしら』

『なんでです？』

『だって私どう見てもあれじゃない！』

『アレ？』

『……いえ、やっぱり何でもないわ。そうよ、そうよね。いい年して私ったら考えが少女っぽいからやだやだ』

　所長ともよく分からないやり取りをしたのち、私とヤックリンさんはその場を去った。三人はよほど暇を持て余していたのか、私達が去る間際カウンターの下からボードゲームを取り出しているのが見えた。その様子にはさすがに私も苦笑した。ヤックリンさんもそれを見ていたのか、私の隣で『食べ物じゃなく玩具でも買ってきてやるんだった』と悔やむ。

　いつかあそこでお留守番の代わりが出来るくらいの人間になろうと心に誓った。

「今日は楽しかったです。ヤックリンさんはこのあとご友人と？」

　道の街灯に明かりがつきはじめる。夕陽の淡い光がそこへ移ったような仄ほのかな光。火の魔法使いが作った街灯だからか、よく見てみるとガラスの内側には小さな炎が燃えている。煉瓦造りの街中に合った焦こげ茶ちゃ色の柱のそれは、目にする人達の心を温めた。

「昼に会った奴らと一杯飲みに行く約束がな。ま、一杯で終わらないだろうが」

　手で杯を作り、飲むフリをする。

「楽しそうじゃないですか。いいですね」

「ヘルも友達と会うんだろ？」

「ええ、濃いめですが」

「濃いめ？」

「それにこの花、その友達にあげようかなって」

　手にある赤い花を見つめてマリスを思い出す。

　思えば彼女の髪も、燃えるような赤だった。厳密に言えば赤茶色だけれど、とても綺麗な色だ。

「そうか。……な、なら俺はヘルにやるよ」

　ヤックリンさんは指先で茎くきを持ち、私の顔の前にそれを差し出した。

　私は目を真ん中に寄せる。

「私にですか？」

「母さんや父さんには前日に贈ってあるし、男友達にやったところでな。むなしいだろ？」

　でも私は友達どころか、今日初めて彼と出かけたくらいで、あんなに店を探し回って手に入れたキュピレットの花を貰えるような間柄ではない。

　せっかくの花なのだからと私は顔をブンブン横に振って、貰えません、と言った。

　しかしそれでもヤックリンさんが思い直すことはなく、今度は私の手を持ちそこにキュピレットを握らせた。

　二本の赤い花を持つ自分の手に、じっと視線を向ける。

「ノリで買ったけど、これはヘルにやるよ。返品なしだ」

「本当に良いのですか？」

「ああ」

　ではありがとうございますと言って、私は心してキュピレットの花を受け取る。後日何か良いものでも贈らせていただこうと心に決めて、ヤックリンさんとはここで別れた。




　　　＊　＊　＊　＊




　王族が島へ帰還したあとは空を飛んでも構わないらしいので、私はララと共に王の島へと向かった。

「大丈夫だと思う？　この格好」

「ナナリー様は何を着てもお似合いです」

「え、そうかなぁ。……いやいやそうじゃなくて」

　しかし一旦寮へ帰って着替えたものの、こんな格好でも大丈夫かと今更不安になる。

　待ち合わせ場所は分かっているけれど、どこで何をするのかは詳しく聞いていないので、余よ所そ行きの服を着ているのだが……。ベンジャミンの次くらいに服装にうるさい人なので、なるべく小言をいただくのはさけたい。さすがに私もそこまで阿あ呆ほうではないので、親しき仲にも礼儀ありなんて言葉とはまた違うが、彼女と私用で会うのならばきちんとした格好でなければ。

　ありのまま、自然体が一番だとは言うけれど、意味をはき違えてしまえばただの非常識人間である。

　マリスにあげようと決めたキュピレットの花は、小さく縮めて小指の先くらいにした。小さくした花は、首からぶら下げている鎖が細い首飾りの開閉式の装飾具の中にしまっている。綺麗だけれど少し古臭いような、それでいて安そうな見た目でもなく、どこか上品な首飾り。母からもらったものだが、これなら手で持っていなくとも持ち運べるので便利だ。

　キュピレットの花は他の花同様大きさを変えられるけれど、長く保もたせる永長保存カンターレという魔法は効かず、かつ魔法でその姿を透明にすることも呼び寄せることも出来ない。

　そのうえ地の魔法使いでも咲かせられない花とあり、この花の花言葉には『真実の愛』『偽りのない人生』『純粋』などがある。魔法が効かない、誤魔化しが効かない、からきているのだろう。

　だからこの花を異性に贈ったりする人が多いわけなのだが、私はマリスへ『真実の友情』という意味で贈ろうと思っていた。

「あれなんだろう？」

　島に近づいていくと、待ち合わせ場所である着地場にたくさんの馬車が見えた。

　外套のフードを頭に押しつけて目を凝らす。

「ナナリー様はあそこでマリス様とお約束を？」

「うん。……でもあの感じ、見たことある気が」

　貴族の集まりでもあるのか、島のそこには形の違う馬車がいくつも停まっており、従者らしき人や貴族の姿が見えた。格好を見て判断しただけだが、少なくとも仮装ではないうえに平民ではなかった。

　そもそもこの王の島に出入り出来る人間はある程度限られていて、学校に通う生徒や先生以外では貴族ぐらいである。

「馬車ですか？」

「あの散々な目に遭った仮面舞踏会の時にたくさん馬車が停まっていたのを見たんだけど、それに近いっていうか」

　ぶつぶつ言いながらも、とにかくマリスを見つけないことには始まらないので着地場へと向かう。

　私のように使い魔で飛んでいる人も数人いて、彼らは着地場に着くと貴族達の中へと紛れていく。あれは貴族、なのだろうか。

　けれどその人達からは何故か私と同じ匂いを感じた。見た目は全然私よりきっちりとした服装や、女性なら綺麗なドレスを纏って騎乗をしているのだけれど、どことなくあの馬車に乗っている人達とは違う。

　なんだろうなーなんて思いながら、天馬で島の周りを飛んでいた騎士に誘導されて着地場へと降りる。

　騎士が見張りのように島の周りを飛んでいるのも、珍しい光景だった。

「お嬢さん、失礼」

　するとさっそく何かの証明書を見せなければならないのか、来城許可書と保護人の貴族の方はどこでしょう、と城付きの白い騎士服を着た男の人に言われる。

　ララの背中から降りてスカートと外套の裾を直すと、私は姿勢を正して男の人に向き直った。

「あの私、貴族の友人にここに来るようにと言われて来たのですが、今日は何かあるんですか？」

　首をめぐらせて恐る恐る辺りを見回す。場違いな所に来てしまったような気がしてしまい落ち着かない。

　眉を垂らす私を見て、騎士の人はニコリと笑った。

「今夜は王国の繁栄を願い、城ではドーランの貴族を集めての晩ばん餐さん会及び舞踏会があります。高位の方は特別でして、貴族以外の方を一名お連れすることが出来るのですが、もしや貴女はどなたかと約束を？」

　騎士の人は私の質問に丁寧に答えてくれる。どうやら不審者扱いはされていないようで、ひとまず安心した。紳士的に対応してくれる騎士は、私が誰の知り合いかを確認するためか、手の平ほどの手帳を胸元から取り出す。

「ええと、キャロマインズ侯爵家のマリス・ヘスティア・ラブゴール・キャロマインズ様です」

　答えて良いものなのかと思いながら、彼女の名前を口に出す。

「それはそれは、キャロマインズ侯爵令嬢のご友人でしたか。失礼ですがフードをお取りしても？」

「はい」

　外套を羽織りフードを被っていたので、頭からそれを外す。

　頭に生地が被さっていたせいで髪がぐしゃぐしゃだ。私は手で髪を梳すいて直した。

「ありがとうございます、確かに確認いたしました。重ねてお名前の確認ですが、」

「ナナリー・ヘルです」

「ではヘル様、少々お待ちください」

　丁重な受け答えをされたあと、私はその場で待つように言われる。

　それから暫くすると耳に懐かしい声が聞こえてきた。

「ナナリー！　来たのね！」

「マリス！」

　マリスが先ほどの騎士に連れられて、いや騎士を従えてやって来た。

　ドレスのスカート部分を掴み小走りで駆けよってくる彼女に、わーい！　と両腕を広げて私も感動の再会をしようと走ったのだが、抱き着く寸前に扇せん子すで額を叩かれて地面にドゴシャッと伏せる。

　おい今何が起こったんだ。

「ちょと何するのよマリス」

「勢いがよすぎたようだからつい止めてしまったわ。許してくださいましね、ホホホ」

　私はうつ伏せになったまま、怨めしげに顔を上げる。

「というかさっき聞いたんだけど、晩餐会って？」

「貴女、手紙でもちっとも浮うわついた話をしないんだもの。ですからこの機会ですし？　一緒に晩餐会で浮ついたことでもさせようかしらと思って」

「なに余計なこと考えてるの。良いんだよ普通じゃん、ぜんぜん普通の手紙だったじゃん」

「あーらいいではないの。わたくし達親友でしょう」

　強引なところは変わらないが、口調が落ち着いているせいか妙に大人びている。元々大人っぽい女の子だったけれど、こういう場ではやはり貴族としての品格が出るのか、夕暮れで辺りも暗くなってきているのに彼女が輝いて見えた。

「そう言ってくれるとなんか断りづらいな」

　私はヨイショと立ち上がって身なりを整える。

　赤くなった額を手でゴシゴシと擦りながら、両腕を組んで笑うマリスを頭のてっぺんから足の先まで眺めた。

「わたくしの顔に何か？」

「いや」

　彼女の勝負服はやはり赤なのか、今着ているドレスの色は深しん紅くで、フリフリのレースの裾には黒が混じっている。見ているとこちらが平へい伏ふくしたくなるというか、女王様というのはこういうものなのだろうかと思ってしまうほど威圧的、ではないが迫力があった。美しい赤髪も結い上げて、ラピアクタという花弁が細い花を元にしたであろう銀の髪飾りを、耳の上に挿している。

　陶器のようなすべすべの真っ白い肌に、強気な瞳と相まったぽってりと色付きのよい赤い唇。

　昔からお人形さんのようだとは思っていたけれど、大人になっても変わらぬその姿には畏おそれも感じる。

　周りには夜会へ向けて、ゆったりと膨らんだ長い裾のドレスを翻し、滑なめらかなローブを羽織って肌を隠す令嬢やご婦人の姿があった。

　それを見たあと、私はマリスに視線を戻す。

「マリスってやっぱり、綺麗だよね」

「……貴女と居て楽しいと思うのは、素直に貴女の言葉を受け入れられるところにあるのかもしれませんわね」

「あ〜ら、そう？」

　頬に手をあててホホホとマリスの真似をしだした私に、彼女はやめなさいとまた扇子で私の額を叩いたが、ぜんぜん痛くなかった。







　城へと続く赤土の道を、貴族達が列を成して歩く。途中には二股に分かれた道があるが、右を行けば王国の魔法学校に、左を行けばドーランの王族が暮らす白亜の城・シュゼルク城に着く。

　当然、今日はシュゼルク城に向かうので皆左へ行っていた。私もマリスに連れられて道を行く。

「お仕事はどうですの？」

「どうって？」

「順調に貴女のなりたいものに近づいているの？　ってことよ」

　雑談を交わしながら歩く。

　マリスだけでなく家族も来ているのかと聞いたら、両親は先に城へと向かっていたようで、彼女は私のためにあそこで侍女と共に待っていたそうだ。

　話は変わるが、あの時後ろにチラッと見えた侍女の人も綺麗で、さすがはキャロマインズ家だと思った。

「うーん、まだまだかな。まだ途中だよ。きっと何年もやらないと、所長みたいには……日々精進かな。マリスはどう？」

「どうって？」

「家のこと。侯爵家を継ぐんでしょう？」

　彼女は一人娘で、侯爵家ただ一人の子どもだ。

　手紙でもチラッとそれについての話が書かれていたりする。

「それなら小さな頃から近くで見てきましたから、今はその延長で手伝っている形だわ。それと手紙には書きませんでしたけど、わたくし王女様のお世話係についているのよ」

「王女様!?」

　王女様って王女様!?

「三日に一度ですけれど。侍女とは違った役目なのよ。王様に指名を受けたのでお世話をさせていただいています。本当は公爵家の人間の方が望ましいのですけれど、今の公爵家には若い女性がいらっしゃらなくて。アルウェス様のお母様、ノルウェラ様にも時折お手伝いいただいていますけど、あの方は今お腹にやや子を授かっている身ですし、あまり頼りにしてはいけないから、わたくしが頑張らなければ」

「ロックマンのお母さんお腹に赤ちゃんがいるの？」

「光の季節の終わり頃に分かったそうで、まだお腹は膨らんでませんけどね」

　今アイツは私と同じ十八歳だ。そしてその上には兄がいると聞いている。けれど兄のほうは学校で噂にも聞かなかったので、恐らくロックマンとは六歳以上は離れているのだろう。そして彼の母親が最初の子どもを産んだのは十五歳であると仮定して計算すると、彼女は現在四十歳近い年齢ということになる。

「いつまでも好き合える仲って、ちょっと憧れますわ」

「うん。凄い」

　十八歳も離れた弟か妹、私も欲しい。きっと凄く可愛がれる自信がある。でもそんなことを母親に言ったら、あんたが自分で授かりなさい！　と怒られて終わるだろう。

「王女様のお世話係の選定って、公爵家でなければ侯爵家の人間ってことになるの？」

「ええ、その数ある侯爵家の中で決めるとなった時、わたくしが選ばれましたのよ。恐れ多いですけど、王女様を見ていると勉強になることが多いわ。それに……」

「それに？」

「アルウェス様も公爵邸で過ごすより、この島の宿舎で過ごされていることが多いのよ。城の中でも時折すれ違いますから、わたくしにとっては天国も天国！」

　興奮気味に話される。よほど嬉しいのだろう。

　アイツと何度も手紙のやり取りをしていると聞いた時は、そんなにすぐ手紙が届くのかと疑問に思っていたが。

「三日に一度は手紙を書いてるって言ってたけど、なんか納得した」

「うふふ。手渡しで返してくださることもあります」

　幸せそうだ。

　彼女と話していると、会話がほどほどに尽きない。

　その中で沈黙が続いたとしても気まずい雰囲気にはならず、そもそもお互いの間で喋らなくなる状況を悪とは思わないので過ごしやすい。

　沈黙も立派な会話だ。会話が尽きないから仲良し、というわけなのではなく、尽きたとしても何気なく相手の顔を見て、何気なく笑って、何気なく空を見上げることが出来る仲だから良いのだ。

「こちらにいらして」

　城の敷地に入り、赤土の道が白い煉瓦敷きの道になってきた頃、私は道の横にある庭園へとマリスに引っ張られていった。

　小さな木がいくつも植えられていて、青い芝生の先にはこれまた池と呼ぶには大きな……湖のようなものが見える。いつか見た迷路のような緑の植え込みも繊細な作りで、所々に配されている噴水と合わせて見てみると、まるで一つの絵の中に紛れ込んでしまったかのような錯覚に陥ってしまう。

　以前来た時はじっくりと見ている余裕もなかったが、改めて見ると圧巻の一言に尽きた。城はそれ以上に凄いが、この庭は何百軒もの家を建てられそうなほど壮大な広さである。

　最近お腹が出てきたらしい父に、この庭を一度でいいから一直線に走らせてみたい。そして痩せろ父よ。

「庭凄いね。というか私、凄いしか言ってない気がする」

「いえ寧ろなんの反応もないと、逆にわたくしが心配になるわ。……ではこちらを向いてくださる？」

　マリスは小さく感動している私を、これまた小さな木の後ろに立たせて、自分は私から三歩ほど距離をとった。もうすぐ城へ着くという場所で道から外れた私達は、庭にある木の後ろに隠れる形になる。

　道から外れてこんなところに入ってしまい、怒られないかとビクつく私をよそに、当の本人は怖いもの知らずというか慣れているのか、フフンと笑っていた。

　彼女は良いが、私はここに耐性が出来ていない。というか出来るかそんなもの。

「いくわよ」

「ちょと、マリス何を」

　私に人差し指を向けて魔法をかけようとするマリス。いったい何をするのかと口を開こうとした私だが、それよりも早く彼女は呪文を唱えて私へ青い光を放った。




　──シュルシュル

　──シュルシュル

　──ホワンッ




　私は魔法を掛けられ、その反動で横に三回転させられる。

　そしてその間身体に違和感を覚えたと思えば、回転が止むと同時に私の身を包む服の形態、肌触りが違うことに気がついた。

「ねぇこれ……」

「なかなか綺麗でしょう？　特別に作りました。わたくしが」

「マリスが!?」

　白を基調としたドレスには、淡い青色の刺繍で施された細かな花柄に、蔓や葉の模様があった。肩を覆う布はなく、逆に二の腕からはほんのり透けた袖が手先に向けて広がるように付いている。ヒラヒラしていた。

　スカートの裾を上げて靴を見てみれば、踵の高いとんがった白い履物に変わっている。

「裁縫は得意分野ですの」

「裁縫という括くくりでドレスを作れるのは、もはや得意という範はん疇ちゅうを超えてるというか……うぷっ」

　お腹周りの布地に、ギュッと腰の肉が締め付けられる。マリスが指を振ったので、多分彼女の仕業だろう。

「もう少し腰辺りを絞りましょうか。貴女の着ていた服は、馬車の中に移動させておきましたからね。その首飾りを外すのは勿もっ体たいないですから、そのままにしたわ」

　私はキュピレットが入っている首飾りを触る。

　着ていた余所行きの紺の衣服は何処へやら（馬車の中）。その代わりにピラピラとしたレース付きの、それでいて重量感のある服。

　私は豪ごう奢しゃなドレスを纏っていた。

「これを着て、お城に……？」

「わたくしの見立てに文句でも？」

　着ている自分を客観視してみる。

　彼女ほど胸もない上に、化粧も最小限にしか施していない顔。普段から化粧をしているワケでもないが、今日は特別にと唇に紅べにくらいは塗っている。けれど薄化粧に毛が生えたくらいの顔で、こんな着るのも申し訳ないようなドレスとなると凸でこ凹ぼこ感が半端ない。

「さぁさぁ行きますわよ」

　一方マリスは私の格好に満足したのか、私の腕を引っ張って城へと向かう道に戻った。道とは言うがもう敷地に入っているので、城の扉が開いているのが見える。またそこへ近づくにつれ、騎士の人が道の両脇にずらっと並んでいるので、とうとう来てしまった感……いわゆる絶望感悲愴感でいっぱいだ。

　こんなところに来ると分かっていれば、せめて心の準備だけでもしておけたのに!!

「待って待ってマリス、私作法とか分からないからちょっと」

　私の戸惑う声を無視するマリスと共に、嫌な思い出のある城の中へ入っていく。

　今年は何の因果か、妙にお金持ちの家に関わることが多い気がする。しかもすべて不法侵入という形で、表立って人に言えないようなことばかりだ。

　そのせいか別に誰にも文句を言われるわけでもないのにビクビクとしてしまう。

『キャロマインズ侯爵家のマリス様もか』

『平民の友人を？』

『あらあそこにいるペーレ侯爵も連れているわ』

『今年は去年より少ないほうかね』

　周りの人達は当然貴族ばかりなので、私や他の平民であろう人を見ては物珍しそうにしていた。こんなに人がいるのにそのような目を向けられると、しっかりとそうでない人間とそうである人間の区別がつくのか、なんて、居心地が悪いとかは別にして感心してしまう。

　社交界は精神武闘会だ、と貴族の子が話していたのを聞いたことがあるけれど、それだけ神経を遣って他の貴族の顔や名前を覚えたりしているのだから、見分けるのもわけないのかもしれない。

　何故上位の貴族だけはこうして貴族外の人間と（一人だが）連れ立って良いのかとマリスに聞いたのだが、それが結構単純な理由だったのにも驚いたものだ。

　なんでも、昔いた公爵様が『ここに仲のいい平民の奴呼べたらなぁ』と期待半分冗談半分で王様の前で呟いたところ、なんと『え、良いよ全然。お前優秀だからさ、絶対その友人も悪い奴じゃないだろ。あ、でも呼べるの一人な。それと花神祭だけな』などと了解を出してしまったのが始まりらしい。それが慣例となり、今でも公爵と侯爵の身分の家から一人だけが平民を呼んでも良いことになっているのだという。

「へ〜」

　なんとも自由な王様だ。今の王様も無くそうと思えば無くせるはずなのに、このへんてこな風習を続けているのは国が平和だという証拠なのかもしれない。

　しかもこれまた、その公爵というのがあのキュローリ宰相なのだそうで、思わず空から笑いが出た。時代の流れを変えるのは、いつだって一人の偉人か、一人の変人なのだ。

「学校で少しはやりましたでしょ？　気にしないでちょうだい、堅苦しい輪には入らせないわ。それにアルウェス様は貴女もご存じの方を連れていらっしゃるみたいですし」

「私の知り合い？」

　ご存じの方？




　　　＊　＊　＊　＊




　城の大広間まで連れてこられた。

「わぁ……」

　ほらさっさと歩きなさいとマリスにせき立てられたけれど、私は城の内装の変化に気を取られていた。以前来た時は通路の壁は金と白で彩られていて、絵画がいくつか飾ってあり、床は赤だった。けれど今歩いている床は深緑で、壁は花柄、絵画はどこにも無かった。そして大広間に入ると、またもや違いが目につく。天井にあったはずの天使の絵は無くなっており、太陽と月の絵が代わりにそこにある。光沢のある結晶石の床は、所々キラキラと輝いていて、まるで夜空に浮かぶ星のように見えた。

　ぽかんとしている私に、マリスは凄いでしょうと言ってくる。

「うん」

　確かに彼女の言う通り、お城というものは凄い。芸術的にも優れているけれど、しかし一体月に何回内装を変えているのだろうか。お金もたくさんかけているに違いない。

「広間に人間がこんなに入るものなんだね」

「感想がいちいち野や暮ぼですわよね、貴女」

　大広間は貴族の人間で溢れかえっていた。

　王族が座るであろう大きな椅子にはまだ誰も座る気配がなく、ゼノン王子の姿などは見当たらない。それにこの集まりなのだから、当然ロックマンもいるはずだ。マリスもさっきアイツの名前を口にしていたし、いないなんてことはないはず。

　マリスの両親には先程挨拶をした。

　彼女の髪色と同じ色をした、一組の夫婦。マリスの母は美人で、強気な目元は母親ゆずりなのが見てとれた。父親のキャロマインズ侯爵はそれとは反対に垂れ目で、けれど笑った顔がどことなく娘と重なっていた。

　はじめまして、と言った私に二人は、貴女がナナリーさん？　いつも面白い話をありがとうね、と快く応えてくれたのだが、その言葉の節々に気になるところを見つけつつもマリスを見れば知らんぷりをされる。

　挨拶回りに行くからと彼女の両親と別れてからは、私もマリスの傍で彼女の社交に付き合っていた。堅苦しい輪には入らせないからと言っていたが、結構その通りで、懐かしい貴族の級友達との再会がほとんどだった。

「貴女を一人にすることは出来ませんし、もちろんしようだなんて思いませんから。でも気疲れしてしまったならごめんなさいね」

　一通り会話を交わしたあとは、付き合わせてしまってごめんなさいとマリスに申し訳なさそうに言われた。

　むしろ私こそこんな所にいて邪魔じゃないのだろうかと思ったが、マリスの意思でそうしているのならと逆にあまり気にはならない。

　けれど私も彼女と対等の立場ではないので、やはり周りの視線が気になったりもする。来るまでの道でもそうだったが、平民はよくも悪くも目立つ。今も口くち髭ひげのある紳士や扇子で口元を隠すご婦人に、好奇の眼差しを向けられているのが横目で見て分かった。自意識過剰と言われるかもしれないが、マリスが気にするな、と言っている時点で周りに気にされているのが丸分かりだった。

　他にも平民は何人かいるのだから、そちらを見てくれと祈るばかりである。

　若干の居心地の悪さを感じながら、私の唯一の心のよりどころであるマリスの背後にそっと立つ。

「ちょっと貴女、幽霊じゃないんだから！」

「……」

　後ろにいられるのは嫌なのか、すぐに振り返って私を隣に置いた。

　──トントン。

　すると、後ろから誰かに肩を叩かれた。

　突然だったので、ピクッと両肩が跳ね上がる。

「よっ、ナナリー」

「え……サタナース!?」

　首を横に向けると、そこには正装で髪を整えたサタナースの姿があった。グラスを片手に笑っている。癖のある銀髪は整髪料を塗りたくったのか、若干テカテカしていた。

　そんなに塗るくらいなら癖毛を真っ直ぐにする魔法でも覚えたらいいのに、サタナースは勉強こそ落第ものだが、魔法を使うことに関しては野生児並に勘が良い。

　しかし何故サタナースがここに。

「ね？　ご存じ、でしょう？」

　隣にいるマリスを見ると、彼女は手を口に当ててホホホホと笑う。

「ナナリーも来てたんだな。でもあいつからは聞いてねーぞ」

「あいつって？」

「ロックマンだよ」

「ロックマン？」

　なんでここであいつの名前が。

　サタナースの話によれば、ロックマンとは頻繁にではないが飲みに行ったりしているのだと言い、そしてその時にこの晩餐会、舞踏会に来ないかと誘いを受けたらしい。

　ベンジャミンはどうしたのかと聞くと、彼女は夜は家族と過ごしたい質たちらしく、夜に用事があると言ってもさほど問い詰められることはなかったのだと言う。変なところで冷めているので、そのことについて話しているサタナースもどことなく戸惑っているのが分かった。

「そりゃロックマンだって私が来るとは思っていないだろうし、当たり前じゃない。ね？」

「あら、わたくし貴女を誘うつもりだとアルウェス様に手紙で話してますけれど」

「知ってんじゃねーか」

「アルウェス様があの非常識男サタナースを連れていくとおっしゃったので、ならわたくしはナナリーを誘います、と」

「その流れで呼ばれると、私も非常識みたいに聞こえるんだけど」

　なるほど。

　だからマリスはサタナースがここに来ることを知っていたのか。

　けれどロックマンの姿は未だどこにも見えない。

　サタナースが来たのはつい先程のことだそうで、その時にはロックマンも傍にいたらしいのだが、まだ仕事があると言ってどこかへ行ってしまったのだという。

　サタナースもサタナースで一人にされても平気だったのか、しばらくは周りにいる美人を見て目を輝かせていたらしい。

　本当にこいつはどうしようもない。

「貴女っていい話のタネになりますし、いえネタかしら。お父様やお母様にも面白おかしくナナリーのことは伝えさせていただいてますわ」

「普通に話してくれない!?」

「ここまで言う友や達つはなかなかいねーよ。大事にしろよナナリー」

「なにこいつ腹立つ」

　非常識と言われているのはサタナースのほうなのに、何故か私が馬鹿にされている。

　けれど、ということはロックマンは私が今日ここへ来ることを知っていたのだろうか。あの時点で。

『せいぜい花の季節を楽しんで』

　そこであの言葉を思い出すと、実に憎たらしい。

「アルウェス様へのお手紙でも貴女のことは時々枕まくら詞ことばとして使わせてもらってますわ」

「だから普通にやりとりしなさいよ。変なこと言ってないでしょうね」

「あらそんな変なことなんて」

「何その顔」

「いやだわこんなところでおしゃべりしている場合ではなくてよ。間もなく王族の皆様が顔を見せる頃ですし、ほら行きましょう」

「あっ流した、流した」

　手で顔を扇いで、私に背を向けるマリス。ジト目で彼女を見る私の背中をサタナースがポンと叩く。

「あいついい性格してんな」

　腹立つ。







「国王陛下のおなり」

　片眼鏡をかけた老紳士が、細長い紙を掲げて口を開く。彼の言葉を聞いた大広間の貴族達は、その声に顔を上げて、階段の先にある壇上を見た。

　大きな椅子の隣にそれぞれ王族の面々が顔を出す。

　王、王妃、王子殿下、王女殿下。もちろんその中にはゼノン王子もいる。

　マリスや他の貴族達がそれに向かい頭を垂れ始めたので、私やサタナースも慌てて姿勢をかがめた。

「今年もまた、無事に花の季節を迎えることが出来た」

　広間に王様の重低音の声が響く。

「建国神プラマーナのもと、ここに健やかなる繁栄を祝福し、栄光なるドーランの輝きをその手に」

　王様がそう言ったとき、マリスに肩を叩かれたので姿勢を起こす。彼女を見れば、右手を上にあげて杯でも持つようなしぐさをしているのが目に入る。何だろうと見ていると、貴女もやるのよ、と言われた。周りを見てみれば、皆一様に片手を上げて王様を見ている。

　私は首を縦に振ると、親指と人差し指をくっつけてマリス同様杯を持つように右手を上げた。

「乾杯！」

　王様が乾杯と言った途端、手に透明の杯が現れる。

　杯の中には赤色の、ほんのり果実の香りが漂うお酒が入っているようだった。

　祝杯の魔法、というのを本で見たことがあるが、このことか、と地味に体験出来たことに歓喜する。

　王族はそのままそれぞれ椅子に座った。

「アルマン王太子殿下もご立派になっていますな。早くご挨拶に行かねば」

「貴方、リースクリング伯爵より前に行かないでちょうだい」

「いえ気になさらず、男爵もどうぞ」

　そして国王の前へ順番に挨拶に行く人達がいた。ずらっと巨大な蛇のような列。

　その列の長さを見る限り、これは時間がかかりそうだとお酒に口を付ける。

「王様も大変ね。あれだけの人数と挨拶なんて」

「隣にいる方、マルキン宰相が横でどこの誰なのかきちんと読み上げて補佐しているから大丈夫よ。アルウェス様も殿下達の警護のために傍にいらっしゃいますし」

　確かに何人もの、というか王国中から集まっている貴族達のことを一人一人一から十まで細かく覚えるということは、いくら王様でも無理な話だ。

　列の先にいる王様、お妃様を見る。

　お二人の横にある四つの椅子には、第一王子であるアルマン王太子殿下や第二王子であるノルティス殿下、第三王子のゼノン殿下に末まっ子しのミスリナ王女殿下が落ち着きを払った表情で座っていた。

　そしてその横には黒い騎士服を着用した、昼間の姿と何も変わったところが見られないロックマンが立っているのが見える。左胸にはキュピレットの赤い花が一輪挿されたままで、もしかしてこいつはあの時から今の今までずっと仕事をしていたのかと口がポカリと開いた。

「長時間労働だと……」

「何か言いまして？」

　頭を振ってマリスに何でもないと返す。

　来ていると聞いたから、また視覚的にキラキラした服装でもしているのだろうと思っていた私は、口をすぼめて視線を床に向けた。

　別に勝ち負けで全てを計っているわけではないけれど、こんなお祭り気分の日でもああやって仕事をしている憎き奴の姿を見ていると、今日一日楽しんで屋台などを回っていた自分に嫌悪感を持つと同時に、少しだけ、少しだけだがアイツの体調を危惧する自分がいる。

　もちろんニケやゼノン王子、その他休みではない人間はたくさんいる。

　けれど日頃宿敵として見ている、いや扱っているロックマンのあのような姿を見ると、悔しいような、背中が痒かゆいのにそこに手が届かないような歯は痒がゆい気持ちになった。

　とりあえず明日からまた仕事頑張ろう。

「ん？」

　気分を変えようとチラと列の後ろのほうに目をやると、見知った顔に気づく。あちらも私に気づいたのか、目を細めてニコリと笑った。私も軽く会釈をする。

　最後尾にいたのはロックマン公爵その人だった。こういう時は一番はじめのほうにいるものではないのかと疑問に思ったが、それは自分の中だけの疑問に留めて雑談を交わしているマリスとサタナースのほうに意識を向ける。

「マリスは良いのかよ、あそこに行かなくて」

「ええ、もちろん行くわよ」

　サタナースが人差し指を長い列に向けて、マリスはそれに頷く。

「だから貴女もいらっしゃい、ナナリー」

「私も!?」

　彼女が血迷った発言をしだした。

「プッ、良かったな」

　マリスの顔を凝ぎょう視しする私に、横にいるサタナースが他人事のように笑う。また腹が立ったが、コイツも道連れに出来ないだろうか。

「貴族ではないからと、せっかく招待を受けた身でありながら、国王陛下に挨拶をしないほうが失礼よ」

「招待っていうか、マリスのおこぼれに与あずかった身というか」

「だまらっしゃい。サタナースも行きますわよ」

「俺も!?　嘘だろ!?」

　あのサタナースがピシリと動きを止めて汗を流し出す。王様相手となると、流石のサタナースも余裕ではいられないらしい。これは是非ともゼノン王子の前でガチガチに固まるところを見てみたい、なんて性格の曲がったことを考える。

「アルウェス様はあちらにいらっしゃいますし、貴方と行動する余裕はないでしょう」

「じゃあなんで呼ばれたんだ俺」

「ゼノン殿下と会わせたかったのではなくて？　貴方達仲が良かったじゃない」

「まじか。あいつ意外と寂しがり屋なんだな」

「どういう解釈よ」

　彼女に促されて、私とサタナースは彼女の後ろに付いて行く。

　隣では、そうかアイツまじで寂しがり屋なんだなまじで、とサタナースがまだそんなことを呟いていた。それをゼノン王子の目の前で言ったりしないでよね、なんて戦々恐々としつつ、私は無言で歩いた。







　この列に並んで体感的に三十分が経った。私達はやっとのことで、列の中間辺りに差し掛かる。

　いやビックリした。こんなにも進まないものなのかと。

　もう少し効率よくいかないのかとマリスに聞けば、花神祭の日に行われる王との対話は特別らしく、普段からあまり王家と関わりのない貴族も来ていることから丁寧に時間を割り振っているのだと言う。

　普段から行列の出来る飲食店などを避ける傾向にある私にとって、この順番待ちは人生で初と言っていいほど気の遠くなるような長さだった。

「晩餐って言うけど、食べ物出るの？」

「出ますわよ。これが終わったらですけど。舞踏会もかねていますから、食べ過ぎないでくださいね」

「おっせー」

「……サタナース貴方ねぇ、その心の声をすこしは抑えることが出来なくて？」

　周囲を気にしながらマリスがサタナースの口を扇子で押さえる。

　さすがに彼もマリスに迷惑をかけるのはよろしくないと思ったのか、悪い悪い、と笑って扇子を押し返した。

　けれどすぐに、本当におせーからさぁ、などと口走ったのでマリスと共にサタナースの頬を片方ずつ引っ張った。

「いてててでぇっ」

「ちょっともう騒がないでよね」

「おはえたひかひっはっへふかはたほうは（お前達が引っ張ってるからだろうが）！」

「そういえば最後にダンスを踊る相手が何故重要なのか、貴女知っていまして？」

　マリスは痛がるサタナースを華麗に無視して私の顔を覗き込む。

　話題が急に変わったことに戸惑いつつも、私は返事を待つマリスの顔を見て頷いた。

「前にマリスが言ってたから知ってる」

「まぁ！　そうでした？」

「踊るは『人生』、なんでしょう？」

　男女で踊る曲しかり、踊り子が一人で舞う曲しかり、踊りは一つの人生を表しているのだという。お話もそうだが、曲にもきちんと起承転結がある。初めは緩やかに、中盤は激しく、後半は静かに厳おごそかに。舞踏会で流される曲の順番にも意味があり、全体の流れを通して考えられている。初めの曲はお話の始まりの部分として明るい曲だったり、次の曲は複雑で波がある難しい曲、それから終盤へ向かうにつれゆっくりになり、曲にも役割を出している。

　そしてその中でも最後の曲というものは物語の終わり、人生の終わりを示していた。

　なので舞踏会などで最後に踊る相手に込める意味は、

「人生の終わりまで貴方（貴女）と一緒にいたい。ってことだっけ」

「そうですわ。なので男女で踊る最後の相手は、わたくし達の間ではとても重要なことなのよ」

「マリスは誰かと踊ったことがあるの？」

「まったく興味のない殿方とでしたら、何回もあります」

　マリスはそっぽを向く。

　頬を膨らませて、眉を垂らした不機嫌顔。怒っているのか悲しんでいるのかイマイチ分からない表情だが、どちらにせよ気分がよろしくないということは伝わる。

「ロックマンは？」

「アルウェス様は、いつも最後はノルウェラ様か王女様と踊られるのよ。それか最後は誰とも踊らないで壁に寄っているか。少し前まではシーラ王国のカーロラ様がいらしたりして、その時に踊られたりしていましたけど」

「アイツと踊るのは難しい？」

「あの方と踊りたい女性はたくさんいますけど、王女様とノルウェラ様を退しりぞけてまで踊ることは、流石に誰も出来ませんわ。それに最後以外は快くダンスのお相手もしてくださいますし、寧ろありがたいほどで」

　片手を自分の頬に添えて、ほぅ、と熱い息をつくマリス。

　ゼノン王子などもそれは同じようで、奴と同様最後は王妃様か王女様、または叔母であるロックマンの母親と踊るのだと言っていた。

「……卒業のときのあれ、皆があんなに頑張って勇気振り絞ってアイツと踊ろうとしていたのを思い出すと、本当にいじらしく感じるよ。今更ながら」

「あのとき、結局最後は貴女と踊っていたと知ったときはビックリしましたけど、頭突きし合いながら広間に戻って来た貴女達はどこからどう見ても猛獣が殴り合いでもしているようでしたわ。だから心底安心しました」

「失礼な」

　このジジイ、ババア、と罵ののしり合いながら会場へ戻ったときのことはよく覚えている。いつか絶対負かしてやるという話から、どうしてそんな罵倒合戦になったのか。まぁ、それもよく覚えているが、とりあえずアイツはペテン師詐欺師スケコマシであることには違いない。

「どこまで張り合うのか知りませんけど、ほどほどにしてくださいね。アルウェス様が怪我でもしたら大変だわ」

「アイツが怪我なんかするもんですか」

　怪我した姿など見たことがない。

　凍らせたことは幾度もあるが。

「あら、強いと認めていらっしゃるの？」

「意地悪」

「オッホッホッホ」

　彼女に遊ばれている感じが否めない。

「おい、あいつら何か食ってんぞ」

「え？」

「あのねぇ、あいつら、って言わないでくださる!?」

　またもや無礼極まりない口をきいたサタナースに、さっきまで私を笑っていたマリスが憤ふん怒ぬした。

　彼の目線を辿れば、挨拶を終えた人達が軽い食べ物を口にしている。……いいや、軽いとは言ってもお金に換算すればきっと軽くはない代物だ。絶対高い奴だ。

　おいしい、なんて頬に手を当てて笑う貴婦人の姿に、私とサタナースは口からよだれを垂らしそうになる。

「ナナリー、貴女までやめてちょうだい」

「大丈夫大丈夫」

　あらやだいけない、とマリスの陰に隠れて口元を拭う。

　お腹は空いていないはずなのに、他人がああやって美味しそうに食べ物を口にしているのを見ると、別腹が空く。

「陛下!!」

　お腹を手で押さえていると、大広間の重厚な銀の扉を開けて、あの騎士団長が王様を呼びながら勢いよく駆けて中に入ってきた。その後ろにはぞろぞろと騎士団の人達がついていて、いったい何事かと目を丸くする。

　マリスも、何かしら、と驚いた顔をしていた。他の貴族や会場にいる召使い達も、ざわざわと遠巻きに見ている。

「無礼を承知で申し上げます！　現在──」




　────ドンドンドンッパリン!!




　けれど突然、城の広間の天井近くにある楕円形の大きな硝子窓が割れて、破片が飛び散る。真下にいた人達は急いで防御膜を張り、破片から身を守っていた。

　いったい、なにが。

『平和ボケしている諸君』

　しゃがれた男の声と共に、私達の前に禍まが々まがしい光を放った黒い球体が現れた。それはふよふよと、おどけているような動きで天井を舞っている。

　よく見れば黒と紫、緑が混ざった濁りのある色をしていた。

　声はその球体から聞こえてくる。

「皆さん後ろへ下がって！」

「お、おおう」

　私やマリス、サタナースは、周りと同じくその球体を避けるように壁際へと寄った。

　その代わりに広間へ入ってきた騎士達が、球体の周りを囲むように直ぐ様駆けつける。みな指を向けて魔法を出す準備をしていた。

「どういうことかしら。あれは何ですの？」

「分からない。魔物に雰囲気は似てるけど」

　厳しい顔をしている騎士団長が目に入る。所長と喧嘩しているときにも見せないような、怖い顔だ。

　あれはいったい何なのだろう。

　状況がよく掴めていない私達は、お互い視線を合わせて眉をひそめた。

「十中八九魔物だと思うけどな」

「でも何で王の島に……？」

　サタナースが私の隣で腰を屈かがめて、耳打ちしてくる。

「島の警備が、俺達の目から見ても尋常じゃなかっただろ。ありゃ何か警戒してたんだろうな、あらかじめ」

　確かに城の周りには幾人もの騎士が天馬で飛び、この島を守るように配置されていた。初見の私でも違和感があったが、城に貴族が集まるせいだからだと思っていたのであまり気にしてはいなかった。

　けれどサタナースの言うように、警備はいつもより厳重だったのだろう。

　しかし、それなのに何故このような事態になっているのかと、ここにいる貴族達が皆信じられないとでも言いたげな顔をして、広間の中心に浮かんでいる黒く光る球体を見ている。

　あれはあきらかに侵入者だ。

「貴様、何者だ」

　王様は落ち着いた、しかし広間中に行き渡るような大きな声でそれに問いかける。

　王族の前にはロックマンが立ち、彼らを守るようにしてそこにいた。隣にはゼノン王子もおり、険しい顔で広間の中心を見ている。

『何者であるかは、国王と騎士団がよく知っているはずであろう。あれだけ騎士を配備しておいて、まんまと我にしてやられた憐れな奴等よ』

　声は、愉快だとでも言うように笑いを含んでいた。

『ドーランだけではない、シーラ、ナラグルの連中もそんな顔をしておったわ。実に愉快で滑稽』

「お前の目的はなんだ」

『我はお前達が恐怖に戦おののく姿を見てみたい！』

　声が一段と大きくなったとき、王様が椅子からダンッと立ち上がる。

「騎士達、その悪魔を始末せよ！」

　重く高く響き渡る声は、広間にいる人間の脊せき髄ずいをまで浸透し、刺激した。

『ハハハ！　ハハハハ！　当たらぬわ馬鹿共が!!』

　球体が甲高い笑い声を上げながら旋回する。

　王様の命令で騎士達が退魔の呪文を放つが、球体はそれを避けて徐々に端へ避難している貴族達のほうへとやってきた。

　貴族達も魔法が使えないわけではなく、むしろ平民よりは魔法での戦いにも慣れているため自分達の周りには防御の膜を張っている。

　もちろん私やマリス、サタナースもそれぞれ自分の周りに張っていた。

『お前達の相手は、こやつらで十分だ』

　球体はそう言うと、グルグルと渦を巻く空間の中から奇妙な形の魔物を数体、いや何十体と出し始める。

　さすがの事態に、貴族達も逃げてばかりはいられないと魔物に攻撃する者が出始めた。

「ナナリー！　自分の身は自分で守れよ！」

「ええ!?」

「わたくしもこうしてはいられませんわ！」

　マリスも横で炎の弾丸を魔物に放ち、サタナースも破魔士らしく竜巻を引き起こし魔物の排除に専念している。彼に至っては使い魔のフェニクスも召喚して共に応戦していた。

　城の広間は、あっという間に戦場と化す。

「いったい……」

　一方私は防御の膜を張ったまま、辺りを見回した。

　騎士達はあの球体に手こずっているようで、騎士団長がいつの間にか混ざって戦っていた。ゼノン王子もそれにならうようにして、雷の魔法を繰り出している。王族は守られる立場にいるというのに大丈夫だろうかと壇上を見ると、そこではロックマンが強力な分厚い防御膜を張って彼らを守っていた。分厚いと分かるのは、膜が放つ光が強いからである。あの光が強いほど、より強力な証あかしであると言えた。

「どうしよう」

　膜にぶつかってくる魔物に顔をしかめながら、自分が出来る攻撃を考える。今は氷魔法の使用を制限されているため、むやみやたらと使えない。

「……よし！」

　こうなったら、と私はドレスの裾をめくり上げて、太股に巻き付けた革ベルトから女神の棍棒デア・ラブドスを引き抜いた。腰に巻いておくことが出来なかったために、見えないところにと考えて太股に付けておいたのが正解だった。

　デア・ラブドスを身長を超すほどの長さに伸ばして、トンと床に先を叩きつける。

　退魔の陣はいくつかデア・ラブドスの中に覚えさせているが、使えそうな何か大きい陣はあったかと、魔法書の内容を思い起こした。

「八点……完全でもないし…………空間……、退魔神展ベヌゲートだ！」

　銀色に輝く長い棍棒をクルクルと回す。

　それを八回転させたのち、自分に張った防御膜を解いて女神の棍棒を結晶石の床に突き立てた。指先から魔力を棒へ流し込む。

　棍棒へ十分に溜まった魔力が空気を揺らしているのか、ドレスのスカートがゆらゆらと波打つように動いていた。それを確認すると、私は古代魔法のひとつである退魔の陣の呪文を唱える。

　そしてこの魔法を使う前には、もし失敗したときのためにと、守護精の呪文を唱えなければならない。魔法には失敗するとしっぺ返しがきたり、命取りになるものがいくつかある。いずれもそれは高度な魔法を使うときで、失敗したとき、呪いを受けてくれる、身代わりになってくれる守護精を用意しなければならなかった。

　これは魔法を使う際の、言ってしまえば保険のようなものだ。

　生まれて親から名前を与えられるとき、それとは別に中間名を御先祖様から頂くのだが、私の場合は曽ひい々ひいお祖ば母あさんのペルセポネという名前を貰っていた。親が私にと選んだ、お祖母さんの大切な名前。

　そしてその名前が、それらの魔法を使う時に必要になってくる。

　守護精の呪文は魔法型ごとに違い六つあるのだが、氷型である私の呪文はこうだ。




　──あまねく神と血の精霊達よ

　──我がペルセポネの名のもとに告げよう

　──氷帝の光は花の大地に降り注ぎ

　──生きとし生けるもの全ての時を止め

　──天への架け橋となる

　──終結の鍵と共に去るは氷の意思であり

　──また始まりも血の意思となるだろう





「退魔神展ベヌゲート」

　風を伴い、陣の模様がまるで蛇が這はうように床へと広がっていく。

　けれど私の陣の色とは違う、金色に光る陣が、同時に私の陣の下に浮かび上がっていた。

　私以外の、誰かの魔法陣だった。

　もしかして、と思い王族のところにいたロックマンを見てみれば、アイツが私と同じような、金色の杖を壇上に突き立てているのが分かる。

　何をするつもりなのか知らないが、考えている余裕など防御膜を解いた今では無いに等しいので魔法を続けた。

「もっと、大きく、大きく」

　広間中に行き渡った私の魔法陣は銀色に、ロックマンが敷いた魔法陣は金色に光り輝く。
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　そしてその光が増した時、陣の上にいる魔物達の動きが止まり溶け始めた。

　ジュウジュウと音を立てて、水が炎で蒸発するように黒い煙のようなものが天井へ向けて上がっていく。

　あの黒い球体も動きを止め、天井付近からゆっくりと下に落ちてくる。

　けれど弱ったわけではないのか、まだクルクルと余裕そうに回っていた。

『今日は十分に遊ばせてもらった。この国、この世界を魔が支配するのも、遠い話ではないぞ。だが──しかしまだその時ではない』

「時とは何だ！」

　ゼノン王子が叫んだ。

『全ては愛しい我がシュテーダルのために』

　そう言って、球体はパンと弾け飛んだ。







　球体が消えて、広間は静まり返る。

　意味深な言葉を残して消えたその残像を追うかのように周りの人間は辺りを見回すけれど、どこを探しても、もうあの黒い球体はいなかった。

　デア・ラブドスで陣を出していた私は、床から棒の先を離す。

　陣の模様は巻き戻されるかのように、シュルシュルと私のもとに集まって消えていった。

　マリスは直ぐに両親の所へと行き、彼らの安否を確認している。彼女の両親に限らず、この場にいる人間は誰も怪我をしていないようなので、とりあえず皆無事で良かった。

　倒れた卓上台や椅子、中身が零れて転がった杯は、使用人らしき人達が魔法を駆使して直しに入っている。

「第七小隊は修復にかかれ。通路もだ！」

「団長、一応探知もしてみようかと思います」

「ああ。やるにこしたことはない」

　騎士団の人達も城の内部の修復に手をかし、騎士団長の指示のもとに動いていた。

　おかげさまで荒れていた広間は、ものの数分で元通りになった。

「お前のそれ何？」

　少し離れた所にいたサタナースは使い魔のフェニクスを小さくして肩に乗せると、女神の棍棒を縮めている私の目の前にやってくる。

「これ？　なんだろう、支給品みたいな」

「支給品？」

「そう支給品」

　私の物かと言われたらはいそうですと即答は出来るが、なにせ就業初日に頂いた物なので、感覚としたら支給品という言葉が一番近い。それにこれを生み出したハーレにあるギグネスタイ・ネロについては口外禁止なので、あまり詳しくも言えない。

　私は誤摩化すように、短くしたその棒を手のひらでクルリと回した。

　言葉少なに会話を途切れさせた私を見て何か思うところがあったのか、まぁいっかなんかスゲーの見られたし、と彼は女神の棍棒についての話を終わらせた。

　サタナースの良い所はこういう所なのだと、たまに心底好ましく思う。

「それより見てたかナナリー。俺かっこよかっただろ」

　しかし親指を自分に向けて得意気な顔をしたサタナースを、私はジト目で眺める。

　お前を見ている暇なんかあるか。

「その言葉だけはベンジャミンに伝えておいてあげる」

「ちぇ、つまんねーの。……けど、王はどう説明すんだろうな。あの黒い奴の話を聞く限り、王と騎士団は知ってたっぽいじゃん」

　俺アルウェス君に聞いてないけど、とサタナースは壇上にいるロックマンを見た。

「さぁ……」

　私は私で、壇上にいる国王を見る。

　ロックマンが張っていた膜はすでに解かれていて、国王はその場で立ったまま、広間でざわつく私達を険しい表情で眺めていた。

　貴族達は今しがた起きた事態に戸惑いながらも、国王が何か言葉を発するのを待っているのか「どういうことだ！」と声を荒らげる人間はいなかった。

　また修復作業に入っていた騎士達はゼノン王子と共にいる騎士団長のもとへと集まると、すぐに散りぢりになり広間の大扉から出ていく。

　騎士団長は残るのか、その場から動かなかった。一方でゼノン王子はミスリナ王女が座る椅子の傍へとあがって行く。

　ここに来た騎士の中にニケはいなかったが、城の周囲の守りにでも入っているのかもしれない。

「あれロックマンの父ちゃんだろ？　いたんだな」

「サタナース知ってるの？」

「この前あいつん家ちに遊びに行ったとき、チラッと」

　そしてアルウェス・ロックマンの父親であるミハエル・ロックマン公爵はいつの間にか宰相の横に立ち、なにやら話でもしているのか口を動かしていた。

　サタナースもそれが目に入ったのか、さらりとアイツの家に遊びに行ったことがあるなどと聞かされる。

「遊び？」

「んまぁ遊びっつうか、ただ今日の予定聞きに行っただけだけど。けどうまい料理食わしてくれてさ。肉はまだしも野菜が口の中で溶けるって、俺人生で初めて体験したわ」

　相当その料理が美味しかったのか、まだ何も食べていないのにサタナースの頬がとろけて落ちそうになっていた。

　私はペシペシと彼の頬を叩いて正気に戻させる。

　こんな時にそんなだらけた顔をする奴があるか。

　そういえばこういう時にこそアリスト博士ことヒューイ伯爵はいないのかと遠目に広間を見渡したが、あの小太りの優しそうな紳士の姿は見えなかった。

　一方ここにいる者達の視線が己に向いていると分かり切っているのか、国王は一度しばらく目を瞑ったあと、何も言葉を発さずに待っている貴族達をぐるりと上から見回す。

「この王国を守る其方そなた達に」

　重くて厚い扉を開けるように、国王はゆっくりと口を開いた。

「伝えなくてはならぬことがある」

　王族の傍にいたロックマンは端へと寄り、ゼノン王子の隣に並んだ。

　国王は自分の後ろを振り返り、王太子殿下あたりに目配せをすると、すぐに私達のほうへと顔を向けてコホンと咳払いをする。

「あの魔物について──」

　国王が語るに──黒い球体はここ二ヶ月シーラ、ナラグル、ドグニス、ウェルウィディ、今のところこの四つの国で確認されているらしく、それはいずれも国の権力者達が集まるとき、つまりはこういう場に現れていたのだという。

　友好のためにと称して隣接する国の王だけでの話し合いの場、王流論議会バッチェスと言うものがあるのだが、国王はそこで今回の事態を知ったのだそうだ。

　そしてその四つの国に直接的な被害は無いにも等しく、球体は脅すような言葉だけを残して去るので、民を混乱させないためにと国同士で連携し、それを目撃した貴族達には血の守りで口を封じさせているのだと国王は言った。

　確かにあの球体が言っていたように本当に「遊び」に来ただけで、怪我をした人間もおらずただ単に脅しに来たようにも思える。

　魔力の痕跡を辿ろうと各国の騎士団や魔法使いが躍起になっているらしいが、未だ火元には辿り着けていないようだ。

　それにあの球体はその四つの国でも同じく「シュテーダル」という言葉を残しているのだという。だがその「シュテーダル」の意味もまだ分かってはいないそうで、親玉みたいなものだろうとの解釈がなされてはいるらしいが……。

　現在は調査中だと言うが、ということは……今日それを目撃した私達はもしかして。

「今日この夜に起きたことを、けして……国民に漏らしてはならない。いずれ知ることになる日が来るかもしれないが、これまで以上に国境の警備は厳しくすることになる。どんな防御を施しても、するりと掻い潜るあの正体不明の魔力、あの実態が掴めるまでは、いいや掴めたとしても領地の守りはこれまで以上に徹底せよ。領地外は騎士団が守る。……そしてすまないが、血の守りはすでに君達にかけさせてもらった」

　血の守りをしなければならないのかもしれない、と予想していた私は、その斜め上を行く話にサタナースの腕を叩いてエッと声を出す。しまったと慌てて口を閉じたが、その私の声など気にならないくらい、よりいっそう広間がざわついたとき、王太子殿下が国王の隣に立ち、静粛にと言葉を放つ。

「騎士団第一小隊隊長、兼魔術師長に先ほど魔法をかけさせた。彼に命を下したのはこの私だ。今回はなにも伝えずにいたこちらの非だと十分理解はしているが、もし異議があるならば私が聞こう」

　血の守りは、本来血の契約として、約束する相手と一対一で行うものである。誓いの言葉のようなものがあり、『この血をもってして、その誓いを破るとき、私は己の身を絞り枯らせよう』みたいな一文がある。

　つまりは約束を破ったら私は死にます、ということだ。

　しかしこれには些か語弊があり、血の守りでされた口封じのための魔法契約の場合は、その人間は許された人物にしか口を割ることが出来ない。それ以外の人間に話そうとすれば、口は縫い付けられるように塞がれる。

　サタナースやマリスとはこの件について会話出来るが、ベンジャミンやゾゾさんには話せないということだ。

　けれどその誓いは双方の同意があって成されるものであり──。

「しかしどうやって……」

　私の心の言葉を代弁したように、貴族からそんな声が上がった。

　けれどそれについての説明はないのか、第一小隊隊長であるロックマンはゼノン王子の横で一礼すると、落ち着いているような真剣な表情を私達に向ける。

「あ、もしかして」

「なんだ？」

「ううん」

　ロックマンがかけた血の守りの魔法。もしかすると、あの金色の魔法陣はそのための魔法だったのかもしれなかった。そんな魔法陣は見たことも聞いたこともないが、アイツなら自分で作りかねない。

　国王の言うことに、逆らう者はいなかった。

　しかし国王が怖いから逆らえないのではないのだ、と私は思っている。

　少なくとも貴族の人達は良識ある人間だと思うので（性格うんぬんは抜きにして）、国王の話を聞いてその意図が理解出来ない人間はそうそういないのだろうと勝手にだが思ったのだ。

　それに「王太子殿下がアルウェス様にやらせたのなら、文句はない」などという会話も周りでなされているので、個人的にはあまりその理由に賛同したくはないのだが、そう皆が思っているのならそれ以上言うことはないのだろうとも思う。

　マリスやゼノン王子に非常識だと言われているサタナースでも、まぁしょうがねーよな、と小指を鼻の穴に突っ込みながら王様を見ている。

　……こいつの場合は非常識の程度が計り知れないので、もはや論外なのかもしれない。

　しかしこの場にいる平民の私達も知られてはいけない国民の一人なのではないのかと疑問には思ったが、血の守りを受けた身ではもはや誰もそのことについて質ただす人はいなかった。







「皆の切り替えの早さが怖い」

　何事もなかったように、周囲は談笑を楽しんでいる。

　晩餐会とのことだったが、その予定が急に変わることはなく、今は広間の端から端まで届くほどの長いテーブルに向かい、月と太陽と星の装飾が施された白い椅子に腰を落ち着かせていた。

　談笑とは言うが、実際耳に聞こえてくるのは領地の守りはどうするか、周囲の国は大丈夫なのか、帰ったらやることが山積みだ、など先ほどの出来事に対してそれぞれ近くにいる者同士で相談をしているようである。

　私はそんな会話には当然入れないので、目の前にある豪華なご馳走をひたすら……は出来ないので、ちょこちょこと手を伸ばして食べていた。後ろにいる使用人の人が時折食べ物を取るのを手伝ってくれるが、後ろに人がいるとけっこう食べにくい。見られていなければいいのだが、ずっと見られていて、こちらが平民なのを分かっているせいかお皿が開いたらすぐに気づいて声をかけてくれる。

　ありがたいが、とても恥ずかしい。

「当たり前ですわ。これくらいで慌てるようでは、領地の主あるじとしてやっては行けませんのよ。……あらなんです？　ハルマージ侯爵」

　マリスが隣にいてくれるのでまだ良いが、彼女も彼女で周りとの話もあるので邪魔しないようにと飲み物に口を付ける。

「ねぇそこの貴女……ええと、水色髪のお嬢さん？　マリス様とは魔法学校で？」

「はい、そうですね。仲良くさせていただきました」

「まぁ！　そうなのね」

　けれど私にもたまに声がかかるので、その辺も気を付けて耳を澄ませていた。

「やだ嘘よ〜お母様。ヘルは最初ね、私達に獰猛なリュンクスのように牙を向いてきたのよ？」

「あらそうなの？」

「……それについては」

「あらあら嘘よ嘘よ〜、私達ヘルとは最初から凄く仲が良かったわよ？　ねぇ？」

　同じ教室で六年間を過ごした貴族の令嬢が、圧力を感じさせる笑みで私を見てくる。

　……出たな貴族女子。

　私がいる場所は比較的階級が高い人達の席らしく、マリスの連れということで私も同じ場所に座らされていた。作法など色々自分の知識を引き出して、迷惑をかけないようにと気を張る。

　しかし私なんかはまだ良いほうだ。

　知り合いもちらほらいるので、幾分か緊張しない。

　むしろ軽い嫌味も圧力も懐かしい感じがする。

　サタナースなんて。

「おお、君がアルウェスの友人か」

「はいそうです」

「君は息子のゼノンとも仲が良いようだと、先ほどアルウェスから聞いたが」

「はいそうです」

「破魔士だとも聞いているが最近は……」

「はいそうです」

　おそれ多くも、あいつは王族に一番近い席につかされていた。







　夜は更けていく。

「はいそうです」

　私の憐れな友人サタナースは、こちらから見る限り身み動じろぎひとつしていなかった。

　ゼノン王子がいる手前ビビっている姿を見せたくないのだろうが、それが逆効果になっていると気づくことは全く無さそうである。

　ここから全てが見えるわけではないが、きっとゼノン王子はあいつの姿を見てにやにやと楽しんでいるんだろう。絶対そうに違いない。

　いつも茶化されていたのは彼のほうだったので、今日くらい縮こまった姿を堪能するのも悪くはない。

「ちなみに、貴女はキュピレットの花のお相手はいらっしゃるの？」

「私は友人にと思っています」

「それは素敵ね」

　ハルマージ侯爵夫人（マリスがそう言っていたからたぶん合っているはず）に聞かれて、私は首飾りにそっと触れる。

　そういえば今は何時くらいだろうか。

　魔物に割られて、今は元通りになっている窓から見える王の島の空には星が輝いている。夜中ではないだろうが、こう隔離された空間にいると時間の感覚が曖昧になってくる。

　料理はちまちまと口に出来たおかげで、胃は満足しているのかお腹が鳴ることはなかった。

　量に満足と言うよりも、優れた料理人が優れた食材を使って作り上げた優れた料理にお腹がいっぱいになったという感じである。

　とにかく美味しかった。

　それだけは伝えたい。

　お腹を休ませてふと天井を見上げてみると、来たばかりの時にあった太陽の絵が徐々に消えていっていることに気がついた。月の絵ははっきりとあるのに、太陽の絵が薄くなっている。

　凄いな、と小さく呟いて感心していると、その言葉が耳に入ったのか夫人に、こういうの見るのは初めてなの？　なんて笑顔で聞かれた。

　彼女が言うに絵は時計のように時間を表しているようで、完全に太陽が消えると真夜中なのだという。

　絵の時計が動いているのを見たことはあるけれど、こんなのは初めて見た。

　出来れば絵が消えていく過程を、目をそらさずにじっくりと見ていたい。

　見たことないのでじっと見ていたいくらいですと正直に言えば、夫人はあら可愛い返しだこと、と楽しそうに笑う。

　その夫人の様子に、彼女の子どもである貴族女子も笑った。

「ふふふ、ヘルは恥じらいを知らないから見ていて本当に楽しいわぁ」

　とりあえず誉められてはいないことは分かった。

　そして彼女に悪気はない。

「ヘル様、よろしいでしょうか」

　ヘル様。

　なんて言う誰かの声に脳みそをグルグル回転させて、ああ私のことか、と声のする方へ振り返る。

　そして振り返った先、席の後ろには先ほど私に料理を取ってくれた使用人とは違う人がいた。

「……はい？」

　城の使用人に、そんな「様」づけで呼ばれるとは思ってもみなかったので、反応がかなり遅れる。

　私の反応の遅さに相手も少々苦笑いをしたが、気づかなくて申し訳ないとこちらが眉を垂らせば直ぐに彼女も首を横に振り、滅めっ相そうもございませんと返された。

「あの、私ですか？」

　名札を付けているわけでもないのに、名前を呼ばれた。

　姿勢が今まで以上に良くなった私は、再度確認のためにと自分の顔に人差し指を向けて使用人の人に聞き返す。

　マリスも隣にいる私が声をかけられたのを気にして、わたくしの友人に何か御用でも？　と聞いてくれた。

「あちらのお席までお越しください」

　あちら？　あちらとはどちらだ。

　目を凝らして彼女の言う方向に目を向けた。

「……あそこって」

　黒い服に身を包んだ使用人の女性が頭を下げて手を向けるのは、私の勘違いでなければ、サタナースとロックマン、ゼノン王子や国王など王族がいる方向である。

　さらに言えば王女様、第一王子、第二王子、ロックマン公爵、宰相までその近くに見える。というかそこにいる。サタナースの一切表情の変わらない様子もしっかり見える。昔から視力は良いほうなのだ。

　そんなわけがないと思いつつ小さな声で「もしかして国王様や公爵様のいらっしゃるあそこに、ですか」と呟くと、期待とは裏腹に使用人の女性は笑顔で頷いた。

　優しげな目元に絆ほだされそうになるが、彼女が私に行けと言っている場所は、けして絆されてホイホイと行ける場所ではない。

　いやいやいや、絶対におかしい。今までの十八年間の人生の中で、上位三本の指に入るくらいおかしな話だ。

　むしろ三本どころではなく一番おかしい。

　そもそも何故あそこに行かなければならないのか。

　そこが疑問になるわけだが、無言で首を小刻みに振る私を見てかマリスが使用人に話を聞くと、どうやら国王が私を呼べとのことで来たのだと言う。

　一国の王が何億何万といる国民のうちの一人、しかも平民で、顔すら合わせたことのない人間を名指しで呼ぶとは、またどうしたことか。

「ヘルが王に？」

「ナナリーが王様に呼ばれた？　いったい何の御用があるというのかしら。魔物の件でゴタゴタしていたから結局挨拶は出来ませんでしたけど」

「ヘル様、どうかこちらへ」

　物腰柔らかな綺麗な使用人の女性は、人二人分ほど空いていた距離を詰めて私の傍へと近寄り「こちらへどうぞ」と手を差し伸べてきた。

　本当に何の御用があるというのか、ここで嫌な顔をしたらそれこそ周りに何を言われるか分からないので、とりあえず口角を上げて反応を曖昧にする。

　本人でも首を傾げる状況に、第三者であるマリスや貴族女子もう〜んと困り顔。ハルマージ侯爵夫人は、怖がることはないわよと私の肩に手を置いて励ましてくれる。

「大丈夫よ」

「はい」

　いつまでも渋ってはいられない。

　私は仕方なく椅子から立ち上がる。

　弾みで少しふらついた私の身体を、マリスが手で支えてくれた。

　これだから踵の高い靴や、裾の長いドレスは苦手なのだ。歩きにくいし、身体の平衡感覚が取りにくい。

　でもマリスが私のために作ってくれた物だと思うと、着こなさなければという意地にも似た愛着が湧いた。

「ありがとう」

「気をつけていってらして」

　さっきとは違い心配そうな顔をする彼女にお礼を言って、私は使用人の女性に案内されるがままついていく。

　他の貴族達の席では、会話が盛り上がっているのか笑い声が聞こえてきていた。




　　　＊　＊　＊　＊




　使用人に連れて来られた、今現在この城の中で一番二番三番というお偉い人達が集まっているであろう席。

　ゼノン王子によく似た黒髪、凛り々りしい眉をした我がドーランの国王、ゼロライト・バル・アッテルガ・ドーラン。

　隣には白金髪の美しき王妃、マルテ・バル・オルズマン・ドーラン。

「このナル・サタナースという青年から話を聞いてね。あの時、退魔の魔法陣を出したのは友人である君なのだと」

　お二人が並ぶその前に、まさか跪ひざまずくどころか目の前に用意された椅子に座ることになろうとは、数刻前の私は想像もしていなかっただろう。

　お腹を鳴らしていた頃が一日、いや数年前のことのように思える。

　高貴中の高貴な人達がずらっと並ぶこの席は、私の目には眩しすぎて直視が出来ない。一人一人に後光がさしている。

　私を呼ぶなど何かの間違いなのではと膝をついてお伺いしたいところだが……王族の方々にジロジロと見られているこの状況が早く終わりますように、それを頭の中で両手を握り締めて祈るばかりだった。

「下がってよい」

　私を連れてきた使用人の女性に国王が横に手を振ると、彼女は静かに私の傍から離れて給仕に戻ってしまった。

　待ってお姉さん、行かないで。

　心の拠より所ではないが、いてくれるだけでも随分と助かるのに彼女の背中は遠とお退のいていく。

　両手が急にソワソワし始めて、私は下腹部辺りに手を組ませてひとまず気を落ち着けた。身動ぎひとつ出来ない。

　ごめんサタナース、馬鹿にして悪かった。

「バロッサ夫人、こちらのラグーは格別ですよ」

「色味からして美味しさが伝わってきますわ。若い子のように、みずみずしいわねぇ」

「これを熟成したものは更に格別ですから。それに私はみずみずしいものよりも、味わい深いもののほうが好みですよ」

「んまぁアルウェス様ったら〜。夫の前で恥ずかしいわ」

　そしてこの緊張に満ちた姿を、そこの涼しい顔をして料理に手をつけているロックマンに見られるのだけは絶対に嫌だった。

　警護だと言うから着席はしないものだと思っていたのに、しっかりそこに腰を落ち着けているロックマンは、私など目にも入っていない様子で隣のふくよかなご婦人と楽しそうに話している。

　けれど別にそれならそれで、構わない。

　こちらを見ていないのなら好都合だし、むしろ一生目に入れなくていい。

　というか、向かいにいるご主人らしき人が涙目になっているから、いい加減夫人を口説くのはやめてさしあげろ。

「それに国王である私に挨拶がしたいと言っていたと聞いてね、さぁそこへ腰かけるといい」

　国王が促してくれた場所はサタナースやロックマンが並ぶ席だった。

　食台の上に敷かれている、目が痛くなるような真っ白なテーブルクロス。フェニクスの爪のような三ツ又に分かれた銀色の肉刺しに、朝露に似た細い丸みを帯びた黄金の食器。いつの間にか注がれている、鼻の奥を擽くすぐる紫色の酒。

　用意された椅子に腰かけた私は、バッと隣に座るサタナースを見る。

「サタナァァス……」

「……」

　おのれ貴様、余計なことを言ったな。

　先ほどの謝罪を撤回する。

　私がいつ国王に直じき々じきに挨拶がしたいなどとぬかしたというのだ。嘘も大概にしろ。

　突き刺さる視線をものともしていないのか、サタナースはロックマンの横（私の横でもある）で大人しく鼻を掻いていた。

　普通私が来たら目ぐらい合わせてもいいだろうに一向にそうしないのは、自分が仕向けたこの状況に少しは悪いと思っているのか、どうなのか。

　しかしこの態度を見る限り、悪気はそこまでなさそうだった。むしろ私を呼び寄せて安心しきったような、そんな表情にも見える。

　類は友を呼ぶと言うが、さすがロックマンの友人としてここに来ているだけのことはあった。

　整髪剤を塗りたくった、そのテカテカの銀髪なんてハゲてしまえばいい。

「ナナリー・ヘルと言ったか。あの魔法陣は見事だった」

「お褒めに与あずかり、光栄です」

　怨み辛つらみを並べていれば、国王は私が座ったのを確認すると私が名乗る前に『ナナリー・ヘル』と呼んだ。

　それに関してはサタナースが私の名前を出したのかもしれないので、特に疑問に思うことはない。

　ただ国王に名前を呼ばれるというのは、思っていた以上に顎が震える。

「アルウェスも似たような杖を持っているが、同じものなのかな？」

「どう、でしょう？　魔具に詳しくはないので、私にはなんとも……はい」

　太ももにある女神の棍棒を、手でそっとドレス越しに確認する。

　私がデア・ラブドスについて言葉を濁すと、ああ気づかなくてすまないと国王に手を振られ、そして直ぐに魔具についての話題から違う話題へと移り、魔法陣の話になった。

　謝られた意味は分からないが、とりあえず話さなくてよくなったことに安堵する。

「あれは昔、教育係に見せられた魔法書に載っていた退魔の陣によく似ている。陣の絵は複雑だというのに、杖であれほどの大きさに発動させる魔力もさることながら、君は実に優れた魔女だ」

　国王の言葉に私はむず痒くなる。

　ただ魔法陣を一回出しただけで、これほどまでに褒められるとは思ってもいなかったし、優れた魔女、などと、親にも誰にも言われたことはないというのに。

　人に褒められるということは、それは嬉しいことだ。

　またそれが国王様ならこの上ない名誉である。

　けれど私はそれ以上に自分よりもっともっと優れた人間や宿敵を知っているため、なんだか気分が落ち着かなかった。

「しかも君にはアルウェスの件で面倒をかけたようだと。ミハエルから聞いている」

　居心地悪く感じていた私は、国王のその言葉に顔を上げる。

　ロックマンの件での面倒をかけられたことと言えば、あの仮面だらけの世界で、小っ恥ずかしい蝶の君になりきっていたことだ。

　正直思い出すだけで恥ずかしくなるというか、あれは己の中で断トツ一位を飾る黒歴史となっている。

　記憶の隅から隅まで抹消したいくらいに。

「アルウェスの件？　父上、なんのことですか」

　真顔で悶えていれば、第一王子であり次期国王と言われているアルマン王太子殿下が父親を見て訝しげな顔をした。

「もしかしてアルウェスに……君も彼に引っ掛かってしまったという話か？」

「いいえ、それは」

　君も、とはなんだ。も、とは。

　こんなに近くで彼らを見たのは初めてなのだが、そんなことなど彼らにとってはどうでもいいことなのか、王太子殿下は躊ちゅう躇ちょすることなく私にも何があったのかを聞いてくる。

　あいつに引っ掛かったなど、まさかそんなわけがあるまい。

　引っ掛かった自分を想像するのも嫌だ。

「なんて、冗談だよ。それならこんなところで公おおやけに話はしないな。君のような魔女は、そう簡単に心奪われなさそうだからね」

　王子様に冗談を言われた。

　ハハハと笑うその顔にどう反応したら良いのか分からず、とりあえず私もハハハと声に出して笑ってみる。

　君のような魔女とはどういう意味だ。

　こんなにぎこちない笑いをしたのは、ボードン先生が寒いダジャレを教室で披露したとき以来のことである。

「ナナリー、そう緊張するな。冗談は兄上の挨拶だから、気にすることもない」

「ゼノン殿下……」

「なんだ弟よ、それじゃあまるで私が口説き下手な似え非せ紳士みたいじゃないか」

「実際にそうではないですか。婚約している身で全く……」

「ゼノンは頭が固いな。もう少し柔らかくしたほうがいい。私が揉んでやろう」

　同じく向かいに座っていたゼノン王子が助け舟を出してくれたと思えば、すぐに兄弟同士での会話が始まった。

　ありがたいことにまたもや話題が逸れたので、黙ってその行方を見守る。

　しかし王族とはかくも美しい顔でなければいけないという決まりでもあるのかというくらい、全員の顔が見事に整っていた。

　王太子殿下は父親である国王よりも少し色素が薄めの焦げ茶色の髪で、顔つきもどことなく母親である王妃寄りだった。

　王妃様は白に近い金髪なので、本当に二人を混ぜて出来たような容姿。ゼノン王子の目元が国王と同様キリリとしているのに対し、王太子殿下は目尻が垂れ気味であるのも一つの特徴と言える。

「お兄様達は相変わらずね。アルマンお兄様は大人げない」

「またゼノンの味方か？　ミスリナ」

「ゼノンお兄様はわたくしの理想の旦那様ですもの。ノルティスお兄様には一生分からないでしょうけど」

　また第二王子であるノルティス殿下は更に王妃様似であり、彼だけは四人兄妹の中でも唯一の金髪だった。けれど王子三人の中では一番髪の毛が短く、スッキリとしている。

　体格が良いので、一見すれば騎士団長のようにも見えなくはない。

「アルウェスにも理想の旦那とか言っているが、あんまり軽々しく言うものじゃないぞ。分かったか？」

「好きなものを好きと言って何が悪いの？　ノルティスお兄様は嫉妬しているだけだわ」

「ミスリナ……。はぁ……誰に似たのか」

　ミスリナ王女はアルマン王太子殿下と同等の色合いであり、兄妹の中では一番似ているだろう二人だった。おそらく腰まであるだろう長い髪は、今はひとまとめにして、頭には金色の冠をつけている。国王譲りの澄んだ黒い瞳の周りには、豊かな睫まつ毛げが隙間なく生えていた。

　いつだったかゼノン王子が妹が可愛くて仕方がないのだと妹自慢をしていたことがあったのだが、そうしたくなるのも分からなくはない。

　性格は少々キツそうというか、ハッキリしているみたいだが、懐いてくれる妹というのは格別に可愛いものなのだろう。

　それに王族の血をひいているロックマンの兄や公爵夫人も見たことはないけれど、どう転んでも不細工ではなさそうだった。

「そんなことをなさっていたのですか？　全くもう、この子達は貴方のオモチャではないのですよ！」

「そう怒らないでくれ」

　一方、国王が一通りあの仮面舞踏会での出来事を話していると、王妃様が国王の二の腕辺りを掴んでしかめ面になっていた。

　透き通るような青い瞳が、国王の顔を射貫くように見つめている。

　それにしてもロックマンの話をしているというのに、アイツは露つゆほども関心がないのか会話に混ざってくることはなかった。

「いやしかし、ナナリー・ヘル、君のようにハーレにいる人間はみな優秀な者達ばかりだろう」

　国王は王妃の気をそらすように話題を変えた。

　国の王と言えど、嫁の怒りから逃げる方法は古典的なものである。

　けれどハーレで働いているとは言っていないのに、職場がバレているのは何故だろう。

　目をぱちくりさせていると国王が私の様子に気づいたのか、ミハエルからな、なんて笑って言われる。ロックマン公爵を見れば、何も言わずに笑顔を返された。貴族の笑顔は胡う散さん臭い。個人情報がだだ漏れしている点について、許されるならば国王と小一時間議論を交わしたいくらいである。

　そんな度胸もないくせにそう考え込んでいれば、私の隣でマルキン宰相がそう言えばと人差し指を立てた。

「確かアルケスと言う、副団長だったか。平民の出だが彼も実に惜しい人材でしたな」

「第二小隊のカルロス隊長もそうですぞ」

「あの忌々しい事件さえなければ彼らもきっと」

「マルキン宰相」

　ロックマン公爵がゴホンと咳払いをして、宰相の話を遮った。ああすまないと宰相は申し訳なさそうに眉を垂らしたが、何かまずい内容でもあったのだろうか。

　普通の会話をしていたように思えたが、宰相が言いかけた『忌々しい事件』というのがよろしくない内容だったのかもしれない。

　しかし私はその前に宰相が口に出した名前『アルケス』が気になった。

　もしかして、あのアルケスさんなのだろうか。

　これだけでは、今ハーレにいるアルケスさんのことなのか確証はないが、もし当時副団長だったならばあの騎士団長が敬語を使っていたのにも納得がいく。

　歳を考えれば団長よりアルケスさんのほうが歳上であるし、もしその頃に団長が下っ端でいたとしたならば辻つじ褄つまは合う。

　それに様々な魔法をなんなく使いこなすという、魔法使いとしての能力はハーレ内でも抜きん出ているので、ただの平ひら騎士でなかったということは間違いなさそうだった。

　それにカルロスという、アルケスさんより歳上の男性職員もハーレにいる。

　彼もまた元騎士らしいとの噂はあったが、その人が今言っていたカルロスならば、その噂は本当であると言えた。

「所長のテオドラ・ロクティスとは何度か話をしたことがある。彼女もまた聡明な女性だ。あのような人間が我が王国にいることは、実に誇らしい」

「『現代の崇すう高こうなる魔法使い百選』に選ばれていましたな」

「マルキン、お前は確か百選の選定者の一人だったな。もちろんロクティスに？」

「いえ、隣国ヴェスタヌのボリズリーに一票を。ロクティスは選ばれる確信がありましたのでね」

　国の重鎮達にここまで言わせるとは、さすがは我らがロクティス所長である。

　そもそもロクティス所長がこれほどまでに言われるのは、十年ほど前に『黒天馬マヴロ・ペーガ殺し』という、騎士団の人間が狙われた魔法使い殺しが起きた事件がきっかけであり、その時救世主として活躍したのが、当時ハーレの職員として働いていた彼女だったことから始まっていた。

　天馬は騎士達が乗っている魔法動物のことで、黒は騎士服の色を示し、「黒い天馬達」＝総じて騎士団の人間をそう呼んでいたそうだが、今はその事件の残虐性から騎士を侮辱する言葉として認識されている。

　私が七、八歳の時に起きたこの事件は、子どもにはよろしくない内容だとして、親からも村の学舎の先生からも知り合いのおじさんおばさんからも、誰からも詳しく教えられることはなかった。

　好奇心旺盛だった私は凄く知りたかったが、時が経つにつれて欲は薄れ、今でもそのような事件があったことは覚えているものの、重要な部分は知らない。

　破魔士ではない所長がなぜ、救世主となったのか。

　詳しくは資料を調べてみないと分からないが、とにかく尊敬に値する人物だということは確かだった。

「ヴェスタヌはボリズリーがいる限り、安泰でしょうな」

　けれど所長についての話がされるなか、私はふと疑問に思う。

　あんな大変なことがついさっきあったのにもかかわらず、誰一人として魔物の話をする人はいない。国王も私の魔法について褒めたぐらいで、退治した魔物について一切触れていない。

　こんな一般庶民、平民がいる前で出来る話ではないのだろうが、その様子が少しだけ私に違和感をもたらした。

　そもそもあれだけの騒ぎになりながら、こうして呑気に食事をしていることも、実に不自然だ。あくまでも私の中の常識なので、王族貴族にとっては普通のことなのかもしれないが。

「おおこれは、いい首飾りだね」

「これは……母に貰った首飾りです」

　国王と話していた宰相が、私の首元を見て口髭を撫でる。

「なるほど、母か。母は良いものだ。いくつになってもな」

「母は考古学者なのですが、たまに仕事先で骨董品を買っては送ってくれるんです。これもその一つです。今はここに、キュピレットの花を小さくして閉じ込めています」

「誰かに？」

「はい」

　友人にあげようと思っているのだと言えば、そうかそうかと手を叩いた。

「それにしても見事な髪色ですな。魔法で？」

　マルキン宰相は親近感溢れる表情で次々と話を振ってくれる。

　緊張する暇もないくらいで、こう話しかけてくれると段々自分自身、落ち着きが出てきたようにも思えた。

「いいえ。昔は焦げ茶色だったのですが、魔法型を知る際の魔法でこうなってしまって」

「おお、たまにいるらしいが、そういう人間は魔力が高いと言われている。根拠は定かではないが、普通の人間よりは優れた能力を持っているようですぞ」

　魔力が高いほど魔法の成功率が高くなる。

　目で見たり、肌で感じることは出来ない代物だが、優れた魔法使いは魔力が高いと言われていた。

「ご両親は何型で？」

「父は火です。母は……分からないです」

「分からない？」

「印の魔法はしていないと言っていました。必要ないから、らしいですけど。使い魔もいませんし、攻守魔法があるから大丈夫だと」

　母の型は分からない。母自身自分のことにそれほど興味がないのか、型を知ろうとは思わないらしい。

　父に知りたいと思わないのかと聞いたことがあるが、めちゃくちゃ知りたい！　と、いい歳した中年親父が足をバタバタさせていたのを思い出す。

　でもしばらくして、謎めいた女性にお父さんは惹ひかれるんだ……そうミミリーのような〜、なんて自分の世界に浸ひたっていたけれど、それで幸せなら私は何も言うことはないとあきらめたことがあった。

　別に母の型が分からないからと言って、日常生活に支障が出ることもない。

　しかし型は遺伝によるものが大きいと言われているので、もしかしたら母は氷型なのかもしれないと思っている。

「平民ではめずらしくもない話ではありますな。ただ考古学者は探究心が強い者が多いらしいが、その点では特殊な方だとは思うがね」

「して、君は何型なんだい？」

　宰相が眼鏡に指をかけて微笑む。

「そうですね、私は──」

　私は氷型です、と危うく言いそうになる。

　危ない危ない。

　……？　いや、危なくもないか。

　ここには国王がいて、周りには国の重鎮とも呼べる人間が集まっている。つまりは私達氷の魔法使いの事情を知っている人達だ。たぶん。

「失礼いたしました、私はこ──う、……んん？」

　視界がグニャリと歪む。

　なにやら身体が……、感覚がおかしい。

　頭がグワングワンと他の人間の手によって揺さぶられているような、気持ち悪い気分になる。

　私は初めて酔った時のように、テーブルへ肘をついて額をおさえた。

「どうされた？」

「どうしたナナリー」

　宰相と、斜め向かいにいるゼノン王子が私に手を伸ばしてくるのが見えた。初対面の宰相も優しい人だなとは思うが、やっぱりゼノン王子は優しい友人だとつくづく思う。

　……なんて呑気に友情に浸っている場合ではない。

　視界がぼやけ始めたかと思えば、キーーンと耳鳴りがする。何だか吐き気もするし、誰かに頭の中をかき回されているような、無理やり身体の中をぐちゃぐちゃにされているような感覚がした。

　意識が朦もう朧ろうとする中、試しに魔法解除のため指パッチンをしてみると一瞬和らいだが、すぐにそれは元通りになり気が遠のきそうになる。

　やはり──騙されないぞ。

　誰かが私に魔法をかけているのだ。

「大丈夫？　顔色が魔物みたいだけど」

　おいどういう意味だロックマン。

　声をかけてきたと思えば第一声がそれである上に、若干馬鹿にされているようにも思えなくもない。

「こん、なのは、治癒魔法でもかければ」

　あいつに心配されるなど御免である。

　これはきっと、混こん沌とんの呪文だ。なので治癒魔法は効かないだろう。

　これは相手の感覚を乱し崩す魔法で、天と地の境が分からなくなるくらい視界が渦を巻く。まさに混沌だ。

　誰がかけているのか知らないが、騒ぎにするのは嫌なので歯を食い縛った。ヘルには根性がある、根性なら誰にも負けてないぞと昔ボードン先生にお墨付きをもらったことがあるが、その根性は魔法にも打ち勝てるかと言われたら答えはイイエである。ただそれが力になることは確かなので今も根性で意識を保っているが、本当に誰だこの野郎。私が何をしたっていうんだ。

　でもそんなことより、自分で解けることが出来たならそれが一番良いのに、それが出来ない自分がだんだん腹立たしくなってくる。

　いくら人様に褒めて貰っても、けして傲おごることはない。こんなものも解けやしないのだから。

「なんと、これは大変だ。もしや酒が合わなかったか」

「毒ではないようですし、父上、彼女を城の客室で休ませてあげては？」

「そうだな」

　どうにも自分を支える力がなくなった私は、椅子からずり落ちそうになった。けれど誰かが支えてくれたのか、肩に手を当てられて落ちることはなかった。隣にはサタナースがいるし、もしかしたら彼が支えてくれたのかもしれない。そのわりには全然声が聞こえないけれど、誰がどうしてくれているのか、もはや今の私に気にしていられる余裕はなかった。

　指が使えないのなら口で解除の呪文を唱えるしかない、そう思いさっそく口を動かすが、呪文もうまく言えやしない。

　ちくしょう何か方法はないのか。

　今こそ真の魔法使いとしての資質が試されるというのに。

　けれど結局手も足も出ず魔法でフッと浮かせられる感覚がしたと思えば、私は洗濯物のようにだらんと前屈みに宙に釣り上げられ、自分の手がブラブラと揺れているのが分かった。海藻みたいに。

　客観的に見れば随分と屈辱的な姿になっていることだろう。

「どうなさいましたの？　ナナリー？　しっかりなさい」

　マリスの声がした。

　もしかしてサタナースではなく、マリスが支えてくれたのだろうか。あんなに離れた場所にいたのに。

　目の前が砂嵐になったかのように何も見えないので、周りの状況は当然分からない。

　試しにまた指パッチンをしてみようと思ったものの、手に力が入らないのでもどかしくなった。

　くそう、いつか倍返しにしてやる。

　そして術者の正体が掴めた暁あかつきには末代まで続く、足臭の呪いをかけてやろう。子どもからその孫の孫に至るまで皆足臭になってしまえばいいんだ。

　でもやっぱり子どもと孫は可哀想だから当事者だけにしてあげようかな、そんなどうでもいいことを真剣に考える。

「コレは城の客室に寝かせておくから。心配しないで」

「でも……」

　今、一番近い場所からロックマンの声が聞こえた気がする。

　肩に担がれているような、片手で抱えられているようなこの体感。庭に干してある洗濯物を取り込むような感じで、私は今誰かの腕か肩に引っ掛かっている。

　考えたくはないが……いや、もう考えないようにしよう。頭が痛い。

「薬を飲んで少し休めば大丈夫だよ。それよりマリス、君のような麗しい女性には先約があるとは思うのだけれど、もしも奇跡的にないのならば、舞踏会では僕と一曲目をどうだろうか」

「──え？　……ええ！　ええ！　ええ勿論よ」

　でしたら急いでナナリーを連れていって、早く戻ってきてくださいね。

　そんなことを言うマリスの声が耳に届く。

　友人に売られた。いや、捨てられた。

　きっと彼女の頭の中は、このあとに行われる舞踏会のことでいっぱいになっていることだろう。実に嘆かわしいが、同時に清々しいので不貞腐れるよりも、なんだ良かったねという感情のほうが強かった。

　それより人がこんな状態のときに、ダンスのお誘いをするコイツの神経が忌々しい。

　コイツのほうがより魔物に近いだろうに。

「まものめぇ……」

「魔物？」

　おやおや幻覚が見えているようだ、そう言って国王はロックマンに私を客室へ早く連れていくようにと指示をする。

　ああ、もう脳を動かすのが怠い。

　ロックマンが何か言っているが断片的にしか聞こえないし、無理やり思考を働かせていたから余計に気持ち悪くなってくる。本当に吐きそう。

　私の意識は、真っ暗闇に落ちていった。
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　ナナリーが自分の意識を意ヽ識ヽ的ヽに落とすと、身体の力が抜けて、彼女を肩に担いでいるアルウェスに全体重がかかった。

　結われていない水色の髪が、アルウェスの頬から胸にかけてなだれ落ちる。ナナリーが気を失ったことに気がついたアルウェスは、国王に言われるがまま席から離れようと、着用している騎士服の乱れを片手で直し、鬱陶しく伸びた金髪を耳にかけた。

　そして鼻にもかかる、自分とは違う色の髪もついでに払う。

「大丈夫かしら……」

　マリスはあんなことを言ったものの、病気ひとつしたことがないと言っていたナナリーが倒れたことが心配で、気を失っている彼女を両手を組んで見守っていた。他のテーブルについている貴族達も、国王がいる席で何か起きたのかと視線を寄越していた。

「俺も行こう」

　ゼノンは自分も付いて行くと立ち上がり、一人にされそうになったサタナースにはアルウェスが声をかけ、この場から離れさせようとする。

「ねぇその方なら、使用人に任せれば良いのではなくて？」

「おいミスリナ」

「だってお兄様達がわざわざお手を貸すことはないわ。世話をするのは使用人の仕事よ」

　しかしその言葉が耳に入るとアルウェスは足を止めて振り返り、この場にいる人間に言い聞かせるかのように、気をつけてくださいねと言った。

「言っておきますが、彼女は氷型ですから」

　笑顔で物腰柔らかく話すアルウェスの言葉に、宰相や他貴族達の顔は張り詰めて固くなる。

　何故なら氷の魔女の事情について、この場にいる人間で知らない者はいなかったからだ。

　彼女が該当する魔女だと思っていなかった者達は、目を閉じて大人しくアルウェスに担がれるナナリーを見やる。
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「現在王国中の氷の魔法使いには、型を偽るようにと指示を出しています。型を、気軽にでも聞いてくるような人間がいれば報告をするようにとも。なのであまり外部でそのような話題は出さないでくださいね。もしそれに背くようなことがあれば、オルキニスからの間かん者じゃだと疑われかねないので」

　そう言ったアルウェスに、サタナースは眉を上げた。

　氷の魔女である友人のことを、けして彼女を知っている人間以外に漏らしてはいけないと用心深く注意されていたのに、今この男はあっさりと言ってしまったのではないか、と。

「マルキン、お前は少々世間話が過ぎる」

　ゼロライト国王は今後も皆みなに気をつけさせようと頷いた。

　それに対しアルウェスはありがとうございます、と胸に手をあてる。

「彼ら氷の魔法使いには、騎士団第一小隊の人間が一人一人に守護呪文をかけています。何かあれば相手に撥ね返る反逆の魔法を。ただ彼女にだけはいつも破られてしまうようなので、特に注意が必要で」

「ほう。なぜだ？」

「治癒の魔法はともかく、自分にかけられた魔力に敏感なのか、無意識にすぐにこちらのかけた魔法を指を鳴らして解いてしまうようです」

　なので、と続ける。

「手出しはしないでくださいね」

　二つの赤い瞳が、細く鋭く輝いた。
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　城の廊下を男が三人、肩に担がれた女一人が通る。

　通路には城付きの白騎士が等間隔で立っており、その男三人のうちの一人がゼノンだと分かると、皆一様に頭を下げた。

　城の客室前に着くと、ゼノン自ら部屋の扉を開け、アルウェス達を招き入れる。

　緑を基調とした壁紙に、大きな四角い窓と赤いカーテン。隙間なく本で埋められた上質な木製の本棚と、硝子で出来た水差しが置いてある小さな卓上台に、白金色の鏡つきの化粧台。

　うまく配置された調度品達は、埃もなく綺麗に部屋におさまっている。

「あれだけ俺達に口止めしといて、お前あっさり言ったな」

　扉が閉まると、言いたくてウズウズしていたとばかりにサタナースが口を開いた。

　言葉のわりに楽しそうにしている彼を咎めると、ゼノンは騎士団長の考えか、とアルウェスに聞く。

「そうだよ。ヘルには美味しい餌えさになってもらおうかなってね」

「はぁ？　餌？」

　サタナースは素っ頓狂な声を上げて首を傾げた。

　アルウェスは肩に担いでいたナナリーを、客室の中心にある寝台の上へそっと横たわらせる。滑らかなシーツは皺を作り、彼女の身体を優しく受け止める。

　重いものをようやくおろせた、と寝台の横にある木彫の椅子に腰かけたアルウェスは、怠いとばかりにシーツの上に肘をつくとため息を吐いた。その視線の先には、彼が無理やり眠らせたナナリーがいる。

　混沌の呪文を長い時間撥ね返されていたわけだが、普通の人間ならばすぐに意識が落ちるところを粘られた点について、アルウェスも彼女に対しさすがだと思うしかなかった。

「魔物が消えた先に繋がっていた魔力の残り香は、海の向こうまで続いていたよ。正体を掴むには王国を出なきゃいけない。それにはまずオルキニスを片付ける必要がある」

「お前追えたのか？」

「殿下も本気を出せば簡単に追えますよ。サタナースだってね」

「そんな気ぜんぜんしねーけど」

　氷型の乙女は、ドーランからすでに三人はいなくなっていた。

　それも警戒する前の話であり、この国で行方不明となった者達の中に同じ時期にちょうどその三人がいなくなったという記録がある。

　記憶探知で第一小隊が痕跡を辿ったが、全員シーラ王国へと行き、それからオルキニス王国へと手順を踏んで行っているようだった。

　連れ去られたわけではなく、自らの意思で国を出て行っている。

　たまたま三人が偶然同じ時期に旅行しに出たのか、はたまた魔法で操られてそう仕向けられたのか。

　そして何故王国がオルキニスを警戒しているのか。それは誘拐も含め、そのオルキニスの女王が行おうとしていることが、第七小隊の密偵の報告によって明らかになってきたからであった。

　十人がその話を聞けば、十人とも吐き気に襲われそうになるほど猟奇的な計画が。

　すでにシーラでも数人攫さらわれており、自らオルキニスへ行った者も中にはいる。警戒しだしてからは誰も王国外に出してはいないが、戦争を起こすわけにもいかず、また攫った証拠も完全ではないので手を出そうにも話し合おうにも、必要な情報が集まっていなかった。

「うう、餌はお前だロックマン……」

　三人が話していると、ナナリーが寝返りを打つ。

「あはは、寝言でも凄い。これなら襲われても心配はなさそう」

「いや大有りだろうが」

　アルウェスは心底面白いものを見られたと笑うが、サタナースはその様子に呆れ顔をした。

「コレが氷型だと言ったら、目の色が変わった人間がいたね。一人」

「やっぱりそうか」

　思い当たる人物がいるのか、ゼノンは顎に手をあてる。

「じゃあなんだ、あの中に裏切り者でもいるって言うのかよ」

「さぁね。でもあそこまで言ったから、もしいたとしたなら更に手を出したくなったんじゃないのかな。まぁ手を出すなと言われるほど、手を出したくなるのが人間の性さがだよね。君がフェルティーナに抱いている感情みたいに」

「バーカ違ちげぇっつーの」

　話がズレているとサタナースは指摘する。

「だけどナナリーは友達だろ？　真っ正面から言えばいーじゃん、餌になってくれって。そりゃ友達としちゃ最低な頼み事だろうけどさ、黙ってンな役割押し付けなくても」

「僕はこの間抜け面の女性を友人だと思ったことは一度もないからなぁ」

「ひっでー奴。マリスが知ったら嫌われんぞ」

「うーん……それは困る」

　肘を寝台から離して、アルウェスは椅子から立ち上がった。

　そして枕元に移動すると、寝入って口を僅かに開けた彼女の顔を見て笑う。口端からよだれが少し出ている。

　アルウェスはナナリーが首もとから下げている銀の首飾りを片手で掬い上げ、開閉式の飾りを親指で突いて開かせた。

　パチンと音を立てて開いた飾りの中には、先ほどナナリーが言っていた通りにキュピレットの花が一輪入っている。

「もう少し、可愛い寝言を言ったらどうなの？」

　それを確認したあと、アルウェスは飾りに金色の息を吹きかけた。
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　鳥の鳴き声で目が覚める。

　しょぼついた目を擦ってあくびをして、いつもどおり洗面台へ行って歯を磨き、口内を水で濯すすいで、手拭きで唇を拭いた。

　ああそうだ顔を洗うのを忘れていたと思い、また水を出して顔面をさっぱりさせる。

　あとは朝食を作るだけだと台所に立ったところで、私は天井を向いて暫く考え込んだ。

「あれ？」

　私はいつ寮に帰って来たんだ。







「ああもう花神祭なんて、所詮は恋人達のための祭りなのよ。こ、い、び、と、た、ち、の！」

「荒れてますね」

「あら荒れてなんかいないわ。皆幸せそうでなによりね〜ってことよ」

　私から見れば荒れているようにしか見えないのだが、本人がそう言うのなら荒れてはいないのだろうと頷く。

　まだ依頼人が来ない受付でゾゾさんの愚痴を聞いていた私は、窓の外に見える王の島を見つめた。天馬が飛んでいるのが見える。

　昨日は王の島のシュゼルク城にいて、途中で誰かの魔法にかかり倒れてしまった（たぶんではなく確実に）。それからの記憶が無くいつの間にか寮の部屋で寝ていたわけだが、どうやらマリスが私を寮まで送ってくれたらしく、寮母さんが部屋まで案内してくれたのだと置き手紙に書いてあった。

『体調に気を付けてくださいね。また会いましょう』

　せっかく花をあげようと息巻いていたのに、結局渡すことが出来なかった。首飾りの中にあった花は日の光を浴びていなかったせいか、それとも狭い場所に閉じ込めていたせいか、茶色く萎しぼんで枯れてしまっていた。なんて勿体ないことをしてしまったのだろうと、膝を抱えて顔を真っ赤にしていたのは出勤前のこと。キュピレットの花を元に戻すことは出来ないので、なおのこと絶望感が凄まじい。

「こんにちは。どうぞかけてください」

「やぁ、ヘルさん」

　受付に依頼人がやって来たので、姿勢を正す。

　仕事に集中、集中、と頭を振って笑顔を向けた先には、いつだったか依頼をしに来た薬師のペトロスさんがいた。ペトロスさんは町へ買い物に行くと見かけることがあり、あちらも私に気づいて挨拶をしてくれたりと、仲を深めないまでも浅い知り合いのような関係である。たまに野菜を貰ったりするので、感覚としては近所に住んでいるお兄さんみたいなものだった。

　実際生まれたのは西側のほうらしいけれど、お仕事の都合上こちらに出てきているのだという。

「今日はどのような依頼ですか？」

「実は、ちょっと困ったことがあってね」

　ペトロスさんがそう言って私達に見せたのは、一枚の……硝子？

「硝子ですか？」

「いいや、これは竜の鱗うろこなんだ」

「竜？　竜ってあの竜ですか？」

　硝子のような透明度の高い、一枚の鱗。角はなく丸みを帯びていて、厚さは人間の指の第一関接までぐらいだった。現物は初めて見たが、竜自体この王国にいるかいないかはっきりしない。二十年前に南のマーグレル地方で黄色い竜の目撃情報があったきりで、存在は確認出来ていないのだという。

　けれどそんな希少生物の鱗を何故彼が持っているのだろうか。

「これは父の物でして」

　その疑問を私達が口にする前に、ペトロスさんは経緯を教えてくれる。

　なんでもこの鱗は昔、破魔士であり薬師であったペトロスさんの父親が保管していたもので、治癒魔法で治せない怪我や病気の薬を作るのに必要な材料として扱っていたらしく、ペトロスさんの父親はわざわざ王国を出てまで竜を探しに旅をしていたのだと言った。

「けれど残りがこの一枚になってしまって」

「薬が作れない、ということですね」

　確かにそれは困る。

「はい。私も自分で行けるものなら行きたいのですが、魔法に長けているわけでもなく、魔物……ましてや竜と対峙するなど出来なくて。恥ずかしい話なんですが」

「でもその分、ペトロスさんの薬は効果抜群で町の人達に評判ですし、向き不向きというものがありますから。恥ずかしいなんてことはないです」

　竜の鱗であればなんでもいいそうなので、依頼書には『竜の鱗探し』と大きく書く。ちなみに、この危険な生物を「探す」となった場合、私達の事前調査は行われないので、破魔士にはどんな危険が待っているかは分からない。火を吐く竜なのか、皮膚が刺々しい竜なのか、毒針を持つ竜なのか、予測は出来ないのだ。

　なのでこの依頼を任せられるのは、階級が上の破魔士になってくる。

　破魔士の階級はイーバル、クェーツ、キングスと三つに段階が分かれているのだが、イーバルがまだ破魔士を始めたばかりの未熟者で、クェーツはある一定の危ない依頼（魔物退治など）を受けられる中堅、キングスはどんな依頼でも制限なく任せられる破魔士として称号が与えられていた。それにキングスは食事代免除付き。

　階級を上げるにはハーレが定めた依頼の数をこなし、また魔物退治などの危険な依頼を十以上は受けなければいけないという決まりがあった。

　ベンジャミンとサタナースはいつの間にかクェーツになっていたようで、この間のように魔物系の依頼も受けられるようになっている。

　今回の依頼はキングスのみにしたほうがいいでしょうかと、私はゾゾさんに紙を渡した。

「そうね。……ペトロスさん、キングス向けに出しますが、よろしいですか？」

「ええ。危険というのは私も承知ですから、無事に帰ってきていただけそうな方に任せたいです」

　報酬額は倍にしても良いというので、だいたいこれぐらいでいいかと提示すると、彼は嬉しそうに頷く。

「これでやっと心臓に効く薬が作れます」

「心臓に？」

「魔法ではどうにもならない傷や病気がありますが、その中でも特に厄介なのが心臓でして。薬を飲んで直接心臓に行き着くまえに体内の血、魔力が大概の薬の効果を消してしまうのですが、竜の鱗に含まれる強力な結晶を薬に含ませることにより効果を消されないように出来るんですよ」

　早く作れたらいいなと言う彼の薬は町一番、いいや国一番だと思う。

　飲みに行くときは必ず持っていく二日酔いの薬も、実はペトロスさんのところで買っていたものだった。何度それで職場の同僚達が救われたことか。部屋にはまだ五袋の予備がある。また飲みに行くことがあるだろうから、近いうちに買いに行かなければ。

「それではよろしくお願いしますね、お二人とも」

「はい」

「また」

　一連の作業を終えた私達は、書類を破魔士の受付に送ると、ペトロスさんが来る前の状態に戻る。

　魔物系の依頼は多少落ち着いてきて、花の季節もあと少し。窓の外をふと見てみれば、また天馬が飛んでいるのが見えた。

　ゾゾさんはさっきの話の続きをしたいのか、所長達と三人で〜と口を開いたけれど、長くなりそうだから今日終わったら食事に付き合ってと言われたので話は就業後に持ち越されたようである。

「そういえばナナリー、おしゃれでも始めたの？」

「何がです？」

「首飾りよ。綺麗ね、それ」

　ゾゾさんがそう言って指すのは、私の首に下がっている銀の首飾りのことだった。

「これ、何故か取れなくなってしまって」

「え？」

「こう……引っ張ってもですね、ぜんぜん取れないんですよ」

　切れもしないし、時おり熱をもったように熱くなるので困っている。

　母が得体の知れないところで買った物なので、一度つけたら外せないとか、そういう厄介なものなのかもしれない。

「なら留め具を外せば？」

「留め具も外れないんです。母がどこかの国で買ってきた物なんで、別のやり方があるのかもしれないんですけど」

「あとでお母様に聞いたほうがいいわね。ずっとは流石にねぇ……。寝るときもあまり気持ちよくないでしょうし」

　彼女の言う通り、明日あたり母に連絡して聞いてみよう。分からないなんて言われた暁には、母の大事な花瓶に落書きをする覚悟だ。

　依頼書の複製に私の調印をしたあと、出しっぱなしにしていた自分の筆を茶色い革袋に入れる。

　何か片付けるものは他にあるかと見回して、私はゾゾさんに頭を下げた。

「お疲れ様です」

「お疲れ。所長のところに行くんでしょ？　明日から破魔士の受付だものね」

「はい！」

　私は明日、ついにあの場所へと進出する。気分は晴れやかだ。

　ソレーユ地で一ヶ月を過ごし、所長との約束で一ヶ月経ったら破魔士の受付に座らせてもらえるということで、私は就業後に所長室へと呼ばれていた。働き始めて九ヶ月が過ぎ花の季節も残り半分というところだが、自分で言うのもなんだけれどここまで順調に来ていると思う。うまいこと順調に。まぁそれ自体は凄く嬉しいことだけれど、調子に乗らないようにと今一度気を引き締めていかなければ。

　頬をパンパンと叩いて、ニヤけそうになる口を押さえる。
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「所長失礼します。……あれ、いないのかな？」

　所長室に入ると、所長はまだいなかった。

　もしいなかったら中で待っていてと言われていたので、私は所長が使う机の前に立って待つことにする。木彫りのリュンクスの置物は未だ健在で、私が初めてここに来たときから位置が変わったことは一度もない。よほどお気に入りの物なのか、リュンクスの頭の上には白いキュピレットの花が飾ってあった。花とは言っても作りもののようで、布感がある。所長にも可愛いところがあるのだ。というか所長は美人だし、かっこいいし、それと同じくらい可愛いところがたくさんあると皆知っている。所長を「嫁き遅れ〜」なんてからかう男性職員の人だって、あれは所長のことを好きだという気持ちの裏返しであり、騎士団長がいる手前実りそうもないその恋に私達同僚が慰めの酒に付き合うのが恒例化していた。

「待った？」

　しばらくしてガチャリと所長室の扉が開く。

　遅くなってごめんなさいねと入ってきた所長の顔を見れば、髪が少しだけ乱れているせいかどことなく元気がないように思えた。というか髪だけのせいじゃない、いつも凛々しく山を描いている眉毛が垂れぎみだからそう感じるのだ。

　何か仕事で大変なことがあったのだろうかと心配になるが、ハリス姉さんやアルケスさんが聞くならともかく私が聞いてもよいことなのかと悩む。

「いよいよ明日からね。頑張って頂ちょう戴だいよ？」

「はい」

　破魔士の受付についての簡単な資料と、手の平ぐらいの大きさの分厚い記入帳を手渡された。

　赤い記入帳の表紙には『あなたが影を踏んだのは？』的なことがテックル文字で書かれている。テックル文字はシーラやドーラン、そのほか近隣諸国で使われている私達の言語の基本文字で、この記入帳を開くには、その文字の下に答えになる言葉を考えて書かなければいけない。

　所長に今決めちゃいなさいと言われたので、何にしようかと考える。

　私が影を踏んだのは……鳥、いいや木の……違うな、父親とか……母親？　それも単純でしっくり来ないし、何か別の……あ。

「ララ、と」

　使い魔である白いリュコスを脳裏に浮かべて、表紙に筆で書き込む。

「出来た？」

「なんだか楽しいです」

「そう、良かった」

　所長はそう言うと、椅子の後ろにある窓の外を眺めた。私も追って見てみれば、天馬が飛んでいるのが見える。

　今日はよく天馬が飛んでいるのを見かけるけれど、騎士団も忙しいのだろう。ニケも久しく見ていないので、そろそろ会いたくなってきた。手紙を出しても仕事の都合で会えず、二ヶ月ほど前にベンジャミンと二人でお茶をしに出掛けたことがあるけれど、騎士って本当に大変よねと二人でお菓子をバクバク食べながらニケの心配をしたものである。

　今日も空を飛んでいるのかと目を細めて、茜あかね色に染まる空を見つめた。

「あの、所長？」

「……あ、うん？　どうかした？」

　同じように、所長もまだ外を見ていた。

　明日からの説明をすると言っていたが、無言の時間が長いのでこれは資料を見て自分なりに解釈しろということなのかと悩んだが、彼女を見ているとそうでもなさそうな雰囲気なので、意をけっして私は声をかけた。余計なお世話だと言われたら一目散に所長室から出よう。最後に礼をするのを忘れずに。

「気もそぞろのような感じがしたので」

　私の言葉に目をパチクリとさせた所長が、ふふ、とわらった。

　相変わらず眉は垂れている。

「嫌いな奴に守られるのって、嫌よね」

「？」

　嫌いな奴？

　騎士団長のことかと言いかけた私だったけれど、天井が仄かに光りだしたので上を向く。すると小さな魔法陣が上に現れて、そこから一枚の紐で括られて丸まった紙がポトリと落ちてきた。所長はそれを手に取ると中身に視線を滑らせて読み始める。

　何が書いてあるのだろう。そもそも誰が出した魔法陣なんだろう。

「やっとなのね。……ナナリー」

「はい？」

「先程、オルキニスの女王が崩ほう御ぎょしたわ」

　………………え。

「え!?」

「貴女にはやっと言えるんだけど──」

　それから所長が話してくれたのは、呑気に過ごしていた私の頭を鈍器で殴り付けられたような内容だった。







　美しき偉大なる水の魔女でありオルキニス王国の女王、ヴランティナ・ダル・べナ・オルキニスは、シーラ、ヴェスタヌ、ドーラン三ヶ国の策略により、国民にその経緯が知られることなく崩御した。

　表向きは病死として発表され、息子である王太子が即位し国の上に立つこととなる。

「殺し……ですか？」

「ええ、そうよ」

　ヴランティナ女王は国中から氷の魔女を集めては（詳しいことは濁されたけれど）その魔女達を自分の宮中に入れて皆殺しにしていたのだという。女王は氷の魔女の何ヽかヽを集めていたみたいだけれど、その何ヽかヽも所長に濁されたので詳しくは分からなかった。

　前に騎士の人が『竜の血や人魚の肉を集めて若さを保とうとしている』という噂があるのだと聞かせてくれたことはあるが、もしかして魔女の生き血を集めていたり？　……なんて物騒なことを考えてしまう。

　ええい野蛮だ。自分の思考が野蛮だ。考えるのはよそう。

　女王の命令と魔法に逆らえなかった城の人達は、国にはもういない氷の乙女を探しに国外に出て、他の国から氷の乙女を攫い女王に捧げていたのだと所長は言った。

　少ないとされていた氷の魔女の人口は更に少なくなったに違いない。

「女王自身魔力が高い方だったのと、身近に忠実でとても厄介な側近がいたせいね」

　またその中には変身魔法に長けた者が何人かいて、ドーランの城にも入り込んでいたらしく、城の中ではもはや誰が化けているのかと手探り状態だったらしい。しかもただ外見を変える魔法ではなく、記憶、仕草、魔法型まで完全に偽装できる魔法使いだったことから、見つけるのは容易ではなかったそうだ。真まことの囀さえずりという暴きの魔法をかけても、それを魔法でねじ曲げるほどの強さを持つ魔法使い。

　しかも相手方には、

「貴女が氷型だと、もうとっくにバレていたらしくて」

　どんなに急いで口封じをしたところで、漏れるものは漏れる。特に私みたいな人間は特徴がありすぎるとかで、騎士団の人達はかなり気にかけてくれていたらしい。それも私は何度か襲われかけていたことがあったそうで、その度に騎士団が私に気づかれないように、相手に気づかれないように慎重に守ってくれていたのだそうだ。

　なんてことだ。言われるまで見事に気づかなかった。さすが騎士団だと思うのと同時に、もし気づいていたら色々協力が出来たかも知れないのにと余計なお世話かつ危ない方向に考えがいく。やめよう、やっぱり野蛮だ。

　けれど氷の乙女となると、あいつ乙女なんだと恥ずかしいことを敵方に知られていたということになるが、それと同時に騎士団の大半がそれを知っていることについては目を瞑って意識はしないようにしようと思う。

「でも敵方にも気づかれなくて本当に良かったわ」

　気づかれないようにしていたのは私が知ってしまえば余計に危ない事態に陥ってしまうためと、相手の正体を探るためという二つの理由があったかららしい。それならやっぱり私は気づかないほうが良かったんだと安堵する。

　オルキニスに潜入させていた間者との連絡も途絶え、オルキニス王国にかけられた強力な防御の膜を解くにも、あちらの国民に害を与えることは良しとしなかったために、ドーランは相手の間者を逃げられないうちに引っ掛けるか捕まえる必要があったのだ。

　そして昨晩、途中で私を昏こん倒とうさせたのも騎士団の人間なのだという。なんでも意識を落とさないと私が魔法をかけられる恐れがあったらしく、やむを得なかったらしい。

　そんな状態だったとは露知らず過ごしていた私だが、どういうわけかその間者に接触出来たのがその夜のことらしく、間者と共にオルキニスの中へ入り込むことが出来、そして入り込んだ騎士の人が中から防御の膜を破って外部からの侵入を可能にしたのだという。

　そしてシーラ、ヴェスタヌ、ドーランの部隊がそれぞれ動きだし、城の内部での戦闘へと至った。

「オルキニスは大丈夫なんでしょうか」

「そうね。でも王太子殿下が思いの外、しっかりしていたそうだから」

　女王はギリギリまで足あ掻がいていたらしいが、最後は息子である王太子の手にかけられたのだという。

「殺されてしまった魔女達の身内には？」

「残念だけど、事実を伝えることは出来ないの。一生ね」

「……」

　なんだか……世界の裏側を覗いちゃったみたいな、いけない話を聞いちゃったような、後ろめたい気持ちになる。

　それに遺族にも話せない大事な話を、いち国民である私が知ってしまっても良いのだろうか。所長は騎士団長に頼まれて私の身辺を守ってくれていたそうなので、詳しい話を知っているのは当然だとは思うのだけれど、どうしようかと一人勝手にソワソワしてしまう。

「そろそろ返してあげましょうか」

「何をです？」

　所長が何かの呪文を呟き私の首もとに手をやると、パチッと銀の首飾りが取れた。

　あんなに力を込めても外れなかったのに、どうやって外れたんだと首飾りを凝視する。

「その、貴女を眠らせた騎士がね、これに自分の半身の力を込めていたそうよ。これから実行する作戦によって、もし貴女に害が及びそうになったら守ってくれるようにって。その人酷い怪我を負ったらしいから、力を返してあげなきゃね」

「だ、大丈夫なんですか!?　私、その、知らなくて今からでも」

「行ってもどうにもならないわ。もう王の島に帰還しているようだけど、行くのはこの首飾りだけよ」

「そんな……」

　この首飾りではなくても、最初から私に何かしら理由をつけて魔具をつけさせようとしていたらしい。たまたまあのとき首飾りが目に入ったからそれに魔法をかけたらしいが、いくら守るためとはいえ、自分の力を削るような魔法でなくとも、と私は拳を握る。

　足臭の呪いをかけようと息巻いていた自分を殴り付けたい。

　足臭になるのはお前だナナリー。ついでに水虫にもなってしまえ。

「作戦ってなんですか」

「それは……まぁいいでしょう」

　暫し悩んだ素振りを見せたあと、所長はまた窓の外を見る。

「貴女になりかわって、騎士団の人間が囮おとりになったのよ。ある意味、餌ね」

「なりかわる？」

「昨日の夜、貴女は倒れた……のよね？　そのあと、貴女の着ていたドレスを剥いで、貴女に変身した騎士の人間がそれを着て囮になったらしいわ。変身魔法が得意みたいでね、そちらはバレなかったみたいよ。まぁそれが功を奏したってわけね」

　囮の人が作戦通りに攫われて、オルキニスに入り込めた。

　偶然か必然か、私があの晩あの城に行かなかったらなし得なかったその作戦は、話を聞く限り見事成功したというように聞こえる。

　けれど酷い怪我を負ったということは、オルキニスの城での戦闘の中、私に力を預けていたせいでうまく戦えなかったのか、もしくはオルキニスで酷い扱いを受けたか、どちらかだ。

　どちらにせよ、私のせいでその人が重傷を負ったことには変わりない。

「ちょ、こらナナリー」

「私も連れて行ってくださいっ、重傷なら、重傷なら早く行かなきゃです」

　所長の傍に駆け寄って抱きつく。絶対に離さない、足あし蹴げにされても離さない。

　こんなことをしているうちにもその騎士の人は苦しんでいて、もしかしたら死んでしまうなんてこともあるかもしれない。

　必死にしがみつく私の頭に、所長はポンと手を置く。

「ん〜、よし！」

「所長？」

「一緒に行きましょ。グロウブには連れて来るなって言われてたけど、約束って破るためにあるんだもの。あいつに関してはね」

　それに明日から気持ちを切り替えて仕事に臨んでほしいし、と言われた。

「破ったほうが良い約束も、世の中にはあるもの」

　どこか悲しげにそう言った所長の心中は分からないまま、私は彼女と共に王の島へ向かうことになったのだった。
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　王の島へは使い魔に乗って行く。

　魔法陣で急いで行こうとした私だったけれど、弾かれてしまう恐れがあるから危険だということで大人しく諦めた。なんて物騒な。

　この騒動のため警備は以前より厳重になったのも理由のひとつらしいが、なにより騎士団が、あの騎士団長とロックマンが手こずったと言うのだから、相当なことだと思う。

「テオドラ……連れて来たのか」

「予想はしてたんでしょう？」

　王の島に着くと着地場には天馬に乗った騎士団長がいた。所長と一緒に降り立った私はララを肩に乗せられるほど小さくして、騎士団長にお辞儀をする。騎士団長にも散々迷惑をかけただろうに彼は天馬からわざわざ降りて、よく来てくれた、大丈夫だったかと心配をしてくれた。

　でも私は見ての通り元気だし、怪我はもちろんどこも悪くはない。大変だったのは自分達のほうなのにそれをおくびにも出さないのはさすがと言うべきか、感謝の気持ちを込めて大丈夫ですと首を縦に振った。それに私は所長から話を聞くまで自分の身に何が起きているのかさえ知らなかった阿呆である。心配など無用。

　それより私は、その身代わりになったという騎士のことが気掛かりで仕方がない。

「これが首飾りよ」

「じゃあ二人とも来てくれ」

　騎士団長に案内されて、騎士の宿舎があるほうへと連れていかれる。

　その間所長は騎士団長と色々話をしていたが、私は終始無言で酷い怪我を負った騎士のことだけを考えていた。ひとまず首飾りに込められていたという力を返したら全力でお礼を言おうと思うし、なんなら一ヶ月くらいその人の使いパシりにならせてもらおう。人を扱こき使うのは慣れていないけれど、扱き使われるのなら家の手伝いとかで色々慣れてはいるから役に立てる。

　王の島の空には騎士が乗った天馬が行ったり来たりと忙せわしなく動いている様子で、黒い騎士服とは違う緑色の騎士服を着ている人がちらほらと目に入る。

　二人の会話から聞こえてくる単語で、たぶんあれはヴェスタヌかシーラの騎士の人なんだと分かった。協力していたというし、今もまだやることがたくさんあるのだろう。大変だ。

　こんな中、ニケは怪我なくやっているだろうかと友達として心配になる。怪我をしても治癒魔法で多少は治るけれど、痛さを感じないわけではないし、その魔法で必ず治るという保証もない。治癒魔法はその人の治癒力を最大限に引き出す魔法なので、足がなくなったり、手がなくなったりしたら生やすことはまず難しい。

　学校にいた治癒の先生は治癒魔法の上をいく完全再生術を習得していると本人から聞いたことがあるので、もし完全な状態に治したいのなら、そういう魔法を得意分野としている人に頼るのが一番だ。

　私もこれは物にしたい魔法の一つだったが、どうしても先生のように綺麗で完璧な治癒魔法にはならなくて泣きべそをかいたものである。気力が足りないのだと自分の骨を折ってまで修練しようとしていた私をたまたま学校の中庭で見つけた治癒の先生には、それはもうこっぴどくお叱りを受けた。お母さんみたいで怖かった。

「ナナリー、中に入りなさい」

「はい」

　宿舎らしき建物（灰色の要塞みたいだった）の横にある、簡易的な骨組みで作られた大きな天幕の前に来た。入り口になっている薄黄色の布はピラピラと風に揺れている。もう夕方で辺りもすっかり暗くなってきており、天幕の中の明かりが布越しに光っているのが見えて中からは「まだなのか」「早くして！」「治癒が……」など焦っているような声が聞こえる。

「団長遅いです！」

「まてまて、持ってきたから安心しろ」

「ああナナリー！　無事だったのね！」

　天幕の中へ足を踏み入れたのと同時にニケの声が聞こえたかと思えば、勢いよく抱きつかれた。良かったニケも無事だったんだとニケの背中に手を回そうとした私だったけれど、彼女の背中越しに見えた光景に固まった。

「私……？」

　天幕の中心で横たわり、治癒魔法を受けている私の姿。

　……いいや違う、あれは私の姿をした騎士の誰かなのだとすぐに分かる。彼女（変身しているので男か女かは分からないがたぶん女だろう）の傍ではウェルディさんが涙ながらに手を組んで声をかけていた。

　見れば私（騎士の人）の左腕は、肘から下が失くなっている。

　肩は血だらけで、水色の髪の毛は血が付いているせいか、ところどころ紫色に変色していた。

　目を背けたいくらいの、酷い怪我。

　他の騎士達はそこまでの怪我を負った様子は見られなくて──いるかもしれないけれど、やっぱりその人だけが異常な程に身体への損傷を受けていた。

「貴女！」

　ウェルディさんが中に入って来た私に気づいて立ち上がる。ツカツカと目の前までやって来たウェルディさんの顔は涙でぐちゃぐちゃで、目の腫れが酷かった。もしかしたら貴女のせいでこんなことになったと怒られるのかもしれない。そりゃそうだ。私の身代わりなんかにならなければ、あんな酷い状態に、ましてや力の半分を私に預けなければ軽傷で済んだのかもしれない。

　けれどウェルディさんは私の頭から足の先までじろじろと観察し始めると、しばらく何の言葉も発しなかった。じっくり見られている。

　なのでつい小さく、ごめんなさいと言ってしまった。その視線や沈黙に、色々耐えられなかったからかもしれない。

　それが聞こえたのか彼女はハッと表情を動かすと、また私の顔を見てこう言った。

「なんだ無事ね……良かった」

　そう言うと、ウェルディさんは天幕から出て行く。

「力が弱くなっているから、なかなか元の姿に戻れないみたいです」

「治癒魔法ごくろうさん。やっぱり回復も遅いか」

　私は団長と共にその人が横たわっている場所まで近づいて、その人の横に座り込む。目を閉じていた身代わりの騎士の人は、周りがまた騒がしくなったせいなのか薄うっすらと目を開けた。

　自分が倒れている姿は異様で、不思議というか奇妙な感覚になる。

　目をパチパチと瞬きさせたその人は、首を動かして騎士団長の姿を確認したあと、隣にいた私を見た。

　自分の姿をした人と目が合った私は、不思議な感覚に襲われながらもお礼の言葉を口にしようとしたのだが、私と同じ碧あお色の目が信じられないものでも見るようにカッと見開かれたので、何かやらかしてしまったかとつい言葉を飲み込んでしまう。

「連れて……来ないでくださいと、あれだけ言ったでしょう」

　私の声が、そう言った。けれどそれは私の物ではない。

　声まで完璧に私に変身しているこの騎士の人の声だった。

「アルウェス、言われた通りに術を解いて首飾りを持ってきた。力を戻すにはどうやればいい」

「すぐには戻せませんから、しばらく胸の上に置いてもらえませんか。そうすれば、じきに戻りますから」

　何気なく会話を耳にしていたけれど、今騎士団長は騎士の人になんて声をかけたか。耳が遠くなったわけでもないし、幻聴を聞くほど気が動転しているわけでもないし、

「……ロックマン？」

　私は『私』を見た。
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　なんてことだ。ああなんてことだ。

　それが今私の頭の中を隙間なく埋め尽くしている言葉である。なんてことだなんていう言葉は好きでもないし嫌いでもないが、これほどまでに私の今の気持ちを表す言葉は他にない。

　もう一度言おう。なんてことだ。

「アルウェス……ロックマン？」

　だってまず第一に私は女の騎士の人が変身しているのだと思っていたし、それにドレスを着たと聞いたので自然と想像したのは女性の姿。まさか男が私に変身してドレスを着るなんて思いもしない。いや少しは想像したけれど、その考えはまずあり得ないと自分のなかで速攻削除したのだ。もしかしたらニケだったのかもしれないとも考えていたので、天幕に入った時一番最初に声をかけてきたニケには心底ホッとしたのである。

「言わないでくれと言われたから、テオドラにも連れて来るなとは言ったんだが……」

　だからどうとは言わないが、ただ正体が正体だっただけに私は固まることしか出来ない。

　話を聞く限り私をずっと守っていたという人がロックマンだったわけで、酷い怪我を負ったのもロックマンだったわけで、ドレスを着たのもロックマンだったわけで、そう、だから全ての答えは一人の男に繋がっているわけで。

　口をパクパクさせている私を見て、動かすのも痛いであろう口の端を上げて可笑しそうに笑うロックマンは、酷い顔だと今度は声を上げて笑った。どこからどう見ても酷い顔と怪我をしているのはロックマンに違いないのに、やっぱりいつものように余裕をかまして私を見てくる。しかも私に化けているということは、ドレスを着用したことも含め裸を……いいや、やめよう。考えてはダメだ。

　いつもならこの流れで売り言葉に買い言葉で言い返しているところだけれど、そんな気力は「なんてことだ」のせいでやる気を失っているので口から出てくることはない。

「その、様子じゃ……粗あら方かた知ってるのかな」

　無言でいる私に何を思ったのかロックマンはぐっと上半身を曲げて起き上がる。胸回りは包帯を巻かれているのか、マリスが作った青いドレスは脱いでいる様子。治癒魔法をかけている女の人が寝ていてくださいと言うものの、首飾りを首からかければ問題ないなんて言って横たわろうとはしなかった。

「まぁ……君を、本当に餌に出来たら、良かったんだけどね」

　そう言って、ロックマンはまた笑った。

　血で固まっていた髪の束が、こめかみからパラリと垂れ落ちる。

　ウェルディさんが目を腫らして泣いていたのにも頷ける。いやこいつに限らず誰がこうなっても彼女は泣いたと思うし悲しんだとは思うのだけれど、好き好きと全身で表現していた姿を見てきた私から言わせれば、ウェルディさんが私に向かって「良かった」と言ったことに、何故だかもの凄く胸を締め付けられた。

「じゃあ……したら良かったじゃない」

「馬鹿だね、そんな重大なことを任せられるわけないだろう。いち国民の君に……ヘル？」

　私を餌に、囮に出来ないのは重々承知である。騎士団と国が解決しなければいけない問題である以上、いち国民である私を勝手にそういうことに利用出来ないなんて、よほどの常識外れでもない限り理解出来ている。

　でも、それでも私は、

「うっ、ひっく」

「ヘル？」

　それでも。

「っ私が、私が泣いてんのはねぇ！」

　別に悲しくて泣いているんじゃない。

　これは断固として悔し涙なのだと声を上げてハッキリと言える。

「昔からあんたには絶対敵わないって、やっぱりどっかで思ってて、喧嘩売っても何やっても、あんただったら大丈夫だって」

　思っていた。傷を負ったところを見たことは今まで一度もなくて、いつも余裕そうに笑っていたから。何をしても良いなんて少し語弊があるけれど、とりあえず私に対してもあっちは容赦がなかったので基本的には思うままに喧嘩を売ったりしていた。幸いロックマンは火型で私と打ち消しあう存在だったから威力で競っていた形であるし、何より口喧嘩のほうが多かった。凄く汚ない言葉を、もしかしたら吐いていたかもしれないほど、いっぱい口喧嘩をした。今も変わりはないけれど。

「あんたがやられることなんてないって思ってたのに、今ボロボロになって倒れてるのが自分のせいだって、分かって、自分が傷つけられるより、もっともっと」

　痛くて苦しいなんて、この馬鹿みたいな感情を目の前で痛く苦しい様子のロックマンに言えるわけがない。

「落ち着いてナナリー、貴女ペストクライブを起こしてるわ」

　ニケに背中を撫でられた。気がつけば天幕の中がひんやりとしていて、ところどころ氷で凍ってしまっている。自分が地面につけている両膝の下にはパキパキと亀裂の入った氷の膜のようなものが出来ていた。

　人生初のペストクライブの原因がこいつなんて、それも何だか悔しくてたまらない。こんな、泣き虫で自分らしくない自分は嫌だ。

「こんなっ、泣いて、ごめ」

　この怪我をした人間に対して泣く光景をどこかで見たことがある。

　あれは確かお母さんが珍しくおしゃれをして、私にも目一杯のおしゃれをさせて、島の真下にある町一番の劇場にお芝居を見に行った時。恋愛ものの何かで（興味がなかったから半分寝ていた）、女の人が倒れた男の人にかけよって、泣いて泣いて、そして口づけをして、その男の人は奇跡的に助かって、チャンチャン。終わり、みたいな話だった。

　百歩、いや千歩譲っても私はこいつに口づけなんかしないし、ましてや泣いている理由は悲しいなんて感情とは程遠い。こんな時になんてくだらないことを思い出しているんだと自分で自分に呆れるほどに。

「君……」

　そうしていると力が戻ったせいなのかなんなのか、ロックマンは私の姿から元のあの金髪の姿へと形を変えていた。

　碧色の瞳は、赤い瞳に。小さかった肩は大きく、頼りない筋肉がついていた腕にはしっかりとした、けれどしなやかな筋肉。

　ささやかだった胸の膨らみは、今は完全に膨らみを無くし男特有の胸きょう筋きんに姿を変えている。

　失くなっていた左腕も今は完全に元通りになり、怪我の一つも見当たらなく、身体についていた血のあともすっかり消えていた。

　完全に回復している。これが治癒魔法をしていた騎士の人の力なのか、それともロックマンの力なのかは正直分からない。

　けれど首飾りに込められていた力が戻ったのは確かである。

「やぁぁあん隊長！」

　たまたまちょうどよい時に天幕へ入って来たウェルディさんは、その姿を見ると、両手を広げてロックマンに飛びついた。

　ちなみに私はウェルディさんにベシッと弾かれて転がっている。彼女がとても嬉しそうで何よりだった。




　　　＊　＊　＊　＊




「僕はこれから海の国までの調査で長い時間王国を出るよ。君も知っての通り城を襲った魔物を」

「待って待って、そんなこと私に話したら駄目でしょうが。いち、国民なんだから」

「今夜には部下二人とヴェスタヌの騎士とで旅立つから」

「いやちょっと話聞いてる？」

　騎士服とは少し違う黒い旅りょ装そうに着替えたロックマンと、目がまだ少し腫れたままの私は、天幕の中にしばらく居てくれと騎士団長に言われたので大人しくそこに二人でいた。

　魔法で出した炎の明かりが、ゆらゆらと天幕の四隅に揺らめいている。

「はぁ、サリーにもマリスにもタリーナにもディミティにもナーラにもバジスタにもハニスにもシリィにも会えないのが心苦しいんだけど。君に分かる？　この気持ち」

「知るかこのスケコマシが」

　何故だ、げせぬ。

　私としてはさっき早口にだがお礼も言ったし早々に離れたいというか、泣き顔をさらした手前居心地が悪いというか、とにかく同じ場所にいたくない。

　ロックマンに抱き着いていたウェルディさんは奴に付いて行くとのことで、今は宿舎に戻り張り切って旅支度をしている。仕方がないから隊長との時間を許してあげるわ、私は今心が凄く広いからと言って天幕から出て行ったのはついさっきのこと。居てくれてもいいのだが、心が広い彼女がそうしろと言うのなら仕方がない。

　とりあえず使いパシりの件は一度心に決めた以上やらないという選択はないのでロックマンに言ってみたが、泣き虫な使いパシりはいらないと正面切って言われたのでもうその考えはよした。泣き虫と言われた点については張り手をかましたいと思ったものの、不可抗力ではあるが命の恩人であるこいつにそんな態度では当たれない。それに目の前で不様な姿を見せた私が「泣き虫」を否定出来るわけもない。

　というかこの件で一つ気づいたことがある。アルウェス・ロックマンは人間的に、案外『良い奴』の部類に入るのだということを。それに人によれば案外というよりも、かなり良い奴となることを。

　でもそれを認めるのもやっぱり悔しくて、こいつから視線をそらした。

「ああごめん、泣き虫にはちょっと難しかったよね」

「それ泣き虫関係ないんだけど！」

　前言撤回、やっぱ良い奴じゃなかったわ。

　くそう、なんで泣いてしまったんだ私。

　あんなに酷い怪我を負っていたロックマンは今では何事もなかったようにピンピンとしているし、色々損をした気分というか、あんなことがあったのに直ぐに仕事で王国を発たつというこいつの活力、意欲、生気がとてつもないことをただたんに思い知らされている気分である。

　海の国は五つの国を越えた先にある海のその向こう、下手すれば世界の反対側にあるようなところだ。海の国は海底にあり、住んでいるのは人魚や珍しい海洋魔法生物。海の近くの国に旅行へ行く人は多いみたいだけれど、海の国は本当に遠いので行ったことがあるという人はなかなか見ない。友人のカーラ・ヤックリンは海の国に憧れを持っていてよく行きたいと話はしていた。考古学者になった今、もしかしたら彼女は海の国にいたりするのかもしれない。

「まぁまぁ二人とも、素敵なおまじないでもしてみる？」

　天幕の入り口でニケとお喋りしていた所長が、中で険悪な雰囲気となっている私達の前にやって来た。

　見れば所長の両手には小さな緑色の箱が一つずつ握られていて、それぞれを私とロックマンに渡してくる。

　おまじない？

「この二つの箱にはね、貴方達の未来が入っているの。二人に一個ずつあげるけど、どちらともこの蓋を開けちゃったら、この先二人が出会うことはないわ。でも開けなければ必ず会えるってやつ。どう？」

　所長は嬉々として私とロックマンを交互に見てきた。

　なんだかゾゾさんが好きそうなやつだ。メラキッソ様を崇拝している彼女は──この前は占いに逆らっていたけれど、この手のおまじないには目がなさそうである。もしかしてこういう類たぐいに興味を持ったのは所長の影響もあるんじゃ……。

　渡された小箱には装飾はないけれど、蓋の縁に「後ろを向くか前を向くか、でも目ん玉はどこにも行けないのさ」と赤字で書かれているのに気づいた。

　正直、意味は分からない。学力には自信があるが、こういう謎解きはまぁまぁいやかなり苦手である。

「へぇ、こうなってるんだ」

　その一方。

　見て空からだよ、とロックマンは手にしたそれをパカッと何食わぬ顔で開けやがった。ほらと見せびらかしてくる小箱の中は、確かに空っぽのようである。

　こいつ……。

　なんと心配りの欠片かけらもない男だろうか。肩に垂れるその質のよさそうな金髪を掴んでむしってやろうか。

　別に心配りをしてくれなくても構わないが、せっかく所長が開けないでみたいなことを言っているのに本人の前で開けてしまうとはなんて情緒のない奴。暗に会いたくないと言われているも同然なのだけれど、直接言われるより腹が立つのは何故だろう。

　ロックマンは赤い瞳を陽気に揺らして、私の持つ小さな箱を見てきた。

「あっそう。じゃあ私は寮に帰ったら開けるから」

　開けても別に構わないけど、時と場所というものがあるだろう。何を一秒足らずで開けているんだ。

　ロックマンに向けてイーっと歯を噛み締めていると、所長が苦笑いをする。素敵なおまじないと言って差し出した物を堂々と目の前で開けられたばかりか、もう片方も開けると宣言しているのだから無理もない。

　ごめんなさい所長。

「そうだ、君にはこれを渡そうと思って」

「何？」

　ロックマンは茶色い外套からごそごそと何かを取り出す。

「首飾りに魔法をかけた時に、熱で枯らしてしまったから」

　誰かにあげるつもりだったんだろう？　と言われて渡されたのは一輪のキュピレットの花だった。

「でもこれ」

「王の『お気遣い』で、騎士には毎年一輪ずつ用意してくれているんだよ。それは僕が胸に挿してたやつ。言うなれば、仕事で花神祭を満足に過ごせない騎士のためにね」

　なるほど、だから街で会った時にああ言ってたのか。

　お気遣いとは何のことだと思っていたけれど、忙しい騎士のためにキュピレットの花を与えて、束の間の時間でも騎士が大切な人に会えたら渡せるようにということなのだろう。

　でもそのお気遣いをこんなところで手離すなんて勿体ないと一度突き返せば、君の貧相な身体を見たお詫びだと言われた。……ので、ブンと音を立ててロックマンから花を遠ざける。人がせっかく考えないようにしていたことを自らほじくりかえすとは、阿呆め。

　マリスにあげるのは自分で買った物にしたかったけれど、この際ロックマンから弁償して貰ったキュピレットだと言って渡せば喜んでくれるだろうか。

「ふん。お気遣いどうも」

「おまじないの効力、期待してるよ」


[image: ]


　私はキュピレットの花を手にロックマンを睨み、ロックマンは小さな空箱を手に笑って片目を閉じた。

　その晩、ロックマン率いるドーランとヴェスタヌの騎士一行は王国から旅立った。

　騎士団の第一小隊隊長にはゼノン王子が臨時でつき、ニケも人数の空きを埋めるためそこに入ることとなる。表向きは騎士制度の見直しについての他国への留学となっているので、社交界では美しき公爵家の子息の不在が嘆かれているのだ、と後日マリスからは悲しみ満ちた手紙が一日に三通も送られてきた。難儀なものである。

　ロックマンには結局、今年も卒業してからは何だかんだで勝てなかったし、まだまだあいつの上には行けそうもない。

　でも必ずいつか行ってみせる。魔法だって仕事だって、私はこれから更に精進していくのだ。







　そうして私は花の季節二月目。

　憧れていた受付嬢の席に、無事つくことが出来た。

　部屋の窓際に置いた小箱の蓋は、しっかりと閉めたまま。


　番外編　内緒話

『お母さんって、お父さんのどこが好きなの？』

　学生寮の部屋で、マリス達の恋の話を聞きながら、ふと小さい頃母へとした質問を思い出した。

　気心知れた友人同士で五年生のお休み前に色々語ろうとベンジャミンが言い出したのが始まりで、今私達の部屋には八人ほど集まっていた。語ると言っても年頃の女子が集まれば話すことなど一つ。

「あのカッコいいところがたまらなく好きなの」

『かっこいいところかな』

　友人達の恋の悩みの聞き役に徹している私の耳に、友人が話している内容と昔の母の声が被る。

『どこがぁ？』『とりあえず全部？』『てきとう〜！』

　私の質問に母が何の迷いもなくそう答えたので、物凄く疑っていた覚えがある。

『お父さん、出会ったときはお母さんにいつも意地悪でお節介ですっごく嫌な人だったんだけど。でもお母さんを何にも無い小さな箱から出して、知らない世界を沢山見せてくれたの』

　意地悪で、箱から母が出て、お父さんが良いものを見せたらしい。私の中ではこんな解釈だ。

『お祖じ父いちゃんもお祖母ちゃんも反対したし駆け落ちみたいになっちゃったけど、あの手を取って良かったって。今でもそう思うのよ』

『あんなにお腹だらしないのに〜？』

　母方の祖父母については母が家を出る際に縁を切られたということしか分からず、母に聞いても悲し気な顔をするのでしつこく聞くのは控えていた。この国にいないことは確かで、気にはなるが知られたくもないようなのでそれ以上は詮索しないし、しようとは思わなかった。

『お母さんって、どこから来たの？』

　だから母のことを聞くのが精いっぱいだった。

　母は私の質問に、洗い物をしていた手を止めて振り返った。

『お母さんは、遠い遠い、海の国からやってきました』

　台所の窓から見える青い空を眩しそうに眺めながら、今にも歌い出しそうな明るい声で言った。

『え〜うそだ〜』『あらバレちゃった〜？』

「……ナリー、ナナリー？　ちゃんと聞いてる？」

　あ、いけない、いけない。昔を思い出していたせいで話が全く耳に入ってきていなかった。

　ベンジャミンとマリスから軽く説教を喰らっていると「アルウェス様よ！」と貴族の女の子がロックマンの姿を窓越しに見つけたらしく、寮の中庭で散歩をしていると興奮気味に話し出すものだから、私以外の女子達は一斉に窓際へと飛びついた。何故ロックマンに興味のないニケとベンジャミンまで行くのか。ムスッとしているとマリスが私の腕を引っ張り強引に窓際へと近づける。

「貴女もいい加減アルウェス様を悪く言うのはやめて、好きになってごらんなさいな」

　顔を顰めながら外を見ると、確かに中庭にはロックマンがいた。休みの日に一人で散歩だろうか。

「凄く嫌いな奴を凄く好きになったりなんてしないから。うん絶対ないない──あ」

　今、目が合った。

「今アルウェス様こちらを見なかった？　きゃー！　こんな高さからなのにっ……運命かしら！」

　拝啓──お母さんって、お父さんのどこが好きなんですか。


電子限定オリジナルショートストーリー

　『簡単な話』







　三年生の終わり。

「ニャーン」

　朝日が射し込む部屋の姿見に映るのは、白い毛並みをした猫、もとい私。




　お菓子を食べたら猫になっているなんて、誰が予想しただろうか。

　昨日の放課後、貴族女子からお菓子を貰った。「仲良くしましょう？」という言葉付きで。声を掛けてくれる貴族の子も増えたけれど、お菓子をくれたその子は今でも私を庶民として見下し、また私がずっとロックマンの隣の席にいるせいか、恋敵としても見ているらしい。正直とても不愉快である。だからそんなことを言われても胡散臭いし、でもお菓子に罪はないし、と夕食後にそのお菓子をペロリと食べてしまった。

　そして朝起きるとこんな始末。

　胡散臭いと思った時点でやめておけばいいのに、昨日の自分を殴りたい。原因がお菓子なのかどうかはハッキリしないが、他に変わったことはなかったし、あやしいのはその辺りしかない。

　けれど学校を休むわけにはいかないし、無断欠席なんて言語道断。魔法解除をしようにも、指が上手く動かないのでかけることも出来なかった。

　なのでせめて教室には行こうと全力で部屋の扉を開けて、学校の教室まで来たのだけれど。

「あの猫はなんですの？」

　自分の席に着いている私（猫）を見て、マリス嬢や他の子達が首を傾げていた。

　一方で昨日私にお菓子をくれた貴族女子はこっちを見て笑っている。くそう、確信犯め。

　隣に座っているロックマンも、頬杖をついて邪魔そうな目を向けてくる。

「ナナリーは今日休みか？」

　ボードン先生が出席をとっている。

　自分の席に鎮座する私を見て誰も私だと気づいてくれない。むしろ、あの猫はなんだ、誰か摘まみだせと聞こえてくる始末。どうしたら私だと気づいてもらえるのだろうか。ガリガリと机に爪を立てて名前を書いてみようとするけど、うまく出来ない。

「ニャ？」

　身体が浮いた。

　いいや、浮いたのではない。頬杖をついてこちらを見ていたロックマンが、私の脇下にスッと手を差し込み身体を持ち上げていた。

「アルウェス様？」

　マリス嬢が不思議そうな声をあげる。

　赤い瞳が私をじーっと見ている。

　急になんだ、いつまで見ているんだ、いい加減下ろせと身体をくねらせるけどビクともしない。

「その猫はお前のか？　駄目だぞ、教室に連れてきたら」

　先生はロックマンの猫だと思ったのか、使い魔以外は動物禁止だと注意している。私がこいつの飼い猫？　んなわけない。

　当たり前だけれど誰も気づいてくれない。

　ロックマンは先生に言われたからか、私を横に降ろす。

「呪いをかけられるなんて、らしくないね」

　奴がぼそっとそんなことを呟いたのが聞こえた。







　結局私は教室から出され、しぶしぶ寮へと帰った。

　そして翌日、無事に元の身体に戻った私は貴族女子に「もう、もうしませんわぁぁ！」と涙目で謝られた。何故か訴える前にあっさりと認められた。

　拍子抜け、とはまさにこういうことを言うのだろう。

「え？」

　急な謝罪に戸惑うも、とりあえず謝られたので許す。

　隣の席ではロックマンがいつものように頬杖をついて、つまらなそうにしていた。
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